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イン トロ ダク ショ ン 


4 女の子 を か わい く 」 描く に は ? 


| か わい い 女の子 」 っ て ? 


「 かわ いい 」 は 、 人 に よっ て 定義 が さま ざま で す 。 し か し 、 絵 と し て 多く の 人 に 評価 され る 
「 かわ いい 女の子 ]」 に は 、 あ る 程度 法則 が あり ます 。 そ こ で 本 書 は その 法則 に も と づき 、「 か わ やわ 
いい 女の子 」 を 「 年 齢 15 ~19 歳 、 女 性 ちら し い 謗 明 感 が あふ れる 、 青 春 ま っ さか り の 美 少 女 」 
と 定義 し 、 そ の 範 障 に いる 女性 を どう すれ ば 、 よ り 「 か わい い 女 の 子 」 と し て 描け る か を 検証 
し て いき ます 。 









A が 、 本 書 で 
定義 し た 「 か わい い 
女の子 」 の 作例 イラ 
ドド で す 。 





は 綺麗 な 大 人 の 女性 の 作例 
イラ スト 。 美 少 女 と いう より 美女 で 
あり 、 本 書 で 定義 し た 「 か わい い 女 
の 子 」 と は 違っ て いま す 。 


は 幼い 少女 の 作例 イ 
ラス ト で す 。 本書 の 「 か わい 
い 女 の 子 」 の 定義 に は 当て は 
ま ら な い 女 の 子 で す 。 


王道 の か わい い コ スチ ュー ム ⑥⑯ メイ ド ・ ウ エイ トレ ス 


※* ぶ メイ ド 服 

フリ ル の つい た エプロ ン や ホワ イト ブリ 
ム ( 頭 に つけ る 飾り ) が ガー リー な 印象 
を 写 え ます 。 ズ カート こと 靴下 の 間 に で き 
る 絶対 領域 が ポイ ント で す 。 





フリ ル な どの 細部 に こだわ る 
こと で 、 女 の 子 の か わい さ を 
より 引き 立た せま す 。 


背中 の リボ ン 
が ポイ ント 








* ぶ ウエ イト レス (エプロ ン ) 
育 中 で キュ ッ と リボ ン を 結ん だ 女の子 の エ プ 
ロン 姿 は 、 頑 張っ て いる 感 や 家庭 的 な イメ ー 
ジ を 引き 出し ます 。 


髪 に ヘア ピン を 追加 し て み 
の o み の る と 、 髪 の 表情 が より 豊か 
に な り ま し た 。 
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に トー ロ 吾 昌 に EN CT NA 


テー ロ 由 日 へ へ IolHEEC 人 HHRI 人 ご と は お 中 8 稚 
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*% 冬 の コス チュ ー ム 
《 コ ー ド + キ イヤーマフ} 
コー ド に イイ ヤー マフ 
を 合わ せる と 、 そ の 

も こも こし た 素材 が 
女の子 の 頭 部 を より 

か わい く 演 出し 、 あ 

た た かな 冬 の 装い に 

な り ま す 。 





Ea 


上 ふわ っ と 舞う つう コート 
や 髪 、 ス カー ト が 右 
図 の 女の子 を より か 
わい くし て いま す 。 


《 サ ンタ 服 》 

クリ スマ ス の 特別 感 が 女の子 を いろ ど 
り ま す 。 白く ふわ ふわ し た 飾り が サン 
夕 服 の 重要 な 部 分 で す 。 ス カー ト の ス 
ソ や 上 着 の スソ に も つけ まし ょ う 。 





フー ド の つい た マン ト タ 
イプ は 、 マ ント の 下 か ら 
スカ ー ト や 太もも が か わ 
いく 見 えま す 。 


に トー ロ 吾 EAN SN 
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王道 の か わい い コ スチ ュー ム 〇 ①⑦① の ゆっ た り し た 衣装 


< ルーム ワ ェ ア 

の ん びり くつ ろ げ る 部 屋 着 姿 は 、 ま っ た り し た 素 
の か わい さ を 見 る こと が で きま す 。 無 防備 で ゆ 
る っ と し た 感じ が 出る よう に 、 ゆ っ た り し た ルー 
ムウ ェ ア を 交 せ た り 、 髪 を お ろ し て ふん わり させ 
た り し て み ま し ょ う 。 


A べ 。 上 着 の 下 に 間 
Deut N へ て いる キャ ミ 
ん ソー ル の 肩 紀 


し NX せ て いる の が 、 
| 女の子 を より 


4 か わい く 魅 せ 
1 “ る 工夫 で す 。 


ぷ 彼 シ ャ ツ 

体 の サイ ズ よ り も 大 き な ぶ かぶ か の 
シャ ツ を 着 て いる の で 、 全 体 的 に シャ 
ツ が だ ぶつ き 、 袖 や スソ が 余り ます 。 








シャ ツ の スソ か ら の ぞ く 生 足 が 
ドキ ッ と する ボイン ト 。 


王道 の か わい い コ スチ ュー ム ず ⑳ 季節 の 衣装 
s** 盆 の コス チュ ー ム 


《 水 着 》 

水着 の 種類 は お も に ビキニ と ワン ピー ス の ら つ に 分 
けら れ ま す 。 ピ ビキニ は 露出 度 高 めで 女の子 の 肌 ・ 体 
の 部 位 を より 強調 で きま す 。 ワ ン ピ ー ス は お 腹部 分 
が 隠れ る ぷん 、 ボ ディ ー ラ イン が ハッ キリ し ます 。 


首 の 後ろ で 紐 を 
結ん で いる の で 、 
肩 の ライ ン が 綺 
性 に 見 えま す 。 





| Cate こつ KN 





八 ラ っ と ほど けた 
お くれ 毛 を 描く こ 
と が 、 浴 衣 姿 の 女 
の 子 を より 魅力 的 
に し ます 。 


(浴衣 》 

品 の ある 涼やか な 浴衣 姿 は 、 女 の 
子 を 可憐 に 見 せま す 。 大 きく あ 
いた 首 も と か ら 見 える うな じ は 、 
艶 っ ぽ さ を 感じ ます 。 





1 


に レー ロレ dE NNATTTT SS NA 


* 要素 ⑪ : 構造 


美 少 女 の 理 想 的 な 人 体 構造 は 、 


個人 差 に よる バリ エー ショ ン 
を な くし た 基本 的 な 人 体 構 千 
に 、 美 少女 が も つ 特 色 を つけ 
加え た も の で す 。 


※ | 構造 ] と 「 し で ぐさ 」 は 、 そ れ ぞ れ の 
アイ コン で 表示 し ます 。 





le 


回 を な び か せる し ぐ 
さ で 、 女 の 子 の 「 素 
の か わい さ 」 を 表現 
し て いま す 。 こ の 作 
例 を 「 より か わい 
く 」 見 せ て いる ポ 
イン ト に つい て は 、 
18 ペー ジ 以 降 で く 
わし く 解 説 し ます 。 





















首 に ある 筋 
肉 の スジ は へ ヽ 情 博信 首 を 細く 
最低 限 < 





この 作例 で は 、 基 本 的 
な 首 ・ 鎖 骨 ・ 肩 の ライ 
ン に 、「 細 い 首 」「 首 に 
ある 筋肉 の スジ は 最低 
限 に する 」 な どの 美 少 
女 が も つ 特 色 を つけ 
加え 、 リ アル だ けど 、 
「 よ りか わい い 人 体 構 
造 ] に し て いま す 。 


< 要素 @ : し ぐさ 

自然 に 出る 、 女 の 子 の 「 し ぐさ 」 は 、 そ の 一 瞬 を 
切り 取っ た 絵 に な り ま す 。 ま た 、「 作 られ た か わ 
いさ 」 は 、 意 図 的 に 演出 を 加え 、 工 夫 し て 絵 と し 
て の 「 か わい さ 」 を 表現 し て いき ます 。 


これ ら の ら 妥 素 を 検証 し 、 本 書 で は 
「 よ りか わい く 」 女の子 を 描く た め の 
ポイ ント を 解説 し て いき ます 。 


テー ロボ 日 ・ 和 へ て ohHEE(HPHRN( 全 と ざ び は お 中 の 竹 
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ぷ 制服 士 アイ テム 
制服 に アイ テム を 組み 合わ せる こと で 、 女 の 
子 キャ ラ の 日 常 感 を 演出 で きま す 。 


《 ほ うき 》 


ほ つ き な ご の 直線 的 な アイ テム を も た せる 
と 、 女 の 子 の 体 の 曲線 ライ ン が より 引き 立 
ち 、 魅 力 的 に 見 えま す 。 も た だ たれ か か る ボー 


ズ が か わい さ を 助 長 し て いま す 。 





《 ス マー ト フ ォ ン (スマ ホ )》 

大 き な ス マ ホ を 、 小 さ な 手 で も つ 女 の 子 
の 姿 は か わい く 映 り ま す 。 ス マ ホ を も つ 
手 は 手首 の 骨格 を 意識 する と 、 し な や か 
さ が 増 し ます 。 





/ 』】 ノイ - 
/ < ea 


を 柔らか く 


| 
する の が ポ 
イン ト で す 。 


《 ス クー ル バ ッ ク グ 》 

制服 姿 の 女子 学生 らし さ を 高 め る スク ー ル 
バッ グ 。 現在 は ナイ ロン 製 の も の が オー ソ 
ドッ クス で す (スク ー ル バッ グ を か わい く 活 
か し た 紹 泊 2 は 36 ペー ジ を 参照 )。 


ヘア ピン を 挟ん だ り 、 
キー ホル ダー を つけ た 
り し て 、 女 の 子 の キャ 
ラ に 合わ せ て アレ ンジ 
する の も @。 





《 特 徴 @ ブラ ウス ・ リ ボン 》 












リボ ン は ゴム 紐 が 
ブラ ウス の えり の 形 や 色 、 リ ボン に つい て いて 、 自 分 
も 個性 を 出す こと が で きま す 。 で 調整 し て つけ る 
の が 一 般 的 で す 。 
(基本 の えり の 形 ) 【 丸 えり 〕 - 交 

N ネクタイ も あり ま 

/ U | 開 す が 、 ガ ー リ ー と 

デア いう より クー ル な 

| 先 が ひ し 形 印象 が 強い で す 。 


の タイ プ 


《 特 徴 パタ ー ン が 豊富 》 

ブレ ザー の 場合 は と に か く 着 こなし の パタ ー ン が 豊 
時 で す 。 ジ ャ ケッ ト の 着脱 ・ カー ディ ガン や セ の 
ター、 ベ スト 、 パ ー カ ー、 ポ ロ シ ャ ツ の 着用 な ど 、 の RNN NN 
色 や デザ イン だ け で な く 、 さまざま な アレ ンジ が で 
きま す 。 女の子 キャ ラ に 合っ た か わい さ を 見 つけ ま 
し よる 。 


AD は キ 

袖 シ ャ ツキ リボ 
ン + プ リー ツ ス 
カー ト 。 





カー ディ ガン を 腰 
に 巻き つけ る 着 こ 
な し も Good ! 


人 ム 電 胃 員 5 は カー ディ 
ガン リボ ン 二 シャツ 
十 プ リー ツ ス カー ト 。 





テー ロサ 日 ・ 和 へ て HoHEE HPTRI( は と び は お 改 


テー ロ 由 日 NE TT SS Nd 
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《 特 徴 @ 上 着 の スソ が ひら っ と する 》 
上 着 は 胴体 部 分 の 布 が 筒 状 に 
な り ま す 。 ス ソ が 留まっ て い 
な い の で 、 ひ ら っ と 動く の が 
ポイ ント に な り ま す 。 






腕 を 大 きく 
上 げた 応 ん 、 





スソ が 上 が 
り ま す 。 
スソ を 風 で 
ひら っ と さ 
せる 
ふ ブレ ザー 


セー ラー 服 と は 反対 に 現代 的 で 、 フ レッ シュ な 印象 を 与え 
ます 。 さま ざま な アレ ンジ が きく の も 大 きか な 特徴 で す 。 


《 特 徴 ⑳ ジャ ケッ ト )》 

えり の 形 や ボタ ン の 数 、 ポ ケッ ト の 有無 、 ラ イン 
の 有無 な ひど 、 形 状 だ け で も か な り デ ザイ ン に 幅 を 
も た せら れ ま す 。 ジ ャ ケッ ト の ボタ ン を きっ ちり 
百 め る か が 外す か が か 、 と いっ た 着こなし で も 印象 が 変 
わり ます 。 


a 


// /\N 





UT 
We * 1 










〈 ボ タン ・ 開 〉 


、 | 
> 
| る 
\ ズバ 
の 


6 
< 
“«¢ 


i 









〈 ボ タン ・ 閉 〉 


パ 






ボタ ン を 外す と 
eg を シャ ツ が スカ ー 
ト の 中 に 入る 、 
シワ の 縦 ラ イン が 見 えま 
す 。 留 め る と 腰 の ライ ン 
が スッ キリ し て 見 えま す 。 





王道 の か わい い コ スチ ュー ム ⑩ 制服 
ss セー ラー 服 


清涼 感 ・ ノ スタ ル ジ ー を 感じ させ る 、 制 服 の 定番 で す 。 
セー ラー 服 の 特徴 を つか み 、 よ りか わい く 描 く た め に 工夫 
を し て み ま し ょ うっ う 。 










《 特 徴 えり 》 
〈 表 / ( 裏 
マン / / 


地域 に よっ て も 形 が 違っ て くる 部 分 で す が 、 え 
り の フチ に 1 一 3 本 の 線 を 入れ る と セー ラー 感 
が グッ と 出 て 、 よ りか わい く 見 えま す 。 ま た 、 
後ろ えり が 四角 の 場合 は 、 育 中 に いく に つれ 細 
くす る の が オス ス メ で す 。 


《 特 徴 @ スカ ー フ 》 
胸 も と で ヒラ ヒラ 舞う ス 
カー フ も 、 セ ー ラ ー 服 を か 





結ん で 留め る 
わい く 上 魅せ ます 。 スカ ー フ 
フ を 結ん で 留め る タイ プ な 例 は 、 ス カー フ 紐 リ ボン の 
ご が あり ます 。 留め が つい て い タイ プ も あ 


る タイ プ で す 。 り ま す 。 
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テー ロボ 日 ・ ビ て ohEE 人 THRN( キ と ざ び は お 改 


に トー ロロ ポト EAN SN 
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《 麦 わら 帆 子 》 

夏 の 季節 に ピッ タリ な 麦わら 帽子 は 、 軽 
や か で ナチ ュ ラ ル な 雰囲気 が 女の子 の 素 
朴 な か わい さ を 引 き 立 て て くれ ます 。 


ワキ を キュ ッ と 

し め る し ぐさ が 

女の子 らし さ を 

出し て いま す 。 
《 キ ャ ッ プ 》 
元気 で ボー イッ シュ な イメ ー 
の キャ ッ プ で も 、 右 図 の よう に 
ツバ を も つつ 手 の 表情 で より か わ 
いく な り ま す 。 

… マフ ラー 





マフ ラー に ロロ が うつ も れ そ うな 姿 が キュ ン と する 
ポイ ント で す 。 髪の毛 が モ フ っ と た ゆん だ り 、 
ロロ も と の マフ ラー を 指 で 下げ た りす る し ぐさ が 、 
より いっ そう か わい さ を 増 し て いま す 。 


ゆる く 曲 げた 
指 の 表情 が し 
な や か で 女性 
的 で す 。 





*%s 髪 飾り (へ ヘアアクセ サリ ー) 





《 ヘ アビ ン 》 ン ンー 


( 


ヘア ビン は 片側 だ け に つけ る 
の が ポイ ント で す 。 上 図 の よ 
うに 、 ア タダ セ サリ ー 的 に グロ 
ス さ ご させ て つけ る と 、 よ りか が わ 
いく 見 えま す 。 


\ 


ーー 


* ぶ メガ ネ ・ サ ング ラス 
素顔 と は また 一 味 違っ た 印象 を 与え ます 。 
真面目 で か た い 印 象 を も た せる の で 、 髪 
型 を 工夫 する の も よい で し ょ う 。 


《 メ ガ ネ 》 





《 サ ンク ラス 》 


メガ ネ を か は け 
る 手 の 表 情 や 
上 目 づ が い )、 
サン グラ ス を 
頭 に か ける 次 
が 作例 の か わ 
いい ポイ ント 
で す 。 


《 カ チュ ー シ ャ 》 





カチ ュー シャ は ガー リー な 印象 
を 与え ます 。 幅 が 太め だ と レト 
ロガー リー な 雰囲気 に 。 


《 リ ボン 》 

リボ ン は 回 に 限ら ず 、 コ ス 
チュ ー ム や カバ ン な どの ア 
イ テ ム に つけ て も @。 


全島 


ビー ロボ 日 ・ ビ に いて loHEE(H 選 RSR 人 と ざ は の 中 は 衝 


テー ロボ AH ・ ビ 4 いい へ elEECHORHCT と ざ は SS 対 
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アク セ サ リ ー (装身具 ) で 女の子 を 引き 立て よう 
*… 耳飾り ・ 首 飾り ・ 腕 輸 


《 ビ アス ・ イ ヤリ ング 》 <’ = 
ピアス や イヤ リン グ ' 
が ゆら ゆら 揺れ た り 
キラ リ と 光っ た りす 
る こと で 、 耳 に 注目 
させ る こと が で きま 
すす また 、 ピ アズ ・ 
イヤ リン グ を つけ る 
し ぐさ は 、 女 の 子 の 









親指 と 人 差し 指 
に よっ て で きる 


輪 と ゆる < く 握っ 
帥 り 気 の な い 、 素 の 和義 0 
* ゝ たき 
か わい さ を 表 現 で き い ボ ポイ ント の ひ 
ます 。 と つ 。 
《 ネ ッ ク レ ス 》 


ネッ クレ ス は 鎖骨 (デコ ル テ ラ イン )・ 
胸 も と の 美 し さ を アピ ビー ル で きま す 。 





《 ブ レス レッ ト )》 





人 
くる と よい 


ネッ クレ ス を つ 

ける と き に 、 髪 

の 間 か ら 見 える | 

うな じ + 第 7 頸 / ブレ スレ ッ ト で 手首 の 細 さ ・ 華 秦 な 感じ を 

椎 も ポイ ント 。 | きわ 立た せま す 。 ヘ アゴ ム な ども 同じ 効果 
を 出せ ます 。 


< 作例 メイ キン グーー シ ル エ ッ ト で 往 調 整 する 


(ポーズ の アタ リ を 描く ム 
| ノリ 全体 の バラ ンス を 見 て ラフ を 作画 


描き 出す 前 の 、) / 
に どん な 女 人 体 構造 ・ 

















の 子 を 描く Ke 若干 の パー 
か 、 で きる )、| 1 5 つ ス を 考え な 
だ け イ メー = が ら ラ フ を 
ジ し て お く 作画 し ます 。 
と 早く 描け 今回 は ラフ 
ます 。 を し っ か り 
め に 描い て 
いま す 。 
人 物 を シル エッ ト に し 、 構 図 的 な 収まり を 人 ⑳ シル エッ ト o 人 WE 
見 て 、 細 部 の 調整 を 検討 し ます 。 ガ イド に 


な る バー ス 線 を ざっ くり 入れ て みる と 、 角 
度 や 遠近 感 の 調整 が し や すく な り ま す 。 


腰 の カー ブ を 強調 し 、 脚 を より 内 股 に 
修正 し まし た 。 





7 腰 の カー ブ を 作り 、 
a 脚 を 内 股 に し て 、 女 
性 らし さ が き 立つ 
「 よ りか わい い 」 女 

の 子 に ! 
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に レー ロ NN に dE NNATTTT SS NA 


に レー ロロ HN ENA TTT SN 
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店 【 う 岡谷 


アイ テム ・ コ スチ ュー ム に よる 演出 


女性 は 、 装 和 飾品 や 服 で 目 ら を 演出 する 術 を 備え て いま す 。 その し ぐさ を 、 絵 と し て どう と ら 


えて いく と 衆 力 的 に な る か 、 見 て いき ます 。 


ビ ピアス ・ イ ヤリ ング + つけ 

る し ぐさ (アク セ サ リ ー で 
風 に な びく ロン 女の子 を 引き 立て よう ) 
グ へ ヘア (髪型 の ンー 


CFE シク 、 ヾ と < 


プレ スレ ッ ト (アウ タウ セ サリ ー 
で 女 の を 引き 立て よう ) 














の 表情 (か わい く 
見 せる 手 の 表 情 ) 
に で 6 


尺骨 茎 状 突起 
(手首 の 骨 を 
描い て 「 よ り 
か が かわ いく 」! ) 
A 


ずり 落ち る 肩 紀 
(コス チュ ー ム 
の 「 動 き 」 で 素 
の か わい さ を 引 ここ 0 ン ノ は 、 ト 章 姿 
き 出す ) Ne ググ yy 
し く SS レー ング 人 
3 ペ ココ つけ て いる イラ スト 
で す 。 手 の 表情 や 腰 
の カー ブ が ポイ ント 
腕 で 寄せ られ る 乳 に な っ て いま す 。 
房 ( 肩 や 腕 に よっ // 
て 寄る 乳房) 
う 
3 アキ レス 腫 の 線 
ヘソ (すべ すべ で 本 、 上 
ら か な お 腹 ( 胸 か ら ( 送 
腰 ま で の 流れ )) 
攻 太もも の 柔らか さ ( 太 も 
( PO も と ふく ら は ぎの 脂肪 ) 
ロー し < CZ な < の (8 
< ば う 


どう し た ら [より か わい い | 女の子 が 描け る ? 


女の子 を 「 よ りか わい く 」 描く た め に 大 切な 有 要素 は 、 大 きく 分 け て 2 つ で す 。 そ の 2 つの 妥 
素 を 押さ えな いと 、 せ っ か く 女 の 子 を 描い て も 「 か わい さ 」 が 表現 で きず 、 魅 力 的 な 絵 に は な 
り ま せん 。 下 の イラ スト は 、 歩 く 女の子 を 「 よ りか わい く 」 描い た 作例 で す 。 





2 つの 要素 を 押さ えれ は ば は 、 
女 の 了 キャ ラ ヲ を see 


「 より か わい く 」 
押 け る ! 


《「 よ りか わい く 」 描く た め の 有 要素 》 

0 美 少 女 こ と し て 誰 も が 納得 する 、 理 
想 的 な 人 体 構造 を 正確 に 描く ( 以 
降 、「 構 造 」 と 表記 )。 

9 美 少 女 が 目 ら を 演出 するめ 、 ま た は 
自然 に 出る 女の子 らし いし ぐさ ( 以 
降 、「 し ぐさ 」 と 表記 ) の 瞬間 を 描 
く 。 





この ら つ の 要素 を 押さ えて 、「 よ りか 
わい い 」 女の子 を 描く ため の ポイ ント 


2 つの 要素 を 次 ペー ジ で 
を 学ん で いき まし ょ よう 。 


くわ し く ! 


・ 各 店 HEE 人 HpRN 人 t と ざ び は お 中 ら 放 


(オバ パー 
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し ぐさ ・ 動 作 を より か わい く 9 寄り か か る 


自重 を ある 程度 、 ほ か に あず け て し まっ て 
いる ポー ズ で す 。 そ の 無防備 な ポー ズ で か わ 
いさ を 演出 し ます 。 






| 《 壁 に 寄り か か る 》 


/ 江上 
し 
し 





ダ ! 
シン ン | 計 > 
IN | 背中 を 壁 に あず け 、 
人 「 『 片 脚 を 軽く 曲げ て 
脚 に 指 を W【(、 / <、、 ど より か わい い ポ ー 
1 “ ズ に し て いま す 。 
曲げ た 脚 に 指 を そ わ せ 、 
手 と 脚 の 曲線 ライ ン を 
見 せま す 。 








《 肩 に 寄り か か る 》 
肩 に 寄り か か る ポー 
ズ は 、 肩 同士 の が ぶつ 
NN か り 具 合 が ポイ ント 
| に な り ま す 。 


| N ーT | 
N | 





《 一 方 に 寄り か か る )》 
左右 片側 に 上 半身 を 
あず ける こと で 、 押 
し つけ られ た 乳房 が 
強調 され ます 。 


体重 に 押さ れ 、 二 の 脚 
の 脂肪 が つぶ れ ま す 。 











《 全 身 で 振り 向く 》 

左 定 を 後ろ へ 踏み 出し 、 
振り 向こう と し て いる 
女の子 で す 。 


足 の 裏 の ぶくぶく し た 
系 ら か さ を カ ゲ で 表現 
し ます 。 


腰 の ひね り で 
馳 房 や お 尻 が 
強調 べ され ます 。 





《 上 半身 ご と 振り 向く 》 


振り 向く 動作 は 、 お も に 首 ・ 腰 の ひ 
ね り に よる も の で す 。 左 の 作例 は 腰 
を ひね つっ て 振り 向い て いま す 。 


CUED 


腰 を 支点 に 振り 向く 次 
を 描く 際 は 、 ア タリ に 
正中 線 を 補助 線 こ し て 
引く と 畠 き や すく な り 
ます 。 





振り 向き ざま に 
な びく 髪 が 女 の 
子 を より か わい 
く 上 魅せ ます 。 


見 え そ う で 見 えな 
い チ ラリ ズム が 見 
る 人 を ドキ ッ と さ 
せま す 。 
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・ 生 中 HEE 人 HR 人 キ と び は お 中 ら 対 


「 オ へ で 


・ 情 嘆 HE( 人 HPRI 人 とび ば の 中 は 衝 


(オバ パー 
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足 の 裏 を 地面 に 全部 つけ る か 、 つ ま 先 だ け で バラ 
ンス を と る か で 、 し ゃ が お む お ボーズ に バリ エー ショ 
ン が 生ま れ ま す 。 つ ま 先 だ け で 体 を 支え る 場合 は 、 
か が な り 不 安定 な 体勢 に な り ま す 。 





《 痛 面 ) 





つま 先 だ け を 地 
面 に つけ る 場合 、 
お 尻 と か か と の 
距離 が グッ と 近 
づき ます 。 





し ぐさ ざさ ・ 動 作 を より か わい く 《 振り 向く 


体 を ひね る こと に より 、 さ まさ ざま な 部 位 が 定型 と は 違っ た 
アン グル で 混在 し て いき ます 。 変化 の 意外 性 に 、 さ ら に か わ 
いい 要素 を つけ 加え ます 。 





シン プル な し ぐさ で す が 、 
振り 向い て こち ら を 見 つ 
め る 女の子 は と て も 魅力 


左 図 は 、 髪 を 奥 側 へ 的 で す 。 
流し て 背中 を 見 せ 、 

肩 を すく め て アゴ ま 

わり を 隠し て いる の 

が ポイ ント で す 。 


《 上 か ら の アン グル 》 

横向 さき の 六 姿 を 真 上 か ら 見 た 作例 で す 。 縮 こ 
まっ て 丸 ま る 育 中 が ハッ キリ と 見 え 、 紫 護 欲 
を か き 立 て られ ます 。 


脚 は ピッ タリ と て 、 \ 
そろ え ず に 、 ず 9 i \ 
ら す の が ポイ ン ーーー 9 
ト で す 。 | * ( 





前 髪 が 重力 で 、 生 え ぎ ざわ を へ 
起点 に 流れ 落ち ます 。 





し ぐさ ざさ ・ 動 作 を より か わい く ⑯ し ゃ が お む 


し ゃ が む ポ ボ ポーズ は 体 を 折り た た み 、 通 常 の 姿 よ り も 小さ きく 見 える の が 
特徴 で す 。 こ じん まり と し た 姿 が 女の子 を か わい く 見 せ て いま す 。 


さま ざま な し ゃ が み 方 が め あり ます が 、 前 傾 容 
勢 に な り 両 定 だ け で バラ ンス を と る タイ プ が 
一 番 女 性 的 で か わい らし く 見 えま す 。 





《 正 面 》 





ヒザ の 上 に ヒジ 
を の せ て 類 杖 を 
2 くく 。 容 お に 
か わい く ! 





ヒザ を そろ える の 
Delt が ポイ ント 。 ガ ニ 
服 は 女の子 らし ざさ 
が 失わ れる の で NG で す 。 


片 ヒ ザ を つく 、 片 定 を 後ろ に ずら す …… な ど 、 
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・ 生 中 oHEE(HORH 人 と び は の 尼 | 竹 


「 オ ハー 


・ 各 店 HEE 人 HpRN 人 t と ざ び は お 中 ら 放 


(オバ パー 
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育 面 の 場合 は 育 中 の くびれ や お 
尻 が 目立ち ます 。 見 せ た い 部 分 
を 決め 、 そ れ に 一 番 適し た アン 
グル で 描き まし ょ う 。 





0 


上 体 を 起こ し て いる 
た め 、 上 半身 と 下 羊 
身 と で 角度 が 違っ て 
きま す 。 






《 前 か ら 二 アオ リア ンク グル 》 
類 杖 を つく 片手 を 広げ 、 あ え 
て アゴ か ら 離 し て 遊ば せ て い 
ます 。 つ つぶせ + ヒ ジ を 内 側 
へ 寄せ る こと で 、 乳 房 の ふく 


ら み が 強調 され ます 。 通常 の 類 杖 ポー ズ よ 
り も 、 ゆ る っ と し た 
印象 に 。 

アキ レス 騰 の 線 
を 入れ 、 足 首 の 
華 秦 な 感じ を 表 ' 
現し ます 。 ーー 
太もも の 一 部 の チラ 見 せ で 、 
ドキ ッ と させ ます 。 

* 横向 き 

横向 き の 寝 姿 を 描く 際 は 、 腕 の 位置 を 工夫 する NG} eS 

の が 「 よ りか わい く 」 魅せ る コツ で す 。 上 側 に 

な る 腕 は 地面 に 向け ます 。 何 も 工 夫 を せ ず 横 た えて し まう こ 、 

っ か わい さ が 表 現 で きま ませ ん 。 


下 側 に な る 腕 
を 曲げ て 、 手 
を 顔 の 近く に 
置く と か わい 
乳房 が 重力 に よっ て 下 uy ポ = スズ に な 
が り 、 シ ワ が で きま す 。 り ま す 。 





ぷ ぶ うつ いせ 





うつ ぶせ に な っ て 脚 を バタ バタ 動か EE ww 
す 女 の 子 は 、 そ の 無邪気 さや 幼 さ が SS 
か わい く 感 じ ら れ ま す 。 


スネ か ら 定 先 へ の ライ 
ン を ゆる や か な カー ブ 
で 描き 、 女 の 子 ら し い 
脚 を 表現 し ます 。 


左 ヒ ジ を 右 へ 寄せ 


る と 左肩 も 内 側 に 
つぶ れる 二の腕 の 入り ます 。 
柔らか さ を 描 く の 
が ポイ ント で す 。 





つぶ ぷれ る 上 ふくらはぎ の 柔 ら 
か さと 、 ヒ ザ 裏 の 骨 ば っ た 
正中 線 と 体 の 側 部 分 の ギャ ヤップ が 魅力 的 に 
の 映る し ぐさ で す 。 
面 を と ら え て 、 
上 半身 か ら 下 半 
身 へ の つなが り 
を 押さ ます 。 
《 フ カン 気味 の アン クル 》 
枕 を 抱え アゴ を の せ て いる の が 


ポイ ント で す 。 物 夏 げ に 見 える 
うつ お き が ちの 頭 部 も 、 守 り た 
く な る よう な かわ いさ を 助長 し 
で いま す 。 

















101 


・ 層 中 結 氏 味 池 RI ささ は SNA 


バー 


・ 各 店 HEE 人 Hp とび は お 届 8 対 


(オバ パー 
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ute | 
CT ae ーー 演出 する た め 、 脚 に 
A 


《 頭 か ら の アン グル 》 
フカ ン ア ング ル で 描く の と 要領 は 同 


じ で す が 、 設定 し た 地面 の 角度 に 価 
/ ヽ io を 合わ せる こと が 要点 に な り ます 。 


/ レー 


x / | a 
地面 に つか な いく びれ 部 (1)/ | - a 
「 、 






分 の 空間 が 女性 的 な 曲線 ぶ kd 奥 に 見 える 肢 
A NN は 小さ く 


美 を 強調 し ます 。 





広がる 長い 髪 は 地面 の 角度 に 合わ せ 、 流 打つ よ 
うに 広げ て いく と 綺麗 な ライ ン が 摺 け ます 。 


フカ ン と 同様 に 、 首 は 頭 部 に 


Ris 《 足 か ら の アン グル 二 脚 を 横 に ひね る 》 

下 の 作例 は 手足 の 脱力 感 、 無 防備 な 寝 姿 が か わい さ の 秘 
訣 で す 。 脚 を 横 に 倒す こと で 下半身 を ひね り 、 ポ ー ズ に 
ひと 工夫 し て いま す 。 こ うい っ た 工夫 が 女の子 を 「 よ り 
か わい く 」 する の で す 。 


no、 下半身 を 





脚 を 倒し た こと で 太 も 
も の 大 部 分 が あら わ に 
な り 、 和 柔らか な 丸み を 
アピ ー ル で きま す 。 


お 腹 の チラ 見 せ で 無防備 感 を に 
アッ プ ! ヘソ まで 見 せる の 
が 、 か わい い ポ イン ト で す 。 ] Ss 1 
さき 
8 
ーー 


NLY こ 


脚 の 細 ご と 曲線 美 を 


すぎ 間 を 作り ます 。 


し ぐさ ・ 動 作 を より か わい く ⑳ 寝る 


アン グル に よっ て は 椿 に パー ス が つい て し まい 、 形 を と る だ け で 上 難しい ポー ズ で す 。 そ の 
うえ で より か わい く 演 出 で き る ポイ ント を 探っ て いき まし ょ う 。 












広がる 長い 
壮 が 欄 容 を 
より 女の子 
らし く 魅 せ 
ます 。 





あえ て 右 定 で 股間 を 隠し て い 
ます 。 股 を 思い 切り 開く の は 
品 が な く 、 女 の 子 ら し さ が 半 
減 し て し まつ た めで す 。 





“* あお 向け 


体 と 地面 の 角度 を 合わ せ て 描く の が 大 
切 で す 。 こ の 作例 は 頭 部 を 枕 に の せ て 
いる の で 、 頭 部 と 体 で 角度 を 少し 変え 
て いま す 。 


前 腕 へ の 曲線 ライ ン 








ly 
"レレ 


WN 


ペー \ 


ヒザ を 内 側 に 寄せ た 
り (内 股 )、 左 足 の 
先 を 内 側 に 向け た り 
し て いま す 。 


の 女の子 で す 。 寝 る ポ ボーズ は 、 
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・ 層 閉局 氏 味 湖 半 こ び さ は SN 


は へ て 


・ 各 店 HEE 人 Hp とび は お 届 8 対 


(オバ パー 


*“ 肢 を 伸ばし て 座る 


た だ 脚 を 投げ 出す の で は な く 、 片 脚 を 曲げ て 曲 
線 を 生み 出す の が ポイ ント で す 。 









脚 に そ わ せ た 手 の し な や か 
な ライ ン が 、 脚 の ライ ン を 


より 強調 し て いま す 。 
0 脚 を 投げ 出す ポー ズ で も 、 手 を 
脚 の 間 へ 入れ 、 定 先 を 内 側 へ 向 
ける だ け で 女の子 らし さ が グ ッ 
手 や 足 が 外 側 
R と 上 が り ま す 。 を 向い て いる 








ーー コ 


*: 座り な が ら 定 を 浮か せる 
実際 この ポー ズ を と る の は 難し い (イラ スト な ら で は の 
ポー ズ ) で す が 、 作 例 で は 右足 を 浮か せる 代わ り に 、 左 
足 と 左腕 に 体重 を か け て バラ ンス を と っ て いま す 。 


足 を 浮か せな が ら 
の 。 み の も 、 内 股 に 描く こ 

と を 忘れ な いよ う 
に し まし ょ よう 。 
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テー ロ 由 日 ENA TT SNWL 


イン ナー に レー ス を あ 
し ら っ て チラ 見 せ さ せ 
た り 、 ス カー ト の スソ 
だ け に 描き 込ん だ りす 
る の が オス ス メ 。 
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《⑯ ニッ ト 素 材 》 

寒い 季節 の 定番 素材 で す 。 だ ぽ ば だ ぼ し た 
シル エッ ト に 設定 する と 、 首 や 手足 な ど 
が より 華 著 に 見 える 効果 が あり ます 。 


AN 


RN 血 を うつ ず め て も 
Good ! 








ニッ ト に よっ て 暖か く 
Do 見 える よう 、 類 に は 多 
め に 色 を 入れ ます 。 





イン ナー を あえ て 薄着 に し て 、 ニ ッ ト 
素材 の 上 着 の シル エッ ト と の ギャ ッ プ 
を 楽し み ま す 。 


** 脚 を 組ん で 座る 

脚 を 組む ポー ズ は エレ ガン ト な 印象 を 号 え ま 
す 。 太 も も の 柔らか な 曲線 美 や 、 ヒ ザ 下 か ら 
足 の 申 ま で の すら っ と し た ライ ン が 特徴 で す 。 











《 横 か ら 》 
お 互い に ぶつ か り 合 っ て 
つぶ れる 、 和 柔らか そう な 
脚 が か わい い ポ イン ト 。 
. 仁 。 太もも の つけ 根 の アタ リ 今 、 その 中 間 に ヒ ザ の アタ リ 
“を 入れ る を 入れ る シ 
/ ブ ヽ が 
両 ヒ ザ の アタ リ 
の 縦 幅 は 、 太 も 
( も の 縦 幅 よ り も 
N ノ NN を 
腰 を 描き 、 太 も も の つけ 根 の 位置 両 太もも の 間 に 縦 に の ら つ 、 ヒ ザ の 
の アタ リ を 丸 で 入れ ます 。 アタ リ を 入れ ます 。 
、、 太もも か ら ヒ ザ へ と 線 を Un 
ro (> ヒザ か ら 先 を 描い て いく 





柔らか くつ ぶれ る 脂肪 を イメ ー ジ 
し な が ら 、 曲 線 で 大 も も か ら ヒ ザ 
の 0 ライ を つなげ ます 。 
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・ 避 申 oHEE 人 HP 届 ( キ と び ば 中 8 衝 


(オバ パー 


* Chapter 1 で は …… 


Chapter 1] で は 、 女 の 子 を 「 よ りか わい 
く 」 描く た め の 「 構 造 ] を 中 心 に 解説 し て 
いさ きま す 。 


*「 構 造 ]」 と 「 し ぐさ 」 は 完全 に は 切り 離せ な いた め 、 
Chapter1 で は 「 構 造 を 中 心 」、Chapter2 で は 「 し ぐ 
さ を 中 心 」 と し て いま す 。 











(2 。 《 ポ ケッ ト に 手 を 入れ る 》 
の 





** 女の子 の か わい さ を 引 き 出 す 素 材 


《⑩W シフ ォ ン 素材 》 

薄く 柔らか い 素材 で 、 透 け 感 が 出る の が 特徴 で す 。 
ぶん わり し た 軽やか さ を 表 現 で きま す 。 お も に 
トッ プス (上 衣 ) や スカ ー ト 、 ワ ン ピ ー ス な ど に 
使わ れ ま す 。 


身 ・ 腰 まわ り 、 
袖 の あたり に 
布 が クシ ュ ッ 
と 集まり ます 。 





《⑳ レー ス 素 材 》 
ファ ン シ ー な 女の子 ら 
し ざさ を 演 出 で き る 素材 
で ま 。 だ だ し 、 ルー ス 
素材 を 全面 に 押し 出す 
と 古 臭 く 見 えた り 、 あ 
ざと すぎ た りす る の で 、 
ナラ 見 せ 程 度 に と ど め 
まし ょ う 。 





eT ペー EK 
れ た 、 ポ ケッ ト に 手 を 
入れ た だ ふくらみ の モ ゾ 
モ ゾ 感 や 、 ポ ケッ ト か 
ら は み 出 す 指 の し ぐさ 
を ワン ポイ ント と し て 
指 く へ の も よい で す 。 


ふわ っ 





119 ペー ジ の メイ ド が 
つけ て いる ホワ イト ブリ 
ム も レー ス 素 材 で す 。 
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に トー ロ ポト EN LN TITS NA 


テー ロサ 日 ・ 和 へ て HoHEE AN NNH 


《⑳⑩ タイ トス カー ト 》 

腰 ま わり の シル エッ ト が ぴっ た り 
する の が 特徴 で 、 ス タイ リッ シュ 
な イメ ー ジ で す 。 





動き が 少な いと シ 
ワ は あま り 入 り ま 
せん 。 脚 を 少し 動 
か す と 、 途 端 に シ 
ワ が で きま す 。 


《⑩ ショ ー ト パン ツ 》 

大 も も に ピタ ッ と 張り つく ピチ ピチ 感 が タイ 
トス カー ト と の 違い で す 。 脚 の ま と ん ど が 見 
える 状態 に な り ま す 。 





a 3 う の ぁ 応 
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《⑳ スキ ニー パン ツ 》 

脚 全 体 に 張り つい た 

布 に よっ て 、 脚 の 曲 (前 面 〉 
線 美 が モロ に 出 ま す 。 





ヒザ や 足首 の あたり 
に シワ が 寄り ます 。 


脚 や お 尻 の ライ ン 
が 強調 され ます 。 





股間 や 側面 部 分 
に シワ が 入る こ 
と で ピチ ピチ 感 
が 出 ま す 。 





テー ロボ 日 ・ ビ さて HEE 人 HH 民生 人 とび は おび 竹 
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** 明 え 仙 ( 徐 い 隠す ) 


明 え 袖 は 袖 が 長く 、 指 先 し か 出 な い ほ ど に 
手 を 覆い 隠し て し まっ て いる シチュ エー 
ショ ジン で す 。 


の 4 の SM 袖 か らち ょ こ 
の の > . ん と 指先 を 出 
@ 。 す 姿 に キュ ン 


と し ます 。 





重力 / 
袖 は 重力 で 上 部 分 が 肌 に “ 
張り つき 、 下 部 分 に 空間 「 
が で きま す 。 
空間 
Rt 


バー シッ ク な コス チュ ー ム の 和 魅力 


ぶ が スカー トド ・ バ ラ ツ 
《⑳W フレ アス カー ト )》 ノ 






人 
フレ アス カー ト は 、 朝 
顔 の よう に スソ が 広 が 
る の が 特徴 で 、 波 打つ 
よう に ひだ が で きる た 
め 、 女 性 らし い 応 ん わ 
り と し た 印象 を 与え る 
こと が で きま す 。 
腰部 分 か ら 
線 を スソ へ 
広げ る 
ふん わり 広がる スカ ー ト 
ee を 抑え る し ぐさ が 女の子 
な げ る らし く 、 か が わい いで す 。 


コス チュ ー ム の | 動き | で 素 の か わい さ を 引 き 出 す 
* ずり 落ち る 


肩 紐 が ゆる む 、 体 を 傾け る 、 サ イズ が か が 上 ぶ か が で 沙 
ち そ うに な る …… な ご ど 、 さ ご さまざま な 表現 方 法 が あり 
ます が 、 無 防備 で 目 然 な か わい さ を 演 出 で き ます 。 


すり 落ち る 


ll 体 と 肩 弓 と の すき 間 が 
女の子 を より 華 秦 に 感 
じ さ せる の で す 。 





* めく れる 













体 を 動か し た り 風 に 吹か れ た りす る こと で 
N コス チュ ー ム の 一 部 が めく れ 、 女 の 子 特有 
\ の 部 位 が チラ ッ と 見 えま す 。 こ の チラ リズ 
ム が 思わ ず ド キッ を 喚起 させ る 「 よ りか わ 
いい 」 ポイ ント な の で す 。 


《 二 の 腕 チ ラ 》 
柔らか な 二 の 
腕 を 袖 か ら チ 
ラ 見 せ し ま す 。 


気づき ! 
ヘソ が 見 える 
会 は 日 常 生 

活 で な か な か 

な いた め 、 絵 

の 中 で チラ 見 

せ し て み ま す 。 《 脚 チラ 》 スカ ー ト が 風 
に な びき 、 太 
も も が チラ ッ 
と 見 えた 瞬間 
で す 。 
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テー ロサ 日 ・ ビ へ て IoHEE HPTRI( は と び は お 改 


《@ ワン ピー ス 》 

清 針 な イメ ー ジ と いえ ば ワン ピー ス で す 。 
通常 の スカ ー ト と 違い 、 上 半身 か ら 下 半身 
まで ひと 続き に な っ て いる の で 、 は た めく 
朝 囲 が 広く な り ま す 。 





\ ワン ピー ス の スソ を つ 
ノ / / まん で 、 あ ら わ に な っ 
全 ア 1 た ヒザ 裏 の 華 秦 な 感じ 
/ が グッ と きま す 。 
| 





《⑯ プリ ー ツ スカ ー ト 》 

制服 (113 ~116 ペー ジ 参 照 ) の スカ ー 
ト は 、 プ リー ツ ス カー ト が 主流 で す 。 セ ー 
ラー 服 に も ブレ ザー に も 合わ せら れ ま す 。 


ラン か 
ON 


NE 
で 


アン ン ン シン ンー 
レア ン ン ン 





ひだ の 折れ 目 
を と ら え る 





デー 


座っ て いる 女の子 の ワン ピー ス 
か ら の ぞ く 脚 。 見 え そ う で 見 え 
な い 感 じ が 〇 で す 。 


服 の 材質 や 形 
に も よる が 、 
この あたり ま 
で 風 で は た め 
か せら れる 
8 の の 
健 ひだ の お か げ 
で 立体 感 が 出 
ます 。 
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テー ロサ 日 ・ ビ へ て IoHEE HPTRI( は と び は お 改 


テー ロサ 日 ・ 和 へ て ohEE HPRI( は と び は お 改 
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*»* ね て 且 
ふわ ふわ の ね こ 耳 女子 に ワン ピー ス 
を 瘍 せ て 清和 釧 感 を 加え る と 、 動 物 的 
な か わい さや 幼 さ と は また 違っ た 表 
現 が で きま す 。 










CD 


《 し っ ぽ の 出し 方 》 


衣服 を 買 通 する 
よう に 出す こと 目 
然 に 見 えま す 。 





うさ 耳 の 女の子 は 指先 の 表情 を と び 
スカ ー ト の 下 か は ね る イメ ー ジ で 遊ば せ て 描く と 、 


つと お より 元気 で か わい いい 印象 に 。 
チラ 見 移し ます 。 


た ほう と し だ ーー カー の シル エッ w ト に 
は 、 バ パ バー カー に 和 社 われ て いな い 部 分 
( 手 や 脚 な ど ) の ライ ン を きわ 立た せ 
る 効果 が あり ます 。 


フー ド を か ぶる 女の子 は こじ 
ん まり と し て 、 守 り た く な る 
か わい さ を 表 現 で きま す 。 





ポケ ッ ト に 手 を 入れ た 
と き の ふ くら み も か わ 
いい ポイ ント で す 。 


王道 の か わい い コ スチ ュー ム 動物 の 耳 ・ し っ ほ 


a ** いぬ 且 

動物 の 耳 や し っ ぽ を つけ る と 、 女 の 
子 の 素 の か わい さ に 、 思 わ ず な で た 
く な る よう な 小動物 的 か の わい さ が 加 
わり ます 。 


毛並み の も ふも 人 ふ 感 を 、 
Delt 線 を ふわ ふわ と 弾 ま せ 

て 描く こと で 、 よ り も 
ふも や も ふ で か わい らし い 女 の 子 に 
な り ま す 。 
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レ に レー ロロ HN ENTSTTT SN 


* 食べ物 ・ 飲 み 物 十 し ぐさ 
《 な め る 》 

舌 を 大 きく 出す と 
セク シー な 印象 が 
強まる た め 、 小 さ 
く ペ ロッ と 出す よ 
うに し ます 。 











辱 を 少し 開い て 
舌先 を 出す 


《 か ぶり つく 》 

大 きく 口 を 開け て クレ ー プ に か 
りつ いた 作例 で す 。 勢 いあ まっ て 
問 に クリ ー ム が つい て いる お 茶 目 
さも 魅力 の ひと つ で す 。 


< 舌 の 描き 方 2 





通常 時 の 口 を 描 
いて 、 舌 の 位置 
を 把握 し 、 そ こ 
か ら 外 へ 伸ばす 
よう に する こ 、 

うま くく 描け ます 。 





八 ム ッ と 小さ く か じ る 口 も と は 
どこ か 小動物 的 で す 。 弧 を 描く 
上 上唇 を 作画 し まし ょ う 。 
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テー ロ 由 日 ENNRAATTTT SN 


に トー ロロ ポト に EAN SN 
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か わい さ を 意 図 的 に 演出 する アイ テム 


“> ぬい ぐる み 

ぬい ぐる み 自 体 の 愛 ら し さ と 、 そ れ を 抱き 
し め る 女の子 の か わい らし さ が 相 乗 効果 を 
生み 出し ます 。 





ほっ べ ぺ と ぬい ぐる み の 点 つか る 
部 分 は 境界 線 を な くし ます 。 













全身 を 使っ て 抱き し め る 
と 、 ム ギュ ッ と 愛 く る し 
い ポ ボ ポーズ に な り ま す 。 作 
例 は ぬい ぐる み が 太 も も 
に 挟ま れ て いま す 。 


ぬい ぐる み を 両 腕 い っ ぱ 
い に 抱 える 女の子 の 姿 が 
ほほえましい 作例 で す 。 


ぬい ぐる み を 抱え きれ 
Do ず に 腕 か ら は み 出 し て 

いる と ころ が 、 女 の 子 
の 体 の 小さ さ を 表 し て 計 護 欲 を 
か き 立 て ます 。 






〈 八 イソ ックス 〉 







ヒザ の 丸み ・ 華 著 
な 感じ を アピ ー ル 
で きま す 。 


《⑯ 靴 の 脱ぎ 履き 》 

の よう に 靴 を 脱 
寺 履 き し て いる 女の子 に 
は 、 日 常 の 1 コマ 的 な か 
わい さ を 感 じ ま す 。 脚 の 
曲げ 伸ばし や 靴 を さわ る 
手 の 表情 を 工夫 し て 、 よ 
り 魅 力 的 な シー ン を 描き 
まし よう 。 


ム 直人 銀 L2 の 手もと 





〈《( メ ッシュ ソック ス 〉 
布地 が メッ シュ 素材 に 
な っ て いて 、 網 目 の 隙 
間 か ら 素 肌 が の ぞ く の 
が 特徴 で す 。 





(1 


デ 


〈 ソ ックス + の ひ 〉 ) 【 
ソック ス に 装飾 を 

ほど ご す と と で 、 上 

ガー リー・ フ ァ ン 

シー な 印象 に 。 


4 フリ ル の つい た 折り 返し 
ヴ プッ ダス 
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テー ロ 由 日 ETNATTTT SN 


に トー ロロ 症 NN に dE NRT SN 
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SN だ 《© ブー ツ 》 

晴 ンー 寒い 季節 の コー ディ ネー ト で 重宝 され る ブー 
Me ツ は 、 ブ ー ツ 自体 が ゴツ ゴツ し て いる ぷん 、 
徐 わ れ て いな い 部 分 の 脚 を 柔らか く な め ら か 
に 見 せま す 。 丈 が 長い ほど 脚 は 隠れ ます が 、 
あら わ に な る 箇所 の 忠重 さ ご さ ・ あ り が た み は 増 





〈 シ ョ ー ト ブー ツ 〉 

足 笑 まで 覆 わ 
れる の が 特徴 
Ag・ 


ヒザ 近く まで 
みん を 脚 が 隠れ る の 

で 、 そ の 代わ 
り に あえ て 太もも を 見 
せ て いま す 。 






《@ 靴下 いろ いろ 》 
《 ブ ー ツ の 丈 》 〈 ニ ー ハ イソ ックス 〉 
ショ ー ト 太もも の 絶対 領域 (119 
ペー ジ 参 照 ) が 最大 の ポ 
イン ト 。 
ミディ アム 
(スネ の 半ば ) 
ロン グ ao 
| 【( (ヒザ 下 ) 少し の すき 間 か ら 見 え 
る 太もも の 柔らか さ 、 
つや や か が さ に 心 ひ か れ 
ニー ハイ 
(ヒザ 上 ) ます 。 


*% 症 ・ 時 下 に も 、 か わい さ を 盛 り 込 め る 
《⑳ ハイ ヒー ル 》 
ハイ ヒー ル は 脚 の ラ 
イン を 綺麗 に 見 せる 
靴 で す 。 











脚 の 曲線 美 の 
な め ら か が さ が 
さわ 立ち ます 。 


〈 育 面 〉 


4 ヒー ル が 太い 
も の も ある 。 








《@⑳ サン タダ ル 》 

足 の 素肌 率 が 高い た め 、 CPZZ2 

足 の 華 秦 な 部 分 を 存 分 

に アピ ー ル で きま す 。 \ 足 の 一 部 を 見 せる 款 9 

足 指 の 表情 が 見 える の | つま 先 を 見 せ 

も 特徴 で す 。 る 、 オ ー プ ブン 
トウ 。 





か か と を 見 せ 
る 、 バ ックス 
育 面 は 、 か か と と トラ ッ プ 。 
アキ レス 腫 の ライ = 
ン が むき 出し に 。 
足 の 側面 を 見 
せる 、 サ イド 
オー プン 。 
アシ タル スト ドラ ッ プ 
は 足首 を 引き 立た せ 
る ワン ポイ ント に な と ころ ご ころ 定 の 素肌 を 見 せる 
り ま す 。 サ ンダ ル に の が 見 る 人 を ドキ ッ と させ ます 。 


限ら ず 、 パ ンプ ス や 
ピー し 靴 に も O。 








。 ハイ ヒー ル の 形 自 体 が 
曲線 で で き て いる た め 、 
女性 の 曲線 美 を 想起 さ 
せま す 。 
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テー ロボ 日 ・ ビ へ て HoHEERHHTPRNI( 人 とび は の 9 油 


《 コ ツ @⑳ 傾き を 取り 入れ る (くね ら せ る )》 
人 頭 ・ 肩 ・ 腰 を 基準 に し て 傾 か せま す 。 傾 か せる こと で 左 
右 対称 で な く な る (バラ ンス を 崩す た め 、 体 が 均衡 を 保 
< っ < と うと し て 、 動 き 出し そう に 見 える ) +8 字 ライ ン を 作 
る た め 、 女 の 子 らし く 躍 動 感 の ある ポー ズ に 描け ます 。 
また 、 手足 は そろ え ず 、 ば ぱら つか せる よう に し ます 。 


町 / 頭 ・ 肩 ・ 腰 を 傾 か せな い 
] と 、 左 右 対称 で 絵 と し て 
| は お も し ろ み の な い 安 定 
し た ポー ズ に な っ て し ま 
いま す 。 


《 コ ツ ⑯ ひね り を 取り 入れ る (ひね ら せ る )》 

身 ・ 腰 の どら 点 を 基準 に し 、 ひ ね ら せ る と ボー ズ が 左右 対称 で 
な く な る つえ 、 曲 線 が 増え て 柔らか い 印 象 が 強調 べ され ます 。 
また 、 ひ ね る 角度 を どの 程度 に する か で 印象 が 変わ り ま す 。 


この 2 点 
が ひね る 
と き の 基 
準 と な る 





\、 
首 ・ 腰 を 基準 に 
ひび ね ら せ る 


\ い 

傾き を 取り 入れ て , 
ポー ズ が よく な れ 

ば 、 必 ず し も ひね 

り を 加え る 必要 は 

あり ませ ん 。 その 

と きど き で 、 臨 機 

応変 に 選択 し て い 

を まし よう 。 


ひね ら せ る 際 は 、 顔 ・ 体 の 正中 線 を きち ん と 
押さ 入れ て 人 確認 する の が よい で し ょ う 。 
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VE LA CT NA 


* ぶ 作例 メイ キン グー 一 人 体 の 流れ か ら 指 く 


人 体 の 流れ を 意識 し て 
簡略 図 で ポー ズ を 描く 


人 体 の 流れ ( 石 
図 の 矢印 ) を 意 
識 し 、 簡 略図 で 
動 ざ の ある ボー 
スズ を 描き ます 。 
育 骨 の 曲線 に 合 
わせ る イメ ー ジ 
で す 。 





肉 づ け を する 








立体 に し た 人 体 に 肉 
づけ し て いき ます 。 
腰 を ひね っ て いる の 
で 、 正 中 線 が ご どこに 
ある か が 、 注 目 し な が 
ら 描 く ぐ く と よい で し ょ 
つ 。 


胸板 に 乳房 を 
の せる イメ ー 
ジ で 肉 づ け 


2>- 人 体 を 立体 に する 


簡略 図 を も と に 人 
体 を 立体 に し ます 。 
肉 づ け は この 次 の 
段階 で 行う た め 、 

ざっ くり と アタ リ 
を と る 程度 で OK 
で す 。 





/ 衣服 の 描き を 込み 清書 ・ 着 彩 





右 ま わり 


服 を 着せ 、 ま わる 方 向 を 設定 し て 髪 ・ ス 
カー ト を は た めか が せま す 。 髪 は 上 図 の よ 
うに 、 ま わる 方 向 の 矢印 と 同様 に カー ブ 
を 押 き まし た 。 
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VE LA CT NA 


Vd EA NA 


大 本 アク ショ ン に か わい さ を プ ラス し よう ! 


当 画 系 イラ スト は 、 写 真 を 思 実 に 引き 写す も の で は あり ま 
せん 。 基 本 的 な 構造 を より 魅せ る も の に する た め に 、 誇 張 を 
加え 、 現 実 の 延長 線上 の も の を 表現 し て いき ます 。 






* 動き を 魅力 的 に 見 せる コツ 
《 コ ツ ⑨ 動き を 誇張 する 》 

動き を 現実 的 に 考え すぎ ず 、 あ る 程度 誇張 し 
ます 。 実際 に は と り づ らい ポー ズ で も 0K で 
す 。 






脚 を 大 きく 曲げ た り 
着地 する 足 を 伸ばし 
た り 。 


腕 や 育 中 を 大 きく 
反 ら し た り 。 


右 図 の よう に 、 同 じ ボ ー ズ で 
も 動き を 誇張 する ゐる こ 、 よ り い 
さい き と し た ポー ズ に 変え ら 
れ ま す 。 
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Vd EA NA 





】 EK うめ 丸 | 
) 動い て いる ポー ズ 


動い て いる 女の子 の か わい らし さ を 引 き 出 せる 工夫 に つい て 見 て いき ます 。 清 弟 で 少し 恥じ 
ら つ 要素 、 屈 託 の な い 明 る さ 、 女 の 子 独特 の 部 位 や 服 ・ ア イ テ ム 、 そ れ ら を 意識 し て 取り 入れ 
て いき ます 。 









cc 
振り 向く 顔 
Cg (の > 
手首 の 華 閉 な 感じ (し な 3 
や か に 美しい 曲線 で 表現 ) 
CE 者 
A 
ジャ ケッ ト を 脱い だ ブ 
動き と と も に 舞う 品 レザ ー (王道 の か わい 
ング ヘア (髪型) りー 
背中 を 反 ら す (S 3 角 【 は 、 く る っ と 
字 ラ イン を 作る ) 、 
ー ン 
叶 56 ペー ジ 」 P eng 
制服 姿 の 女の子 の イラ 
スト で す 。 元気 で 軽 や 
か な 動き が 魅力 の 作例 
ター ン す る ー 
こ た ) a 
PE に な っ て いま す 
スカ ー ト か ら チ ラッ と の ぞ く 太 まわ っ て 広がる 
も も (コス チュ ー ム の 「 動 き 」 プリ ー ツ スカ ー 
で 素 の か わい さ を 引 き 出 す ) ト (ペー シッ ク 
CE な コス チュ ー ム 
の 絶 力 ) 
my 125 ペー ジ | 
ヒザ 裏 の 華 秦 な 感じ ( ヒ 
ザ の 丸み ・ 華 閉 な さま ) 
ふく ら は ぎの 和 柔 CE 
と ふく ら は ぎの 
脂肪 ) 
C ハイ ソック ス 
(ベーシック 
2 RE つま 先立ち 
の ラー 
ム の 将 力 ) 2 の 3 
my 131 ペー ジ 
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*x Chapter つ で は …… 
Chapter ら で は 、 女 の 子 を 「 よ りか わい く 」 
魅せ る 「 し ぐさ 」 や 「 表 情 ] を 中 心 に 、 ポ イ 
ント を 押さ えま す 。 







テー ロ 由 日 ・ へ へ IoHEECHHR 人 は ごと ざ は 中 9 対 
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ぷぷ ぶ リップ ・ 口 紅 
メイ ク の 中 で も 欠か せな いい リップ ・ 口 紅 は 、 塗 る し ぐさ 
が 女の子 らし く 映 る と と も に 、 唇 を アビ ピー ル で きま す 。 


《 リ ッ プ を 指 で 塗る 》 





| 


唇 を な で る 指先 ・ 手 の 表情 が し 
な や か で あれ ば ある ほど 、 魅 力 
的 な し ぐさ に 見 えま す 。 





薄く 開い た 唇 に 
指 を そえ ます 。 


《 口 紅 を 塗る 》 
商 状 の 口紅 を 親指 + 人 差し 指 ( 十 中 指 ) 
で も た せま す 。 斜 め に な っ た 部 分 を 唇 
に あて る よう に 描き まし ょ う 。 唇 に は つ 
や っ と し た 着 彩 を し ます 。 


“ここ 、 。 4 本書 内 の イラ スト 


> の つや や か な 辱 。 

唇 の 一 番 盛 り 上 が 

4 る 部 分 に ハイ ライ 
> ト を 入れ まし ょ う 。 


《 飲 む @ 飲み 口 の 狭い も の 》 

ビン や ペッ ト ボ トル な どの 飲み 口 が 狭い も 
の か ら 飲む お 際 は 、 上 唇 が 飲み 口 に くっ つき 、 
下 唇 は 飲み 口 の 下部 を 少し 覆い ます 。 





《 ほ っ ぺ が 落ち る ボー スズ 》 


ぷく っ つと ふく らん だ ほっ べ ぺ べ を 押さ え 、 
幸せ そつ うな 表 情 の 女の子 が ほほ えま し 
いい 作例 で す 。 上 類 の ふく ら み を 陰影 で 表 


現し 、 指 の 間 に 燃 を 挟み ます 。 





上 を 向く の 
で 首 が 強調 
され ます 。 


《 す する 》 

麺類 な ど を すす る と き 、 計 は 細く す ば ぼ ま り 縦 
に 開き ます 。 髪 を 耳 に か ける し ぐさ を 合わ せ 
る と 、 さ ら に 魅力 的 な 女の子 を 折 け ます 。 
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テー ロ 由 日 ENNRTTTT SN 


に トー ロボ ERR は SN 








口 で ご 何 か を くわ える し ぐさ は 小動物 的 
で か わい らし い 殆 力 が あり ます 。 
外さ その きぐ 


の 4 の © \ 
み 〆 | 歯 、 ぬ に っ と 
し た 口 の 端 が 
愛らしい ポイ 
ジ シド トド です 。 


《 フ ー フ ー す る 》 
熱い も の に 息 を 吹 
きか ける と 、 口 が 
小さ くす ぼ ま り ま 
す 。 両手 で も つ 手 
の 表情 が 〇 。 





《 飲 む ⑩ コッ プ ) 
上 唇 と 下 辱 で コッ プ の 点 ち を 挟み 込む よ 
うに 描き ます 。 左 の 作例 の よう に 紀 を 少 
し 笑 ら せる と 、 チ ビ チ ビ 少量 ずつ 飲ん で 
いる よう な 印象 を 与え ます 。 
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* 作例 ⑬ メイ キン グー 一 手前 に ある 手 か ら 描 く 


( 婦 服 の アタ リ づ け 





A 下 か ら の 風 

5 kg "を イメ ー ジ 

「L QNO か ンク / 

ング / ee ルル ) し て 服 の フ 

メイ ン に な る 手 と 顔 中 心 に 、 そ れ ッ ン 所 、 の つ タリ を つけ 

に 合わ せ て 全身 を イメ ー ジ し ます 。 ーー を へ ーー 。 て いき ます 。 
(> 膨 と 右腕 の 角度 を 決め る フ 全 体 の 描き 込み 





バラ ンス を 見 て 、 脚 と 右腕 の 角度 


を 決め ます 。 今回 は 右腕 ” 右 脚 を 浮遊 感 左 意識 し て 全体 を 描き 込ん 
曲げ て み ま し た 。 で いき まま す 。 


a の ぐ ヾ 

5 ン 入 れ 奥 側 の 手 の 人 差し 指 ・ 小 
に 表情 を つけ まし た 。 

女の子 の 体 の 曲 ii 

線 を 大 切 に 、 線 

を 引き ます 。 
手前 に 伸ばし て 
いる 手 は 線 を 太 
くし 、 遠 近 感 を 
演出 し ます 。 





151 


Vd ENLACETS NA 


VEALNRATCTTTS NA 
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KC 参 三原 し ら ゆ き 


浮遊 する 複数 人 の ポー スズ 


描き に くい ボー ズ に 「 い い 絵 」 に な る 要素 が 隠さ れ て いま す 。 難し く て 敬遠 され が ちな の で 、 


うま く 描 けれ ば イン バク ト の ある 絵 に な り ま す 。 そ こ に 「 か わい さ 」 を 加え れ は ば 無敵 で す ! 


ハイ ソック ス (ペー 


シッ ク な コス チュ ー な びく ポニ ー 
ム の 絶 力 ) テー ル ( 髪 型 ) 

ee 手 の 表 情 (か わい く ーー 
見 せる 手 の 表 情 ) 











ヒザ の 丸み (ヒザ の 
丸み ・ 華 春 な さま ) 
ジ 












太もも ・ ふ くら は 
ぎ (太もも と ふく 


ら は ぎの 脱 肪 ) ーー 
(部 お 腹 の チ ラ 見 せ ( コ 
スチ ュー ム の [動き 」 
で 素 の か わい さ を 引 @3【8》 は 、 上空 か 
き 出す ) の 
セー ラー 服 (王道 の か ls A Pe 
風 で は た めく ブ プリーツ ス わい い コ スチ ュー ム ) 3 る 女の子 の イラ スト 。 
や は た めく 衣服 や な び 
スチ ュー ム の ra 
く 髪 、 浮 遊 感 が ポイ 


ント と な り ま す 。 


Vd EA NA 


基本 アク ショ ン ⑥⑯ まわ る (ター ン す る ) 


日 常 で よく ある ポー ズ で は あり ませ ん が 、 体 が ね じ れ て バラ ンス を 月 し ます 。 ア ン バ ラ ンス 
で 描き に くい ボー ズ こ そ 、 | 絵 」 と し て 成立 する ポー ズ で す 。 そ し て 、 も う ひ と 工夫 を 加え ま 
に よう s 





女の子 らし い 
し ぐさ ・ 動 作 
と 首 の ひび ひねり 
ラス 1 


アン グル 変更 + ペ 。 デ ガ 
ポ ボーズ 調 整 ! 





アン グル 変更 
や ポー ズ の 調 
整 に よっ て 、 
手 の 表 情 が わ 
か りや すく な 
り ま し た 。 

ター ン し よう と する 

女の子 の ポー ズ を 描 

きま し た 。 ひ ね り の 

ある ポー ズ で す が 、 

アン グル が よく な い 

せい か 、 イ マイ チ か 横 か ら の アン グル に 変更 し 、 右 脚 を 

わい らし さ を 感 じ ら 曲げ た り 右 腕 を 右 後方 へ 伸ばし た り 

れ ま せん 。 


し て -⑰ より 脚 や 腰 の ライ ン が 強調 
され る ポー ズ に 調整 し ます 。 
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左腕 を 上 げ て た こと 
で 見 える 、 左 手 の ひ 
ら の ふく ら み が ポイ 
ント に な り ま す 。 


右 脚 を さら に 曲げ 、 太 
も も と ふく ら は ぎ を 密 
朝 ご せ て 、 季 ら か が か な 脂 
肪 を 表現 し ます 。 


- の ポー ズ を より か わ /// Re 
いく する た め に 、 左腕 | 

右 脚 を 少し 上 げ 、 首 を ひ 
ね り ま す 。 こ ちら を 振り 
向く ボーズ で か わい さ を 


演出 し まし た 。 くる ぶし の 線 を 
入れ る と 、 足 首 2 
つま の 
こと が で きま す 。 
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VV dE ARC NSA 


Vd EA NA 
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基本 アク ショ ン ⑨ 歩く 


も ちろ ん 、 一般 的 な 基本 アタ ション を 描く 
り ま す 。 






女の子 らし い 
し ぐさ ・ 動 作 
を プラ ス ! 


工夫 を せ ず 、 た だ 歩く 女の子 を 
押 きま し た 。 か わい さや 躍動 感 
は まだ あま り 感 じ ま せ ん 。 


腕 ・ 手 に 力 が 


と き に も 、 ひ と 工夫 する こと で 絵 が ガラ ッ と 変わ 


この ボー ズ に 
傾き ・ ひ ね り 
を プラ ス ! 





や 腕 の 流れ を 
、 な だ ら か に 


女の子 らし いし ぐさ ・ 動 き を 加 
えて ポー ズ を 修正 し て みる と 、 

か より は か わい く な り ま し た 。 
た だ 、 躍 動 感 が まだ 足り ませ ん 。 


が かわ いさ を 減少 させ て いる 左 の 点 
を 、 以 下 の よ うに 修正 し まし た 。 
る 歩幅 を 狭く 

る 動き に よっ て 舞う スカ ー ト 
る 腕 ・ 手 の 力 を 抜き 、 柔 ら か く 










ひね り 


手 の 表 情 、 応 


腰 は あま り ひ ね 
ら ず 、 左 肩 を 少 
し 後ろ へ 引く こ 
と で 体 全体 を ひ 
ね っ て いま す 。 





3 点 を 基 
準 に 傾け 
ます 。 





くら は ぎの 柔  《 歩 く ポ ー ズ ・ 前 か ら の 場合 》 
ら か さ ご な ど ご を 


表現 し ます 。 





sr 


本 来 は この 体 | 

勢 だ と つま 先 / 

が 地面 に つき / 

ます が 、 お あえ 正中 線 を まっ す 
て か か と を つ ぐに し な いよ う 、 
け て 軽やか な co 意識 し て ひね ら 
ボー 刀 に 。 せま す 。 





②> に 動き を 魅力 的 に 見 せる 工夫 を 加 
えま す 。 ま た 、 さ ら に 女の子 を か わい 
く 魅 せる た め に アン グル を 変え て 、 こ 
ちら を 振り 向く シチュ エー ショ ン に 。 
最初 の ポー ズ よ り 格 段 に 、 か わい い ア 
クシ ョ ン に な り ま し た 。 





ひね り 


傾き を 取り 入れ る 
の も 忘れ ず に 。 
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mVNoHEE( 人 HP 人 と ざ び は 中 8 種 





ここ で は 、「 複数 人 の か 
わい さ 満 載 ア クシ ョ ン 」 
と し て 、 女 の 子 ど う し の 
か わい いい 動作 ・ ポ ボー ズ も 
紹介 し ます 。 


*: Chapter 4 で は …… 


[ 静 ] の 中 の 構造 と し ぐさ を 見 て きま 
し た が 、Chapter4 で は 「 動 」 の 中 
に ある 女の子 の が わい ざさ を 見 つけ て い 
きま す 。 





13 


VE AA TTT NA 
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複数 人 の か わい さ 滴 載 ア クシ ョ ン (絡み ボー スズ ス ) 


** 所 つく 











《 正 面 か ら 抱 きつ く 》 
勢い よく 抱き つい て くる 
女の子 を 、 も う 片 方 の 女 
の 子 が 全身 で 受け 止め る 
構図 で す 。 


相手 の 髪 も 一 緒 に 抱き 
し め て いる た め 、 受 の 


下 か ら 髪 が 出 ま す 。 


倒れ そう な 体 を 
支え る た め 後 ろ 
へ 踏み 出す 


《 育 後 か ら 把 きつ く 》 

響い か 点 さ る よう に 背後 か ら 腕 を 
まわ し ます 。 抱き ぎ きつ く ポ ボー ズ は 基 
本 的 に 腕 で 輪 を 作る イメ ー ジ で 描 
寺 ま し じ よ う 。 





つん の め る 


** 有 中 側 か ら 洲 下 


育 中 側 か ら の 落下 ポー 
ズ も 、 お 腹 側 と 同様 に 
ひし 形 に 寄せ て バラ ン 


ス を と り ま す 。 


押さ えた 部 
分 を 支点 に 
花びら の よ 
うに 広がり 
ます 。 


奥 へ 伸ばす 


スカ ー ト が 完全 に めく れ 上 が 
る の で 、 押 さえ る し ぐさ で 女 
の 子 ら し さ を 加 えま し た 。 










手前 へ 伸ばす 


頭 か ら た だ 垂直 に 落ち て いく 
の で は な く 、 手 を 伸ばし た り 
脚 を 奥 へ 投げ 出し た りす る の 
が ポイ ント で す 。 
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Vd ENLACETS NA 


VE NRT NA 
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「 絵 に な る 」 応用 アク ショ ン 9 後方 上 軸 返 り 的 ボー ス 


くる っ と 華 敗 に 回 転 する 浮遊 感 が 、 絵 と し て 魅力 的 な ポー ズ で す 。 無 重力 状態 に な っ て し 
まっ て も 構わ な い の で 、 現 実 的 で ある こと より も 絵 と し て の 魅力 を 優先 し まし ょ 3 う 。 







(コツ @ 脚 を くっ つけ な い ・ そ ろ えな い 》 = 
脚 の 間 は 適度 に 空け ます 。 また 、 脚 を " 
そろ え ず に 少し 上 下 し て ば ら つ か せる 


ば ら つ か 
と 、 ポ ー ズ に 動き が 出 ま す 。 せる 
/ 
[ 
し 間 を 空け る 
ゞ \ 
パ 
脚 の 間 を 狭く 
し 、 両 足 を そ 
ろ え て し まっ 
た N G 例 。 ks 





し な や か な ラ 
イン で 描き ま 


《 コ ツ 0 体 の 反り 》 

頭 の 先 か ら 足 先 ま で が 半 円 
以上 、 正 円 未満 に な る くら 
い 体 を 反らせ ます 。 こ の 曲 
線 が 女の子 の 曲線 美 を 引き 
立て で ます 。 






ノ 現実 的 で は あ 
/ る が 、 体 の 反 
/ り が 足り な い 

と 北 力 的 に な 
ら な い 。 





《 コ ツ 体 の 表裏 を 見 せる )》 
体 の 片面 し か 見 えな い 角 
度 だ と 体 の 表裏 (前 面 ・ 
育 面 ) が 見 え ず 、 こ の 
ボ ポーズ の 面白 さ を 活 か せ 
ませ ん 。 ま た 、 片 面 し か 
見 えな いき 体 の 反り が 定 
り ま せん 。 表 裏 が 見 える 
アン グル ・ 体 の 反り 方 を 
意識 し て 畠 き まし ょ よう 。 






表裏 を 見 せる 
こと で 立体 感 
も 出 ま す 。 


ーー 一 一 


育 面 


ON 








胡 も 育 中 と 同じ よう に 円 
状 に な び か せる と 、 体 の 
流れ を 助長 し ます 。 





側面 が 見 える 
正中 線 、 ン ター 


4 
ソバ 


(N い 


\ 


体 の 前 面 と 育 面 の 境 に 注意 し ま 
す 。 人体 は 平面 で は な ぐ く 立体 な の 
で 、 側 面 が 見 えま す 。 ま た 、 正 中 
線 を 引い て 確認 する の も オス ス メ 
で す 。 
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Vd ENLACETS NA 


VE NRT NA 
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* お 用 側 か ら 洲 下 


る 、 顔 ・ 両 腕 を メイ ン に 今 
マリ A 感 ・ 
07/ et (開放 感 ・ 風 を 表現 さ 







ひし 形 


ンス が よく NS ーーーーーー ーー ラー デーー ご 人 
な り ま す 。 


ひし 形 に 寄 \ 


一 番手 前 に くる 顔 と 、 下 か ら 風 を 受け 

て いる 両 腕 が メイ ン に 、 バ ラン ス を 見 開放 感 を 演出 する た め 手 の 指 を 開き 、 

て 下半身 の ポー ズ を 決め ます 。 蜂 ・ ス カー ト を な び ば かせ て 風 を 表現 し 
ます 。 


信組 部 の は た めき を 描き 込み 、 
清書 ・ 仕 上 げ 


ーー ー 


スカ ー ト だ け で な く 袖 や え 
り 、 胸 あて な どの 細か い 部 
分 も は た めか せま し た 。 手 
の ひら を な 奥 へ 、 脚 を 前 後 へ 
の 4% Us 薬指 だ け を 曲げ 、 中 開 脚 させ る こと で 、 こ ちら 
に ペペ 指 の 後ろ に 隠し て 表 へ 迫っ て くる よう な 演出 を 


情 を つけ ます 。 し て いま す 。 


《 コ ツ ⑲ 重力 と 風 の 表 現 》 

重力 に 引っ ぱら れ て 下 へ 落ち て 
いき ます 。 そ れ に 逆らう よう に 、 
手足 や 髪 は 上 が り ま す 。 右 図 の 
よう に 軽い 手足 は 上 へ 投げ 出さ 
れ 、 髪 は すべ て 上 が り ま す が 、 

これ で は リア リティ ー が あり す 
ぎ て 「 か わい さ 」 は うま く 表 現 


で き て いま せん 。 





そこ で 、 重 力 ・ 風 の 表現 を 少し 
抑え て み ま し た 。 適度 に 表現 す 
る こと で 、 優 後 で 絵 に な る ポー 
ズ に な り ま す 。 











本 来 な ら 髪 は 上 図 の よう に 
上 が り ま す が 、 半 分 ほど ご に 
抑え て 描写 し ます 。 


衣服 の は た めき も 少し 抑 
え め に 、 あ くま で 繧 に な 
る 範囲 に お さめ ます 。 
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Va EA CST NA 


Vd EA NA 
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「 絵 に な る 」 応用 アク ショ ン ⑩ 沙 下 する 


普段 は 見 られ な いよ うな 角度 に な る た め 描 く の は 難し いで す が 、 お も に 2 つの コツ を 押さ え 
se 総 に な る ポー ズ に し ま し ま う 。 


* ぶ 沙 下 ポー ズ を 摺 く コツ 
《 コ ツ 0 手足 の 扱い に 注意 》 
手足 は 投げ 出し 気味 に 描き ま 
す 。 あ まり 力 を 入れ ず 、 軽 く 
曲げ た り 伸 ば し た りす る 程度 
が 理想 で す 。 ま た 、 手 足 は ピ 
シッ と そろ える と 開放 感 ・ 浮 
遊 感 が 出 な いた め 、 ば ら つ か 
せる こと を 意識 し ます 。 















ピン と は 伸ばさ すず 、 風 
を 受け て いる 感じ を 出 
し ます 。 


両脚 を 同じ 方 向 に 
は 向け ず 、 別 々 の 
方 向 に 向け る の が 


ee Good で す 。 4 〆/ 





まっ すぐ に 伸ばし 
た り ギ ュ ッ と 曲げ 


だ た り そ ろ だ た りす 
| に 7 | る と 、 開 放 感 が 出 
いい | ! | / ませ A。 





Vd EA NA 
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大 本 アク ショ ン 9 走る 


走る ポー ズ も 、 歩 く ポ ー ズ と 同様 に 工夫 し て いき ます 。 す べ て は 「 ど うし た ら も っ と か わい 


く 描 ける の か 」 を 追求 し つづ け て 、 細 か い 発 想 を 積み 重ね て いく こと が 大 切 で す 。 


TE 
/// 
i 


IM 








女の子 らし い 
し ぐさ ・ 動 作 Pe 
ズラ ス に 傾き を プ 
ーッ 電 
ヒザ を 内 側 
へ 寄せ 、 内 
股 気味 に し 
ます 。 
走る ポー ズ を 描い 
て み ま す 。 体 の ラ 
イン は 女性 的 で す 
が 、 ポ ボ ポーズ ・ 動 き 
は 女の子 の が わい 
さ を 表 現 で き て い 片手 を 上 げ 、 こ ちら へ 走っ て く 
ませ ん 。 る イベ メー ジジ で 。 女の子 らし いし 


ぐさ ・ 動 き を 加え まし た 。 ま た 、 
左 図 の 問題 点 を の ⑳ か ら ②② で 
修正 し 、 少 し だ け か わい さか が 出 
て きま し た 。 





手 を 軽く 開き 、 


表情 を つけ て 
か わい らし く 


し ます 。 


両 ヒ ザ を 内 
側 へ 寄せ 、 

太もも の 薬 
ら が か さも 表 
現し まし た 。 


つま 先 へ 体重 を 
か ける イメ ー ジ 








指 を 少し 反 ら 
す の が ポイ ン 
ト で す 。 


下図 の よう に 傾き を 追加 
し 、 さ ら に 女の子 らし い 
し ぐさ ・ 動 作 を 加え まし 
た 。 走る ポー ズ を か わい 
くす る に は 、- 彰 の よう 
な 「 本 気 走 り 感 」 を 軽減 
させ る こと が 大 切 で す 。 


腕 ・ 脚 を 上 げた こ 
と で 肩 ・ 腰 が 傾き 
ます 。 
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基本 アク ショ ン ⑯ 転 ふ ・ ジ ャ ンプ する 


足 を 浮か せる ポー ズ は 明る く 楽 し げ な 印象 を 与え る 、 か わい い ア クシ ョ ン ポ ー ズ で す 。 体 を 
まっ すぐ 一 直線 に 描く の で は な く 、 脚 や 腕 を 曲げ て か わい さ を 演 出し ます 。 









《 転 ぶ 》) /24 必死 感 が 出 や すい 
ん 0 eZ 転ぶ ポー ズ で も 、 
AIN 手首 を か えす ・ 内 
NU 股 気 味 に する な どの 工夫 で 
> より か わい く 上 魅せ ます 2。 
_ 和 = 





プ い ) 


| ! ) ! 
前 に 出 よ う N > 
と する ーー 


転 い ポーズ は お っ ちょ 
こち ょ い ・ お 茶 目 な 印 
象 を 与え ます 。 体 が 倒 
れ な いよ うに 、 つ まず 
いた 脚 と は 逆 の 右 脚 が 
前 に 出 よ つと し ます 。 


《 振 り 向 き ジ ャ ンプ 》 
ジャ ンプ に 振り 向き を 
組み 合わ せる こと で か 
わい さ が ア ッ プ し ます 。 
は じ け る よう な 元気 さ 
が 特徴 の ポー ズ で す 。 


*x Chapter 3 で は …… 


Chapter3 で は 、 女 の 子 の か わ 
いさ を より 引き 出す 「 ア イ テ ム ・ 
コス テューバ ム | 磁 改 つ だ デジ ニ ーッ 
ク を 解説 し ます 。 









《 ア オリ 気味 ジャ ンプ 》 

ジャ ンプ ポー ズ を アオ リ 気 味 
の 構図 で 描く と 、 跳 ん だ 瞬間 
の 雰囲気 ・ 臨 場 感 が 出 ま す 。 






《 前 方 へ ジャ ンプ 》 


へ 
47/ IM AN 
い 
> NN 人 で 


I 


右腕 を 顔 に 寄せ 、 
左腕 は 少し 体 か 
ら 離 し 、 左 右 非 
対称 に する の が 
ポイ ント 。 


両脚 を か な り 曲 げ て 
ジャ ンプ する 作例 で 
す 。 それだけ 力 が 入 
る た め 、 エ ネル ギ ッ 
シュ な ボー ズ に な り 
ます 。 


前 万 へ と 跳ん で いる た 
め 、 上 へ 跳ぶ が の と は 違 
い 、 前 か ら 風 を 受け て 
圧 や 衣服 は 後ろ に な び 
さま す 。 


147 


Vd ENLACETS NA 


お か や 
岡谷 
@okaya_mrh 
女の子 を 描く こと が 
大 好き な の で 、 楽 し 
く 押 か が か せ て いた だ き さ 
まし た ! 





@umemaruU0 ら 


うめ 丸 と 申し ます 。 女 の 
子 は し ぐさ の 一 つ ひ と つが か わい らし い の で 、 
指 の 先 足 の 先 ま で か わい らし く 描 けた らい い 
な と 思っ て ます 。 少し で も お 役に立て まし た 





ら 嬉 し いで す ! 


@kuro_ work 

長い こと ゲー ム 会 社 で グ 
ラフ ィ ッ カー を し で いま し た 、。 現 在 プ リー。 
普段 は SNS な ど で 女 の 子 の 絵 を 描い て いま 
す 。 モノクロ は 久 し 上 応 り な の で 緊張 し まし た 。 





スラ ョ イム ……… 紀 AN 
@oTgjHkMpJpTIfVO で 


この 度 は 、 こ の よう な 買 

重 な 機 会 を いた だ き 誠 に 感謝 し て お り ま す 。 
私 が 揺 い た 繧 が 、 皆 様 の 創作 活動 の 手助け に 
な れ ば 幸い で す 。 
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@attyuntyungd15 


細部 まで こだわ り 、 目 分 

の 思う 魅力 的 な 女の子 を と こと ん 追究 し まし 
た 。 少 し バラ ンス を 変え た だ け で も 印象 が 変 
わる の で 、 改 め て か わい く 魅 力 的 な 女の子 を 
押 く 難し さと 楽し さ を 実 感 し まし た …… | 








@sgeb 1 


https://Sugiecho.tumblr.Com/ 2 


押さ な が ら も 勉強 させ て いた だ きま し た 。 
| 目 分 の 好き な 女の子 を 描く ]」 た め の お 手 伝 
い が で き て いま し た ら 幸 いで す 。 


し も つき し お 


緒 月 泡 ……… の et… 
@monochrome_shio 


https://WWW.DIXIV.net/ 
uSerS//014 ら 5 


か わい く な る よう に 頑張 っ て 描き まし た ! 
表情 な ど 改 め て 見 つめ 直す 機会 に な り ま し 
た ! と て も 楽し か つた だ です 。 





@xkirara39x 
可愛 い は 正義 。 





VE NRT NA 
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《 後 ろか ら 》 

お ん ぶさ れ て だ らん と 垂れ 
る 足 の 無防備 さ 、 お 尻 の 丸 
み が ポ イン ト で す 。 


** 育 中 合わ せ 

信頼 で きる 相手 に 背中 を 預け る 背中 合わ せ 
ポー ズ は 、 勢 い を つけ る 十 片 方 が 体重 を か 
ける と 、 元 気 で か わい らし く な り ま す 。 





背中 に 体重 を 
か けら れ 、 前 
屈 姿 勢 に な り 
ます 。 














腕 を 絡ま せる こと で より か わ 
いい ポー ズ に な っ て いま す 。 
ヒジ 裏 同士 が 組み 合わ さる よ 
うに 腕 を 描き まし ょ う 。 


< 八 イ タッ チ 

腕 を 上 げ て お 互い の 手 を タッ チ す る 
姿 は 、 喜 ば し いい シチュエーション に 
びっ た り で す 。 女の子 の 手 同 士 が き 
ちん と ぶつ か る 高 さ で 描く よう 、 気 
な つけ まし まう づ う s 


ハイ タッ チ し な い ほ う 
の 腕 を キュ ッ と 曲げ 、 
か わい くす る の も OO。 





* ぶ ダンス 
手 を 取り 合っ て ステ ッ プ を 踏 
む お 女の子 ら 人 の 作例 で す 。 肩 
や 腰 に まわ し た 手 の 表 情 、 見 
つめ 合 つ 目線 、 三 づつ 編み が ほ 
どけ る 様子 を 描い て お り 、 ロ 
マン ティ ッ ク な 雰囲気 が 出 て 
いま す 。 





) 


ご 
< 


に 


あえ て ボー イッ シュ な 
女の子 と ガー リー な 女 


の 子 を 組み 合わ せる の 
こい が Good ! 
Do ⑩ の よう に 、 現実 に | 
で り づら い ポ ボ ポーズ が Yr 
動き を 出し て いま す 。 W 
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《 横 か ら 抱き つく 》 

ある 程度 勢い を つけ て 抱き つか れる 
と バラ ンス を 崩し て し まい ます 。 抱 
つか れる ほう は 重心 を 後ろ へ 移し 
て 、 脚 を ふん ば る よう に 描く の が ポ 
イン ト で す 。 












46 抱き つか れる 側 の 女 の 
ク c み Z 子 の 表情 を 工夫 する と 、 


女の子 同士 の 関係 性 を 
うま く 表 現 で きま す 。 


A 


En 
NN 
he 
ご 
SS、、 ) し \ M 
- / | | | 


»* お ん 

相手 に 身 を 預け る 、 ほ ほえ まし い ポ ー ズ で 
す 。 背 負わ れる 女の子 は 体重 を か け て いる 
た め 、 の し か か る 体勢 に な り ま す 。 


腕 を 曲げ て 、 
輸 を 作り 、 | 
し っ か り 抱 \ 』 
えま す 。 | 


委 ら か な 太 も 
も が 密着 し て 
押し つが され 
) まひ :。 on 
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すず が える 宗 ………・ 


@suzugaeru nin 


女の子 を 楽し く 描か せ て 

いた だ さき まし た ! 

や っ ぱり か が かわ いい) 女の子 を 描く の は 楽し いで 
す 。 少し で も 参考 に な れ ば 幸い で す 。 





@/ 4 nanashi 

ポー ズ や し ぐさ 、 装 飾 な 
ど 、 女 の 子 の が わい らし い 部 分 を 考え る の が 
楽し か っ た で す 。 少し で も 参考 に な れ ば 幸い 
KG 者 > 





ひび ろ る ええ 


HISokesSteseses 
@Ta_Bridge 

この 度 は た くさ ん の 女 の 
子 の 絵 を 描か が かせ て いた だ きま し て 、 誠 に あり 
が と う ご ざ いま し た 。 と て も 勉強 に な り 、 楽 
し か っ た で す 。 





三 哲 しら ゆき 
@kntm_sryk 
女の子 を た くさ ん 描か せ 
て いた だ け て 楽し か っ た で す ! 少し で も 皆 
さま の 「 よ りか わい い 」 女の子 を 描く お 役 に 
立て る と 幸い で す 。 あ り が と う ご ざ いま し 
7 』 





@mob55ilst 

今回 は この よう な 書籍 に 
関わ や ら せ て いた だ く こ と が 出来 て と て も 嬉し 
いで す 。 繧 を 始め て 間 も な い 人 も 見 て いる か 
と 思い ます の で 、 和 是非 この 本 で か わい い 女 の 
子 を 描く 練習 を し て いた だ けた ら と 思い ます 





@motoya40 1 


いろ いろ な タイ プ の 女 の 
子 を 描か せ て いた だ け て と て も 楽し か っ た で 
す ! 普段 は 制服 ば か り 描 いて いる ん で すけ 
ど 、 さ ま ざ ま な 服 を 描か せ て いた だ け て 、 こ 
うい う 服 も いい な 一 と 気づか せ て も ら え まし 
た 





ぼぼ 。 まま 届 まま 


DIyODOYO…… 
@piyopoyo8 
今回 より か わい い 女 の 子 
の 描き 方 と いう 、 か わい いい 女の子 を 描く た め 
の 本 に 参加 させ て いた だ けた こと を 光栄 に 思 
いま す 。 目 分 な り の か わい い を 詰め 込ん だ の 
で よろ し く お 願 いい た し ます ! 





@ Rin9 / @VvHing 


普段 、 女 の 子 を いか に か 
わい く 魅 せる か を 常に 意識 し て 描い て いる の 
で 、 今 回 まさ に それ を 主題 と し た 本 に 寄稿 さ 
せ て ポ 六 大 壇 大 人 二 也 ま り 壮 万 ぐ 思い ます 。 
参考 に な れ ば 幸い で す 。 





rtO は ・ 肖 IEE 人 HHNI( キ と び は の 8 竹 
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第 一 印象 は | 顔 」 で 決ま る ! 


現実 で も 人 物 の 第 一 印象 が 顔 で 決ま る よう に 、 絵 と し て キャ ラク ター を 捕 く と き で も 顔 に よ 
る 印象 が か な り の 比重 を し め ま す 。 顔 の 輪郭 線 が 1 ミリ ずれ る だ け で 、 人 相 は 大 きく 変わ り ま 
す 。 よ りか わい い 女 の 子 を 拉 く た め に も 、 ま すず は 頭 部 中 心 に 基礎 を マス ター し て いき まし ょ う 。 


* ぶ | より か わい い 顔 」 っ て どん な 顔 ? 
《 よ りか わい い 顔 の 比率 





前 異 の は え ぎ わか ら ア ゴ コ 先 ま 


前 髪 の は え ぎ わ で の 距離 を 、6 等 分 し ます 。 
(お で この 始ま り ) 


・ 下 か がら 約 3 分 の 1 
・ 下 か ら 約 6 分 の 1 
: 目頭 は 約 ら 分 の 1 、 下 ま 
ぶた は 上 鼻 よ り 上 
・ 上 か ら 約 3 分 の 1 
: 上 部 は 眉 と 目頭 の 間 、 耳 
た 点 は 鼻 と ほぼ 同じ 位置 


四 口 指 


N|ー 


田 不 


ュー ルン ま 由 。 CD 
横幅 = 縦 幅 の 約 3 分 の 2 


[比率 で お ちい りや すい 間違い ] 
眉 が 上 すぎ る 





(画図) = NG} - 


a hs uo ーーー ト ゴ 前 髪 の は え ぎ わ 
! | ) (お ぉ お で この 始ま り ) 







耳 が 下 を (A 
すぎ る 


る 4A 目 ・ 鼻 ・ 口 が 全体 的 に 下がっ 
て いる た め 、 幼 い 顔 に な る 。 


[横顔 で お ちい りや すい 間違い ] 


弄 
N|— 





- 目 が 正面 図 に 
キ も な っ て いる 
2 
頭 部 の 奥行 き ( 鼻 の 頭 か ら 後頭 部 まで の mona 
距離 ) を 4 等 分 し た と き 、 耳 は 分 の ] 耳 の 穴 が 見 えな い 


の 位置 より も 後ろ に 提 き ます 。 


顔 の 比率 は OK で も 、 
お も な 顔 の バー ツン 目 
体 を か わい く 表 現 で 
き な い と 、 イ マイ チ 
な 顔 に …… 














詳 お も な パー ツ の 
ポイ ント を ふま え 、 
「 よ りか わい い 」 顔 
を 所 こう 


の | 一 


*“* 顧 ( 頭 部 ) の お も な バー ツ 9 目 ・ 眉 


《 目 を より か わい く 描 く 基 本 の ボイン ト 》 


顔 の バー ツ の 中 で も 特に 目 は 
好み や 個性 が 出る 部 分 で す が 、 
ベー ス と な る ポイ ント は 次 の 
人 4 つ で す 。 


⑩ 障 に 入れ る ハイ ライ ト を 、 
大 きめ に する 。 

9 日 目 の 割 合 を 低く 、 索 目 
( 瞳 ) の 割合 を 高く する 。 
@9 眼球 の 立体 感 を 陰影 で 表 

現す る 。 
@ 目 の フ チ ど り 部 分 は 太め 、 
まつ 毛 は ハッ キリ 。 


上 まつ 毛 二 目 、 7 1 


尻 二 下 まつ 毛 a 


= 


上 まつ 毛 一 下 
まつ 毛 連結 





目 の フ チ ご どり を どこ まで と る 
か も 、 個 性 の 出る 部 分 で す 。 
フチ どり 男 囲 が 大 きい ほど 、 
目 の イ ン バ パク ト は 上 が り ま す 。 









ハイ ライ ト が 小さ い 






y く 


a フチ どり 
が 高い が 細い 


es 









1 


目 は 「 眼 球 を 穴 
_ か ら の ぞ か せ て 
の ぞ < いる 」 状態 で す 。 
部 分 球 の つも り で 和 陰 

影 を つけ る と 、 

立体 感 が 出 ます 。 


《 さ まさ まな 目 》 


っ 


Cm 


< - 
2 a a 


さま ざま な 色 で 光 を 目 の フ チ を ぼや けさ 
入れ 、 つ や つや させ せ 、 目 を うつ る ませ る 
た 目 で す 。 ゴ メー ジ 。 








\ 


光 稼 を 光 の よう に 薄 瞳孔 と カゲ を 一 体 に 
い 色 で 人 れる と 、 目 し て 、 有 柔らか な 印象 


が キラ キラ し ます 。 を 与え ます 。 


・ 句 針 甘 財 池 RI こさ びさ は SN4 


rt は 


・ 適 oHEE(H ビ NRNI( キ と び は の 届 8 衝 


rt は 
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《 眉 を より か わい く 描 く 基 本 の ボイン ト 》 
眉 頭 (眉間 に 近い ほう ) か ら 正 亡 
に か け て 細く し ます 。 た だ の 線 で 
は 味気 な い 眉 に な る の で 、 太 さ の 
強弱 を 意識 。 


ーー ーーーー デ ビィ 
Me 眉 を し か め る 


OK 





4- 


** 顧 ( 頭 部 ) の お も な バー ツ ⑲ 描 





鼻 は あま り 詳 
細 に 描か な い / ん 
の が ポイ ント 。 be \ 
ot 点 十 鼻 の 片側 鼻 の 縦 ス ジ 鼻 の 縦 ス ジ + 小 鼻 
ば 描く ほど 、 
か が かわ いさ から 
遠ざかっ て し A NG} | 時 
まい ます 。 Pa 4 
es 
も う 少 し 省略 し 、 描き 込む ほど 、 
より か わい く ! か わい さ は 減少 。 


** 顧 ( 頭 部 ) の お も な バハ バーツ 9 口 


《 口 を 閉じ る 》 


目 を 大 きく 開け る と 、 そ の 
ぷん 眉 は 上 が り ま す 。 


カゲ が で きる 


鼻 は 点 で も よい で す が 、 
[上 鼻 の 頂点 ] で ある こと 
を 忘れ ず に 陰影 を 入れ て 
立体 感 を 出す と 「 よ りか 
わい く 」 な り ま す ! 


《 品 を 開く 》 口 は 一 見 簡単 に 思え ます が 、 工 夫 す る と 
上 震 格段 に 上 魅力 が アッ プ す る パー ツ で す 。 次 
+ の 3 つの ポイ ント を 押さ えて 描き ます 。 


TE ロロ の 中 央 は 細く or 切る 


⑩ 線 の 強弱 を つけ る 。 
⑳ 歯 を 適度 に 省略 する 。 
9 開閉 する 口 の 形 を デフ ォ ル メ す る 。 





人 
NN 9 
唇 の 形 を 線 に 表し た 上 段 は 舌 の 部 分 と ロ ke 
上 段 は 柔らか い 印 象 。 内 の 色 を 塗り 分 け て ly ププ 
下段 は シン プル な 線 いま す 。 歯 は 少し 見 ーー 
の 強弱 だ け で 表現 し える くら い が Good。 RR 29 に 栓 望 が な く 、 
て いま す 。 G な 例 。 魅力 の な い 口 。 


“さまざま な タイ ブ の 顔 
さま ざま な タイ プ の 目 ・ 庄 ・ 鼻 ・ 口 を 組み 
合わ せ て 、 自 分 好み の 「 よ りか わい い 」 女 


の 子 キ ャ ラ を 作り まし よ ょ う 。 


《 ツ リ 目 キツ ン と し た 人 鼻 填 八重 歯 ) 





ツン デレ ・ 気 が 
強い 女の子 と い 
う 印 象 を 与え ま 
す 。 八重 歯 は 猫 
な どの 、 動 物 イ 
メー ジ の キャ ラ 
に も 使え ます 。 


《 伏 せ 目 十 鼻 スジ 十 下 唇 アリ 》 


目 を 伏せ る と 上 
まつ 毛 の 長 さ を 
強調 で き 、 女 の 
子 ら し い 目 に 。 
鼻 ス ジ を つけ る 
填 下 唇 の 線 で 、 
お と な し そう な 
女の子 キャ ラ に 
な り ま し た 。 


* ぶ * 顧 ( 頭 部 ) の お も な バー ツ ⑩ 且 





耳 も 鼻 と 同じ で 、 描 さき 込み すぎ る 


の は NG。 以 下 の 必須 バー 
は 適度 に 首 略 し ます 。 


び 朋 た ぶ 


の 攻 輪 ( 廿 の ふち の 部 分 ) 
@ 耳 珠 ( 顔 側 に ある 出 っ ぱ り ) 


2 NO る 


NT ' 


が 


《 下 が り 眉 十 た れ 目 士 あひる 口 》 





お っ と り し た 
女の子 の 顔 立 
ち で す 。 唐 尻 
を 下げ る ( 下 
が り 眉 ) こと 
で 、 優 し い イ 
メー ジ に 。 


《 ま ろ 眉 十 丸 い 目 十 下 まつ 毛 アリ 》 


まろ 眉 は 人 で は 
な い 女 の 子 キ ャ 
ラフ に ピッ タリ の 
眉毛 。 目 の フチ 
どり を 下 ま ぶた 
に 届く ほど 伸 ば 
すこ と で 、 目 が 
くっ きり & 大 き 
く 見 えま す 。 


耳たぶ 








下 ま つ 毛 は 、 ま つ 
毛 が 多 く な る ぶん 
女の子 らし く 、 目 
が 大 きく 見 える の 
が 絶 力 で す 。 


・ 句 針 甘 財 池 RI こさ びさ は SN4 


rt は 


rt は 載 村 氏 ENN は SN 
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CZEPZZ2 


描き 込み すぎ る と 

か わい さ が 減 少し 

ます が 、 反 対 に デ い 
フォ ル メ し すぎ る 

と ミニ キャ ラ の 耳 

に 。 本書 で 扱う 、5 頭 身 の 女 の 
子 キ ャ ヤラ に は 不向き で す 。 


ー- 






4 る 4 本書 内 の イラ 
スト の 耳 。 描 
く 人 が 違え ば 、 
デフ ォ ル メ の 
仕方 も る これ だ 
け 違 う 。 


* ぶ いろ いろ な アン グル か ら 見 て みよ う 





《 終 め 前 》 





終 め の アン グル だ と 顔 に 立体 感 が 
出る うえ 、 ま つ 毛 の 長 さ や 上 ま 点 
た の 溝 の 凹 凸 が 強調 され 、 よ り 印 
家 的 な 目 に な り ま す 。 


ら 0 ペー ジ の 「 よ りか わい い 顔 」 を ベー ス に し た 頭 部 
を 、 い ろ い ろ な アン グル で 見 て いき ます 。 工夫 で きる 
| か わい い ポ イン ト 」 は その アン グル に よっ て さま ざ 
まで す が 、 顔 の 比率 や バー ツ の 位置 自体 が 変わ る こと 
は あり ませ ん 。 





《 終 め 後ろ 》 


が 





ka 絆 め 向き の 場合 、 

小さ すぎ る 目 の 大 き さ の バ 
ラン ス に 注意 し 
ます 。 


《 フ カン 》 

フカ ン は 対象 を 上 か ら 見 る アン グル で す 。 頭 部 を フカ 
ン で 見 る と 頭頂 部 は 大 きく 、 ア ゴ 先 に いく に つれ 小さ 
く な る の が 特徴 で す 。 耳 は 上 の ほう に 見 え 、 首 は 頭 部 
に 隠れ て ほとん ど 見 えな く な り ま す 。 


上 か ら 見 下ろ す 
く . アン グル (見 え 方 〉 
視点 





フカ ン は 女 の 
子 と の 身長 差 
や 、 上 目 づ か 
いと いっ た か 
わい さ を 引 き 
出す こと が で 
さま す 。 





《 ア オリ 》 

アオ リ は フカ ン と は 逆 で 、 対 象 を 下 か ら 見 る 
アン グル 。 頭頂 部 は 見 えな い 代 わり に アコ 裏 
が 見 え 、 耳 は 下 の ほ うに つい て いる よう に 見 
えま す 。 体 の 曲線 ライ ン や 、 ま つ 毛 の 長 さ を 
強調 する こと が で きる 構図 で す 。 


CPZZ2 


所 (見 え 方 〉 
下 か ら 見 上 げ る 人 
' へ 線 を 入れ な い 


アゴ 付近 の 輪郭 線 は 入れ な い の が 、 A 
アオ リア ング ル を か わい く 見 せる コ 視点 
ツ 。 陰影 だ け で 表現 し まし ょ う 。 








・ 運 HEF( 人 HPNI( 人 は とび ば の 眉 ら 放 


rt は 


rtO は ば ・ 衣 olE( 人 HPNI( キ と び は の 届 の 稚 


| より が か わ いい)| 女の子 の 髪 に は 風 が 吹く 


た だ 遂 を まっ すぐ 描く だ け で は 、 女 の 子 の 魅力 が うま く 表 現 で きま せん 。 基 本 の ポイ ント で 
より 魅力 あふ れる 迷 を 、 応 用 と し て プラ ス ア ルフ ァ で 遂に 風 を 吹か せ 、 さ ら な る か わい さ の ス 
テッ プア ッ プ を 目指 し ます 。 


* 胃 を より か わい く 見 せる 基本 ボイン ト 










a ⑩ つむ じ の 位置 を 決め る 。 
a @ ある 程度 の 束 を 作る 。 
ーーーーー+ @ 数 本 わざ と 束 か ら 外 し 、 
「 Rd, ば ら け させ る 。 
\ の 目 に か か る 場合 は 透過 
N させ る 。 
ド - 
_ これ ら の ポイ ント を 押さ え 
(| る と 、 よ りか わい い 髪 が 描 
ば ら け た 棋 け ま す 。 次 は 応用 と し て 、 
髪 に 風 を 吹か せる ポイ ント 
を 学 げ まし ょ う 。 
細い 東 
と 太い 束 
同じ 太 さ の 束 ば か 
り で は メリ ハリ が 
出 ませ ん 。 


* 女の子 の 回 を も っ と か わい く 見 せる | 風 」 の ポイ ント 


藝 に 風 を 吹か せる こと で 髪 は ふわ っ と 広 が 


り 、 よ り 女 性 らし い 印 象 を 与え る こと が で r= 

ます 。 を (| ww まず は ざっ く 
り 線 で 流れ を 
描き 、 そ れ を 
立体 的 に し て 

⑩ 風 の 吹く 万 向 を 決め る 。 いく と 描き や 

9 大 き な 流 れ を 作り つつ 、 すい で す 。 


それ に 逆らっ て 流れ る 


髪 も 数 束 ・ 数 本 描く 。 (| ) YY 
9 豆 部 の どの あたり か ら | 

生え て いる 髪 な の か 、 J 

立体 で と ら え る 。 ] 
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テコ ル テ ラ イン 


デコ ル テ ラ イン ( 首 も と か ら 鎖 骨 、 胸 も と ま 
で の ライ ン ) は 華人 箸 で 女性 らし さ を 感 じ る 部 位 。 
手 グ セ で 描い て し まい が ち で す が 、 和 案外 間 違い 
や すく も あり ます 。「 構 造 」 を 正しく 描き 、 女 
の 子 の か わい さ ・ 魅 力 を アッ プ し まし ょ う 。 





《 デ コル テラ イン の ボイン ト 》 
⑩ 必要 最低 限 の 線 で スジ を 表現 する 。 


そう ぼう きん 












⑳ 僧 帆 筋 ( 首 か ら 層 に つなが る ライ ン ) 
を な だ ら か に 描く 。 
(正面 〉 9 鎖骨 の 間 の 凹み を 描く 。 
の 第 7 頸椎 の 存在 を 忘れ ず に 表現 する 。 
通常 時 は あま り 寺本 
- 描き ます 。 








(全面) 第 7 筆 椎 の 出 っ ぱ り を 描く の 
首 は 斜め に Sg が ポイ ント ! 背面 や 側面 を 
に 注意 描く 際 は 忘れ ず に 。 


ソン い 
鎖骨 の [ 9) 
誕 の スジ 
ひし 形 に 円 柱 が 斜め に —| 
刺さ る の を イメ ー ジ す > 、 
| る と わか りや すい で す 。 
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rt は 江上 E 寺 NURI は SN 


* さま ざま な か わい い 髪 型 
ベー ス と な る 髪 に は 、 さま ざま な スタ イル 
が あり ます 。 女の子 の 髪型 と 、 そ れ ぞ れ を 


《 ス トレ ー ト ・ ロ ング 》 





押 く コツ を 見 て いき ます 。 
ロン グ は 清 釘 な 
《 ス トレ ー ト ・ ミ ディ アム 》 イー か 
風 に な び か せる 


の に ピッ タリ ! 





肩 に つい た 髪 を た ま に 外 
向き に 跳ね させ る と 、 か 
わい く な り ま す 。 
4 ド 
《 ス トレ ー ト ・ シ ョ ー ト 》 92 ツ / 髪 の 束 の 裏表 
ん を 交互 に 見 せ 
斉 る イジ メージ で 
《 ウ ェ ー ブ ・ ミ ディ アム )》 毛 先 を 少し 表 所 さま す 。 
遊ば せま す 。 
うなじ が 見 
La 《 ウ ェ ー ブ ・ ロ ング 》 





ロン グ へ ヘア の ウェ ー 
髪 の 束 を 立体 で と ら え 、 ーー ブ は 、 髪 が 長い ぷん 
毛 先 に 向かう と と も に フェ ー ブ は 耳 を 基準 に し 波 を 多く 作れ ます 。 


波 打 た せま す 。 て 、 そ こ か ら 波 打 た せる 
の が ポイ ント で す 。 


rtO は ば ・ 肖 HE 人 HH は と び は 中 衝 


・ 器 世 叶 池 計 こさ は SN4A 


rtO は ば 


《 前 髪 に つい て 》 
ワウ Mg 
〈 セ ンタ ー グ 分 け ) 
お で こ が あ ら わ に な 
り 、 顔 が スッ キリ と 
見 える の が ポイ ント 
の 前 髪 で す 。 





(パッ ツン > 
見 える 顔 の 面積 が 小 
さく 、 そ の ぶん 目 が 
強調 され る 前 髪 。 幼 
さ ・ あ どけ な さ を 感 
じ ら れ ます 。 





$4 サイド ダヴ ジン) 


NN 








曲線 で 柔らか / 
な 印象 を 4 


だ 月 側 は 首 ・ 肩 
が 見 える 





4 














片方 に 流す 〉 
前 髪 の ま と まり と 、 
お で こと 片 眉 の チラ 
見 え に よ っ て 、 明 る 
く ふ ん わり し た 印象 
を 与え ます 。 
〈 立 ち 上 げ て 流す 〉 
前 髪 の 根 も と を 立ち 
上 げ て 流し ます 。 大 
人 っ ぽい 雰囲気 と ロ 
イヤ ル 感 が 出る の が 
特徴 で す 。 
《 ボ フ 》 
丸み が か わい さ 
の ポイ ント に な 
まま 。 カー マジ 
を 意識 し まし ょ 
っ 
カー ブ 








耳 付 近 の 髪 だ 
け は 外 に 跳ね 
させ ず に 下ろ 
す と か わい く 
な り ま す 。 


( 片側 に 髪 を 流す サイ ド ダ ウン 
は 、 片 側 の 首 が あら わ に な り 、 
曲線 の 流れ が 生ま れ ま す 。 
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《 ボ ポニ 


清潔 感 と 健康 
的 な 印象 を 与 
えま す 。 髪 の 
束 が 揺れ た り 、 
うな じ が 見 え 
た りす る の が 
魅力 で す 。 
上 が っ で て 
落ち る 
ツイ ン テ ー ル は 少女 に ピッ 
タリ の ガー リー な 髪型 で す 。 
どの 角度 か ら も 見 える ぶん 、 
ポポ ニー テール より 動き が 強 
調べ され ます 。 
《 サ イド アッ プ 》 


顔 の 横 で 髪 を ま 
と め 上 げ る こと 
で 、 前 か ら 見 て 
も か わい い の が 
特徴 で す 。 





ーー デーJM4 








後ろ で 回 を まとめ 上 げた 
アッ プ は 後ろ 姿 を 上 品 か 
つ 華 や か に 見 せま す 。 


《 ツ イン テー ル 》 


《 ハ ー フ アッ プ )》 





下ろ し た 髪 と くく っ た 髪 の 
よさ が 両方 味わえ ます 。 後 
頭 部 へ 集まる 髪 の 線 を 入れ 
まし ょ う 。 
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rt は 江上 E 和 AURIS NA 


rtO は ば ・ 肖 HEEOHHRT( 人 は と ざ び は お 中 の 和 対 


《 二 つ 結 び 》 


ツイ ジジ テール 
と 違い 、 耳 よ 
り も 下 の 位 置 
で 結ぶ こと で 、 
お と な し い 印 
象 を 与え ます 。 





《 お 団子 》 





巻き つけ 
パタ ー ン 


お 団子 結び は 数 種 
類 あ り ま す が 、 バ 
ラ の 形 を イメ ー ジ 
し て 描く と 、 女 性 
らし さと 華やか さ 
を 表現 で きま す 。 





明る く 活 発 な 
か わい さ を 表 
現 で きま す 。 
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《 三 つ 編 みお さげ 


三 つ 編 み は 毛 の 東 
を 「y」 に 見 立て 、 
線 を 入れ て いく の 
が オス ス メ で す 。 


/ 


/ し 
/ | / 


《 サ イド に 編み 込み 》 
7 を ーー 

ーー N へ 

三 つ 編み を 応 / NM 

用 し 、 サ イド / / N 

で 編み 込ん だ / グ RI 、| 

スタ イル 。 さ イィ イー RY 

り げ な く 見 え 

る の が か わい 

い ポ イン ト で | 

す 。 / 





ポン パ ド ー ル は 、 前 髪 の ふ ん 
わり し た 丸み が か わい ざさ の ポ 
イン ト に な り ま す 。 


rt は 江上 EUNICE は NA 
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、、 eiEHKr》 杉谷 エコ 


)「 よ りか わい い 人 体 構造 」(・ 首 ・ 肩 まわ り ) 


まずは 、 女 の 子 を 「 よ りか わい ぐ 」 描く た め に 必須 な 「 構 造 ] を 中 心 に 解説 し て いき ます 。 
[構造 」 の 基礎 を 押さ えた うえ で 、 そ こ に 美 少 女 の 特色 を 加え 、 和 魅力 的 な 女の子 を 描く た め の 


一 歩 を 踏み 出し まし ょ う 。 


片方 に 流す 前 
髪 (髪型) 


風 に な びく ロン 
グ ヘ へ ヘア (髪型 ) 
CE 


手 の 表 情 (か わい く 
見 せる 手 の 表 情 ) 
CS 


太もも の 和 柔らか さ 
(太もも と ふく ら 
は ぎの 脂肪 ) 

シ 































サン ダル (か わ 
いさ を 演出 する 
コス チュ ー ム ) 
CE ペー ジ ) 


髪 を 耳 に か ける ( 髪 
に まつ わる し ぐ ざ ) 
に で 6 


首 か ら 肩 へ の ライ ン 
デコルテ ライ ジ を 
綺麗 に 見 せる ) 
CE ( 油 


ずり 落ち そう な 衣服 (コス 
チュ ー ム の 「 動 き ] で 素 の 
か わい さ を 引 き 出 す ) 
叶 123 ペー ジ 

と で 4 





ワン ピー ス 
(ベー シッ ク 
な コス チュ ー 
ム の 殆 力 ) 
叶 125 ペー ジ 」) 
座る ポー ズ ( 枯 
子 な ど に 座る ) 
gee 
華 閉 な と ヒザ の 凹 3 
凸 ( ヒ ザ の 丸み ・ 
華 秦 な さま ) 
人 


LOD は 、 夏 っ ぽい ワン ピー ス 姿 の 女の子 
が 、 座 っ て 片 脚 を 伸ばし て いる イラ スト で す 。 
各部 分 の 詳細 な 「 よ りか わい く 」 描く ポイ ン 
ト や コツ に つい て は 、 ふ きだ し 内 に 記載 され 
て いる ペー ジ で 解説 し て いま す 。 


作例 ⑩ メイ キン グー アタリ か ら 描 く 





[ 
ター や ポー ズ A PA 
を 考え た ら 、 ババ 
簡単 な アタ リ ] 
ecoss. / 


描き た い 女 の 
子 の キャ ラク ーッ ゝ 


a 


< 人 5» 人 へ 体 構造 の 確認 ・ 描 き 込 み 


+ 着 彩 の アタ リ 


人 体 構造 を 確認 し 
つつ 、 手 の 指先 や 
後ろ 髪 な ど 、 少 し 
で も 女の子 の か わ 
いさ を アッ プ さ せ 
る よう に 細部 を 描 
さ 込 み ま す (トト 措 
さ ②⑧)。 


1 〆 2 
0 夏 っ ぽく 変更 ! 












か わい く 見 せま す 。 


今回 は 下 描 きめ ー ペ ン 
入れ で 大 幅 な 変更 ・ 修 
正 は し て いま せん が 、 
夏 っ ぽい 雰囲気 に 合 
せ て サン ダル の デザ イ 
ン を 変え まし た 。 


後ろ 髪 の 流れ を 県 わ っ と 
な び か せ 、 下 描き より 


人 
で 衣装 と 髪型 具体 的 に 描く 


イィ メージ し て いた 
キャ ラク ター に 合 
つ 衣 装 と 髪型 を 、 
アタ リ よ り も 具体 
的 に 描き 、 徐 々 に 
形 に し て いき ます 
( 下 描き ①)。 


下 描き め を 整え な が 
ら 線 を 修正 (上 図 ) 
し 、 彰 彩 ・ 仕 上 げ を 
すれ ば 完成 (前 ペー 
ジ 参 照 ) で す 。 
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rt は 江上 E 寺 HAUNT は SN 


さま ざま な 角度 か ら 見 る | より か わい い 女 の 子 ] 全身 の ボ ポイント 


お も に 顔 ・ 育 ・ 肩 まわ り の 部 位 に つい て 「 よ りか わい くす る 」 と いう 視点 で 見 て きま し た 。 
次 項 以降 の 部 位 説明 を する 前 に 、 全 身 で の ポイ ント を 見 て いき まし ょ う 。 


《 正 面 》 《 背 面 ) 






アバ ラ の 下 
端 が 2、3 
頭 身 目 の 境 
ヒジ は 3 頭 
身 目 の 上 方 
付近 に くる 















股間 と 手首 
は 3 頭 身 目 
の 下方 付近 








ヒザ 小僧 の 上 
端 は 5 頭 身 目 
の 上 方 付近 







本 書 の 「 か わい い 女 の 子 」 = 約 6 顕 身 。 
頭 身 が 高い と 「 美 少女 ] より も | 美女 」 に 
近く な り 、 本 書 の 定義 か ら は 外れ ます 。 
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rt は 洋 村 上 ERI は SN 


・ 適 HEECHHPRH( は と び は の 届 ら 竹 


rt は 
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《 側 面 ) 





肩 か ら 腕 
へ の 流れ 


胸板 に 乳房 
が の っ て い 
る こと を 示 
す 線 を 入れ 
ます 。 


まっ すぐ で は 
な い の で 注意 


局 か ら 腕 へ の 流れ ( 腕 の 
つき 方 ) を 描く の が 難し 
/ ピ 


し いし アジ ダル で す 。 
Cae ヒザ 裏 の くぼみ 
の sw の の 線 を 描く こと 
に 計 の ) で 華 槍 な 感じ が 
くぼみ を 描く 表現 で きま す 。 








《 終 め 後 ろ 》 


《 縦 め 前 》 


お 尻 か ら 脚 
へ の 流れ 


© 


足 貞 か ら か が 
か と まで の 
紋 フ イン を 
畠 い て か ら 、 
定 の 先 を 作 
画す る の が 
オス ス メ 。 


S き 


対 め ア ング ル は 、 手 前 と 奥 に 見 え 
る 茹 部 位 の 大 き さ の バラ ンス が と 
り に くい で す 。 特 に 興 側 に ある 脚 
が 揺 き に くく な っ て いま す 。 


《 ア オリ 》 





える 


手前 に 見 える も の の 部 位 を 、 奥 に 見 
える 部 位 に 食い 込ま せ て 描く と 、 遠 
近 感 を 出せ ます 。 


乳房 の 下 側 ( 下 乳 ) や アバ 
ラ の 出 っ ぱ り が 強調 され て 
見 えま す 。 脚 が 長め に 見 え 
る アン グル で す 。 


乳房 の 「 た ゆん 」 と 
し た 柔らか さ 、 助 骨 
の 骨 っ ぱ ぽ さ ・ 華 材 な 


部 分 の ギャ ッ プ で 、 
か わい く な り ま す 。 
デコ ル デ ラ イ 
ン を アピ ー ル 
EE し や すい アン 
グル で も あり 
ます 。 
足 か ら の 線 を 
食い 込ま せる 
脚 よ り 足 の ほ 
う が 手 前 に 見 


《 フ カン 》 


くびれ が 
お 尻 の ラ 
イン まで 
見 える 


脚 が より 
細く 見 える 





肩 の 角度 や 腰 の 見 え 方 が くる 
いや すい の で 、 隠 れる 部 分 も 
アタ リ を と る と 、 比 較 的 楽に 
畠 け ます 。 
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・ 句 針 左 叶 池 RI ささ は SANA 


rt は 


・ 適 oHEE(H ビ NRNI( キ と び は の 届 8 衝 


rt は 
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杉谷 エコ 


)「 よ りか わい い 人 体 構造 (人 電 ・ 脚 まわ り ) 


キャ ラ 絵 は し ば し ば 顔 ま わり が 描き た く て 、 そ れ ば か り を 練習 し が ち で す が 、 そ れ 以 外 の 箇 
所 の 構造 を 理解 し て 描け る よう に な れ ば 、 よ り 表 現 の 幅 が 広がり ます 。 


鎖骨 の 線 (デコ ル テ ラ 








イン を 綺麗 に 見 せる ) 
ポン パ ド ー ル 8 
(髪型 ) 
肩 か ら 落 ちる カ 
バン の 紐 、 ぶ ぷら 
下がる リボ ン の 
紐 (コス チュ ー 
en tf ム の 「 動 き 」 で 
se 素 の か わい さ を 
ーーーー 引き 出す ) 
ーーーー- CEPc な 5E2 (> 
し で 4 
ーー トペ ーッ ーー i \ / ジャ ケッ ト を 脱い だ ブレ ザー 
ーー ツー (王道 の か わい いい コスチューム) 


叶 114 ペ ー ジ 





テム ) 
CK 「 
3 A 
で 傾く 体 の 魅力 
) A 
靴 を 履く ( 就 の 
脱ぎ 履き ) 
J しく な びく プリ ー ツ スカ ー 
マウ ド (ペー シッ タタ な コス 
チュ ー ム の 魅力 ) 
叶 125 ペー ジ 





ふく ら は ぎの 秒 
ら か さ ・ な め ら 
か な カー ブ ( 太 
2 (ヒザ の 丸み ・ 
( 商 華 春 な さま ) 
り 
《3【2》 は 、 登 校 前 に 急 
いで 靴 を 履い て いる 女 の 布 が 足 導 に 集まっ て NE 
IP いる ソック ス (ペー 下 の デ ザイ ン を バラ バラ に し 
子 の イラ スト で す 。 シッ ク な コス チュ ー て いま す 。 こ うい っ た 工夫 で 、 
ER キャ ラク ター の 性 格 面 の か わ 


いさ を 表せ ます 。 


正座 は 体重 が か か る ぶん 、 柔 ら か い 脂 
肪 が 示 計 に つぶ れる こと を 線 の 丸み ・ 
強弱 で 表現 し ます 。 


脚 を 曲げ た と き 、 太 も も の 
内 側 に 出る 線 を 忘れ ず に ! 


約 1.5 頭 身分 
(39 ペー ジ 参 照 ) 





脚 を 曲げ る と 、 有 ふく 
ら は ぎの 脂肪 (特に 
ヒザ 付近 ) も 横 に 広 
が り ま す 。 


ふくらはぎ か ら 
流れ る 柔らか な 
カー ブ 


脚 の 裏側 どう し を 
くっ つけ る よう に 曲 
げ る ほど ご ど 、 太 も も の 
脂肪 は 横 に 広がり ま 
す 。 





つま 先立ち を する と 、 通 常に 立っ て いる より も ふく 
は ら ぎ の ふく ぐ くらみ が 浮き 出 て 、 キ ュ ッ と 上 が り ま す 。 
その た め カ ー ブ も 大 きく な り ま す が 、 前 か ら 見 た 場 
合 そ れ ほ ご ど 変 化 は 感じ られ ませ ん 。 


(正面 〉 〈 育 面 〉 


see ee し k 了 
| か か と 部 分 


アキ レス 腫 が 
グッ と 浮き 出 
ます 。 こ の 必 
死 感 が 克 護 谷 
を くす ぐる か 
わい さ に 。 
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・ 有 IEEH 民 RT 人 とび は 8 性 


rt は 


・ 適 HEECHHPRH( は と び は の 届 ら 竹 


rt は 
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* ぶ 足 を より か わい く 描 く 基 本 ボイン ト 
《 ボ ポイ ント ⑨ 指 の 形 ・ 長 さ 》 

形 は 「 す ら っ と 丸く 」 を 意識 し まし ょ う 。 角 を けず る 
イメ ー ジ で す 。 ま た 、 足 の 指 を 長く し すぎ る と 、「 美 
少女 ]」 より も 「 美 人 」 の 印象 が 強まり 、 か わい さ が 減 


少し て し まい ます 。 


ーー デーー-、 


アッ で で 
デア 


\ すら っ と 丸く 
i 





《 ボ イン ト ⑳⑲ 足 の 裏 の ぷく ぷく 感 》 


NN 


4 カゲ 部 分 が 凹む 。 
白い 部 分 は ぷく 
ぷく する 柔らか 
ボイン ト 


《 ボ イン ト ⑯ 足首 や 足 の 甲 の 華 著 な さま 》 

足 身 ・ く る ぶし の キュ ッ と し た 細 さ や 、 定 の 甲 

の 狭 ベ べ は 、 見 る 人 に 華 著 だ と 感じ させ ます 。 ズ 

ドン と まっ すぐ で 象 の よう な 足 で は 、 か わい さ で 
は 表現 で きま せん 。 
征 の 甲 を 広く 、 

Nei 指 を 四角 く 描 い 

と し まう 万 、 法 

) 図 の よう に ゴツ 

ゴツ し た 足 に 








小指 か ら 指 の 長 さ を 
逆算 し て 畠 いて いく 
の が オス ス メ 。 





指 が 長い 





UM 


足 に は あま り 脂 肪 が つか 
な いた め 、 か が か と の 丸み 
や 足 の 裏 の 脂肪 が 、 足 重 
な 柔らか ポイ ント で す 。 
ぷく ぷく 感 が 大 切 ! 


ッ ン ン 








ーー WW 
ED 
v 


大 いう え に ま っ す 
ぐ で 、 く びれ の な 
い NG 例 





| | ペ 


rt は 江上 EUNICE は NA 
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CPZZ2 





首 か ら 肩 の ライ 

ン を 一 直線 に つ NG 3 
な げた り 、 直 角 

に 描い た り し な 

いよ う 注 意 し ま < \ / > 

し よう 。 ao 


腕 を 上 げ 下 げ し た り 、 育 を 反 ら し た り 
丸 ゆ たり し て も 、 鎖 骨 の 形 そ の も の は 
変形 し ませ ん 。 多 少 傾 く 程 度 で す 。 





《 育 を 丸め る 》 


肩 を 内 に 寄せ る こと で 、 昭 崩 の ライ ン 
が より いっ そう くっ きり と 浮き ぎ 出 ます 。 


腕 を 前 に 出す 
と 鎖骨 も 連動 
し て 、 内 側 を 
軸 に 、 外 側が 
少し 前 方 向 へ 
動 さ ます 。 、 









《 育 を 反 ら す 》 


育 を 反 ら す こと 、 
外側 が 若干 上 が 
り ま す 。 





また 、 頭 部 を 前 に 倒す と (| 育 を 丸め る ]」 の 
図 参照 )、 首 は 隠れ て 見 えな く な り ま す 。 顎 


部 か ら 肩 に その まま つなが る よう に 見 えま す 
ps が 、 首 が な いわ け で は あり ませ ん 。 斜 めか ら 
見 る と 左 図 の よう な 状態 に な か っ て いま す 。 


< 作例 人 メイ キン グー 一 全体 の フォ ルム か ら 指 く 


> 全体 の フォ ルム を と ら え る 


QA 





まず は 描き た 
い 人 物 全 体 の 
フォ ルム を ラ 
フ と し て 描き 、 
形 (シル エッ 
ト ) を ざっ く 
り と ら え ます 。 





描き を たい 要素 
が 固まっ た ら 、 
人 体 構 造 を 確 
認 し つつ 、 描 
さ 込 ん で いき 
まみ まぁ 


右手 も 右 定 も 興 に 伸 
びている の で 、 小 さ 
め に 描い て 遠近 感 を 
つけ る の が ポイ ント 。 
立体 感 が か 生まれ 、 繧 
の 魅力 が 増し ます 。 


CRZZ2 


一 度 衣服 を 外し た 状態 で 、 構 造 を 
し っ か り 指 き 込む の が 大 切 で す 。 











イキ ャ ラク ター づけ を する 


ラフ に 自分 好み の 
服装 や 髪型 を つけ 
た し て 、 キ ャ ラク 
ター を 考え ます 。 
ここ で は 自分 が 描 
きた い 「 か わい い 
要素 ] を 入れ 込む 
こと が 重要 で す 。 ヾ さ タダ / / 
自由 に つけ た し ま / / 

ホラ 。 / 


| J 
| \ 


ヒレ バス 


人 
> 衣装 な どの 作画 ・ 着 彩 の アタ リ 
を 





靴 の 見 え 方 と スカ ー ト 
の 広がり 方 に 注意 。 立 
体 と し て 形 を と ら え ま 
し よう 。 


清書 ・ 着 彩 ・ 仕 上 
げ を し た ら 、 完 成 
(前 ペー ジ 参 照 ) o 
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・ 器 避 世 天 こさ びさ SNA 


rt ば 


・ 適 oHEE(H ビ NRNI( キ と び は の 届 8 衝 


rt は 


で SN シー ミ 、 バラ ンス の と れ た シン メト リッ ク な 構図 より 、 
で 重心 の 傾き に よっ て 今にも 動き 出し そう な アン バ 
トー [ 人 ラン ス な 構図 の ほう が 、 魅 力 的 な 絵 に な り ま す 。 





体 が 傾く こと で 大 き な 曲 線 の 流れ が 生ま れ 、 女 性 
らし くし な や か が な 印象 に 。 傾 く こ と で ずり 落ち そ 
うに な る 衣服 も 、 女 の 子 キ ャ ラ の 魅力 を 引き 立て 
TD tk ます (くわ し く は Chapter 3 参照) 。 


脚 ・ 定 一 一 丸み ・ 柔 ら か さと 営 は っ た 部 分 と の メリ ルリ 


脚 や 足 が し っ か り 拉 ける と 、 絵 全体 に 安定 感 が 増し 
ます 。 お ろ そ か に し な いよ う ポ イン ト を 説明 し ます 。 


太もも や 上 必 くら は ぎ な どの 脂肪 の 柔らか さと 、 ヒ 
ザ や 定 首 な どの 骨 ば っ た 華 秦 な 部 分 と の ギャ ッ プ 
が 、 女 の 子 を より か わい く 上 魅せ ます 。 
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*: 脚 が より か わい く 描 ける 比率 


股間 を 中 間 点 に し た 両脚 の 横幅 は 、 1 頭 身分 先 に 、 脚 を より か わい く 描 ける 、 基 本 の 
より ひと まわ りく らい 大 きく な り ま す 。 比率 を 覚え て お きま し ょ う 。 






ヒザ の 大 き さ 
一 ター 


ーー 
足首 の 大 き さ 


足 身 の 大 き さ は 
ヒザ の 大 き さ の 
約 づ 分 の ど 。 








股間 か ら ヒ ザ ま で の 長 さ と 、 


レザ か ら 足 首 ま で の 長 さ は 同 足首 か ら か か と まで 


じ で 、 約 1.5 で す 。 = ヒザ か ら 足 首 ま で 
約 融 身 分 の 長 さ の 約 4 分 の 1 


< 脚 を より か わい くく 描く 基 本 ポイ ント 
脚 を 描く に は 、 線 の 省略 ・ な め ら か さと 、 関 

節 部 分 を 細く する こと で 生ま れる メリ ハリ が 
肝 に な り ま す 。 


EO 


(52 ペー ジ 参 照 ) 






《 ボ ポイント ヒザ の 丸み ・ 華 著 な さま 》 


が く 。 
NX へ 









ヒザ 裏 は 「 昌 」、 









も し く は ら 本 の 
ヒザ を ゴツ ゴツ させ 丸み と キュ ッ と し ーーーー 
る と 、 か わい く 表 現 た くぼみ が 最大 の a 
00 ポイ ント で す 。 


うつ 9 


・ 遂 oHEE 人 HP ビ RNI( せ と び は の 届 9 衝 


rt は 


rtO は ば ・ 肖 olEEOHHHRT( せ とび は お 中 の 和 対 
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\ 
人 用 
N 
ヒザ は 完全 な 丸 で は 描 を 込み すぎ る と 、 
な い の で 注意 ! か が かわ いさ が 減少 し て 
し まい ます 。 


《 ボ ポイント まっ すぐ な 棒 に し な い 》 

脚 を 棒 の よう に まっ すぐ 描い て し まう と 、 女 性 らし い 曲 線 
美 が 表現 で きま せん 。 し な や か ざさ の ある カー ブ の ライ ン を 
意識 し て 押さ きま す 。 










極力 、 筋 肉 
の 線 や 血管 
な どの 細か 
い 線 は 描き 
込み すぎ ず 
に 首 略 し ま 






柔らか い 脂 肪 が つぶ れる 部 分 


わずか な カー ブ 「 \ 
se に 、 わ ず か に カー ブ NN あッ 
J させ まし ょ う 。 微妙 6 SS 


《 ボ イン ト ⑯ 太もも と ふく ら は き ぎの 脂肪 》 


スネ は 直線 で 描か ず 
な 曲線 が 大 切 。 





プ ニ ッ と 
と こと し て いな い 
寄る 脂肪 





て いな い 脚 の 柔らか い 箇 所 と い 
えば 、 太 も も と ふく ら 
は ぎ 。 プ ニッ と 感 を 線 
で 表現 し まし ょ う 。 


《 胸 を 反 ら す 》 







胸 を 反 ら す こと 
胸板 が 張り 出 
し 、 乳 房 は 上 
を 向き ます 。 





スタ ンダ ー ド サイ ズ 


《 ス タン ター ド 》 
平均 的 な サイ ズ の 乳房 
で す 。 胸 の 間 に 少 し 合 
間 が で きま す 。 





スタ ンダ ー ド サイ ズ 


《 育 を 丸め る 》 


胸板 の カー ブ 
が 下弦 に な る 
の で 、 乳 房 は 
下 を 向き ます 。 


《 微 乳 》 

ひか え め に ふく らん だ 乳房 で す 。 胸 板 
と 乳房 の トッ プ と の 距離 が それ ほど な 
いた め 、 鎖 骨 の 下 あ た り の くぼみ も ほ 
と ん ど な く な り ま す 。 


(巨乳 》 

巨乳 の 場合 、 胸 板 と 乳房 の トッ プ と の 距離 
が 大 きく な り ま す 。 ま た 、 ア タリ で の 正 円 
も 大 きめ に 描く の が ポイ ント で す 。 
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・ 有 IEEH 民 RT 人 とび は 8 性 


rt は 


rtO は ば ・ 衣 IE 人 HPNI( キ と び は の 刷 の 衝 
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《 ボ ポイ ント 弾力 ・ 柔 ら か さ の 強調 》 


ふ ぶ | に ゃ ん と し た 乳房 の 柔らか ざさ は 、 特 に 目立つ 女 Deur i 


の 子 の 特徴 で す 。 体 の 重み で つぶ ぷれ た 状態 や 水着 


な どの 締め つけ を 描く と 、 乳 房 の 弾力 ・ 柔 ら か さ PP \ 
i = 
を 強調 で きま す 。 と させ る 


肩 と 乳房 の 間 に あ る 脂肪 を プ ニ ッ と 
させ る よう に 線 を 入れ る と 、 よ りか 
わい い 胸 に な り ま す 。 







重み で 押し つぶ され る 


* ふ * 肩 や 腕 に よっ て 寄る 乳房 

肩 や 腕 を 内 側 に 向け る こと で 、 乳 房 は 自然 と 寄り ます 。 
意 に ギュ ッ と 寄せ る の は セク シー な 印象 が 強く 、 本 

書 の コン セプト 「 か わい い 女 の 子 」 に は 適さ な い の で 、 

取り 上 げ ま せん 。 

* 本 書 姉妹 編 「 女 の 子 の 人 体 パ ー ツ の 描き 方 』 を 参照 。 










ee oe の 
3 
胸 の 上 に 手 を 置く 
と 、 上 自然 に 乳房 が 
寄せ られ ます 。 
谷間 が つぶ れ て 
乳房 が くっ つく 


すべ すべ で 柔らか な お 腹 ( 胸 か ら 騰 ま で の 流れ ) 


体 の 構造 を 考え る うえ で は アバ ラ や 腹 脇 も 把握 し て お く 必 要 が あり ます が 、 線 は 省き カゲ の 


み で の 表現 で か わい い を 演出 し ます 。 


《 正 面 》 





| 1 頭 身 
より も 
小さ い 





ee 


で す 。 


《 上 か ら の 図 》 
上 か ら 見 る と 、 乳 房 
の 間 か ら お 腹 が 見 え 
ます 。 


* 陰影 が ポイ ント に ! 
線 の み で 描く より 、 陰 影 を つけ た ほう 
が お 用 の 柔らか ざさ ・ 丸 み を 表現 で きま 
す 。 脂肪 が な さす ぎざぎざ て ガリ ガリ の お 腹 
だ と 、 楽 ら か さ が 感 じ ら れ ず 、 か が わい 
さ が 減 少し て し まい ます 。 


のち ら う うく 
縦 ラ イン 


肩 か ら 胸 (アバ 
ーー アバ ラ の 横幅 ラ 下 部 まで ) = NG} 
si 約 1 頭 身分 で 、 
局 か ら 乳 房 ま で 
は 1 頭 身分 より 
小さ く な り ま す 。 
また 、 胸 の 縦 幅 Nei 
は 大 体 用 ら つ 分 





腹筋 を あま りつ けず 、 菜 ら か さと すべ す 
べ 感 の ある お 腹 二 ヘソ の くぼみ が ボイン 
ト で す 。 体 幹 は 胸 (ツバ ラ ま で )・ 腹 ・ 
腰 の 分割 で 考え ます 。 








くびれ の な い 寸 胴 な お 腹 ・ 
雪 激 に くびれ て アバ ラ が 人 入 
ら な い お 腹 の ライ ン は 、 曲 
線 の 魅力 が な く な り ま す 。 





盛り 上 が っ て いる 部 分 


お 用 の 盛 り 上 が っ て い 
る 部 分 を 中 心 に 、 ヘ へ ソ 
に つづ く 縦 ライ ン の 凹 
み を 入れ ます 。 
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・ 選 glEECHHTHRT 人 は ど とび は SS 許 


rt は 


・ 選 olEEPHTHRT 人 は ご と ざ は SS 対 


rt は 


体型 に も より ます が 、 背 を 反 ら し た り 腕 
を 大 きく 上 げた りす る こと で 助 骨 が 浮き 
出 ま す 。 こ の 線 を 入れ る こと 、 華 著 な 体型 
を 表現 で きま す 。 











《 側 面 》 


アバ ラ 下 部 の 線 
( 左 図 は 陰影 で 

表現 ) は 、 肩 か 

ら 約 1 頭 身分 付 

近 に 浮き 出 ま す 

(前 ペー ジ 参 照 )。 

ヘソ の 部 分 が 凹み ます 。 

アリ 地獄 の よう に 、 へ 

ソ に 向かっ て 吸い 込ま 

れる イメ ー ジ で す 。 


** ヘソ に つい て 
お 腹 は 線 で 表現 で きる 箇所 が か な り 
少な い 部 位 で す 。 そ の た め 、 ヘ ソン で 


お 腹 の 大 部 分 が 決ま る と いっ て も 過 
言 で は あり ませ ん 。 
前 屈 
ダイ ヤマ ー ク を イ 
メー ジ し て 描く の 
/ が 、 ヘ ソ を 綺麗 に 背 を 丸め た り 、 体 を 折 
畠 く コツ で す 。 り 曲 げた りす る と 、 へ 
ンー ソ の 線 は 縦 で な く 横 に 


伸び ます 。 
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・ 適 oHEE(H ビ NRNI( キ と び は の 届 8 衝 


rtO は ば 


アン \、 A ん A ム . 
A ンー 
ぎ 4 i —({ a 月 PA ん 
すげ ガザ 日 田 マル アン 
し と ま し “ の ) 
*  , 
| 」 ' 


まず は 乳房 を 折 か ず に 、 胸 部 
分 を 描き ます 。 ア バラ を 意識 
する こと が 大 切 で す 。 





銀 骨 の 間 こ 両 万 の 乳 第 を むす ん 
だ と き 、 ほ ば ぼ 正 三角 形 に な る の 
が 理想 で す 。 


《 ボ イン ト ⑳⑲ 乳房 ・ ト ッ プ の 角度 》 








胸板 は カー ブ を 描い て いま す 。 そ の 
た め 、 乳 房 ・ ト ッ プ は 外側 を 向き ま 
す 。 胸板 の 角度 に 合わ せま し ょ う 。 
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中 の よ つ な 形 で 、 乳 房 を 胸板 
に 畠 き 込み ます 。 正 円 を 鎖骨 
へ 向かっ て 引き 伸ばす イメ ー 
ジ で す 。 


鎖骨 
(側面 デー 
ん 
7 く ぼ ま せる 
\ 鎖骨 の 下 あ た り を わずか に く 


卵 型 を イメ ー ジ し 
乳房 を つけ る 


マイ 乳首 の 位置 を 決め る 


頂点 が 鎖骨 の 間 、 底 辺 が 乳房 
の 正 円 の 真ん中 に くる 正三 角 
形 を 描き 、 乳 首 の 位置 を 決め 
ます 。 


ぼ ま せ 、 乳 房 の 正 円 に つなが 
る よう に 線 を 引き ます 。 


っ トル 


外側 に 向かっ て 張り 出 
す イ メー ジ で 、 十 字 線 
の アタ リ を 入れ る と 指 
ざさ や すい で す 。 


りん く 


カラ ー 作 例 





肩 申 骨 か ら ヘ ソ の 真 杏 あ た り へ と 凹ん で いき 、 そ ' いい 
こ か ら お 尻 へ と ふく らん で いく よう に 5S 字 の ライ SN 
ン を 作り ます 。 
い > 
) 円 む 腕 を 後ろ に 引い た り 
腰 を 傾 か が かせ たり し て 、 
お 万 S 字 ライ ン が 美しく 
( 見 える ポー ズ を 描き 
| まし よう 。 


かわ いい お 尻 に は | 弾力 と 丸み 」 が 最 車 要 ! 


お 尻 は 脚 や 腰 と は っ きり 分 か れ た 部 位 で は な い の で 、 描 く の 


が 難し いと ころ で す 。 そ こ で 簡単 に 描け る 方 法 を 説明 し ます 。 
| mm 
線 を 入れ る の で な く 、 が 藤 れ る 
も 陰影 で 奥 側 の お 尻 の 丸 < っ っ < 
み を 表現 する の も Q。 


*※ お 尻 の ひよ りか わい い 措 き 亡 
お 尻 を ら つ の 丸 で 描き 、 逆 ハー ト 型 を 作り ま ei 
す 。 そ の あと 、 太 も も に つなげ る 際 に 段差 を 

少し 入れ て お 尻 の 丸み を わか りや すく する と 、 
か わい さ が ア ッ プ し ます 。 


段差 
逆 ハ ー ト 型 の 
桃 を イメ ー ジ 。 





ら / 


・oHEE 人 HPNI( キ オキ とび は の 届 9 種 


rt は 


rtO は ・ 肖 HEEH ビ NRNI( キ と ざ び は の 届 の 稚 
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《 横 か ら 見 た 図 》 


横 か ら 見 る 

と 栗 の よう 

な 形 で す 。 
/ 頂点 --- を 上 | | 半分 
より 下 


通常 の お 尻 は 上 図 の よう に 、 丸 
み の 頂 点 が 下 の の ひ ほ うつ に きま す が 、 
より か わい くす る た め に 頂点 を 
少し 上 に 設定 し ます 。 


栗 の 側面 に 
似 て いる 


お 腹 か ら お 万 、 
お 尻 か ら 脚 へ 
と つなが る ラ 
イン に も 段差 
が あり ます 。 
曲線 に な る よ 
う 、 な だ ら か 
に つなげ て い 
さま す 。 





さ ご の 指標 に し まし ょ う 。 


*“ 弾力 ・ 和 柔らか ざさ を 又 調 する 


水着 ・ 下 意 な 





肩 と 腰 の 幅 は ほぼ 同じ で す 。 
必然 的 に お 尻 の 幅 も 大 体 同じ 
に な る の で 、 ら つの 丸 の 大 き 


どの 食い 込み 
で 、 お 尻 の 務 
ら か い 脂 肪 を x 
表現 し ます 。 』/ 
// 
Vy N、 隊 ss ae 
、 ' つぶ れる 
っ バズ 座っ た と き の お 尻 の 半 3 半 の 
つぶ れ 感 は か わい い 
ポイ ント で す ! 


* 足 を 5 ら つの バー ツ に 分 け て 考え る 
より か わい く 描 く た め の 基 本 ポイ ント を 盛 


考え る と 、 さ ら に 「 構 造 」 
な り ま す 。 


⑩ 定 自 

@9 くる ぶし ( 外 ・ 内 ) 
か か と 

《 足 の 甲 十 土 踏ま ず 
9 足 の 指 





指 全体 の 長 さ は 定 
全体 の d 分 の 1 よ 





《 外 側 》 





り 込 みな が ら 、 足 を 5 つの パー ツ に 分 け て 足首 
を 把握 し や すく 
外 く る ぶし 
( 外 果 ) 
か か と SS 
足 の 指 

足 笑 、 か か と 
は 足 全 体 の 3 
分 の 1 程度 に 内 くる ぶし 
な り ま す 。 《 内 側 》 (内 果 ) 


り も 短い で す 。 


《 前 面 ) 


LE 


《 足 の 指 ・ 甲 側 》 


I 
へ SS 





くる ぶし は 内 側 《 背 面 》 


より 外側 の ほう 
が 出 っ ぱ り ま す 。 
Gute ( 】 
の の 
| 
足 の 指 は 、 そ れ ぞ れ の 指先 が 


中 指 に 向かう よう に 描く と 、 
が わい く 表 現 で きま す 。 アキ レス 腫 の 線 を 描い て 足首 
の 華 秦 度 合い を アッ プ さ せま 





定 の 指 は 第 1 関節 ・ 第 
2 関節 だ け 曲 げ る の が 


第] 時季 難し く 、 両 関節 と も 曲 
(親指 だ け 位 置 が 異な る ) が っ て し まい ます 。 
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・ 器 本 左 財 池 RI は A こさ びさ は SN4 


rt は 


rt は 漠 E ARI は NA 


オオ 


《 足 の 指 ・ 裏 側 》 









着地 し て いる 足 は 、 
足跡 を ベー ス に し 
て 、5 つ の パー ツ 
を 組み 上 げ て いく 
と 地 に 足 が つ いた 
絵 に な り ます 。 
小さ い 
足 の 裏 の ふく ら み は 、 ンー ーー 
親指 側 の ほう が 大 き ジン 
く な り ま す 。 
* が かわ いく 見 せる 定 の 表情 
手 よ り は 可動 部 が 少な い 足 で す が 、 足 の 指 を 動か \ 
し た り 、 足 を くっ つけ た りす る こと で 、 か わい い し 
表情 を 見 せる こと が で きま す 。 ( 博 を 開く 7 
《 足 の 指 を キュ ッ と 丸め る 》 
《 親 指 だ け 立 て る 》 





手 と 同様 に 、 指 を ば 
ら け させ て みる の も 
Good。 


指 と 一 緒 に 足 の 甲 も 
丸 ま り ます 。 


《 足 を そろ える 》 


足首 の くびれ や 、 
eZ み を 甲 の ライ ン の な 
め ら か さ で 、 女 
性 らし さ を 強 調 し ます 。 《 足 を ビ ピン と 伸ばす 》 
足 先 まで こだわ る の が ポ 
イン ト で す 。 






内 に 寄せ る 


《 つ ま 先 立ち 》 
《 指 を モジ モジ させ る 》 


| 





ダー 6 
定 の 指 ど うし を 絡ま せ て 、 片 足 足 の 裏側 の ふく ら み を 横 に 広 
RR hire ARGO げ 、 体 重 で つぶ され て いる 感 
の ぞ か せる の が ポイ ント で す 。 じ を 表現 し ます 。 
女の子 の 特徴 で ある 胸 (乳房 ) 


た だ 胸 に ある 球状 の も の と と ら え る の で は な く 、 
ワキ と の つなが り 、 鎖 営 か ら の 位置 な ど 、 押 さえ 
る ポイ ント は た くさ ん あり ます 。 


*“… 胸 を より か わい く 描 くに は ? 
体 幹 で 、 鎖 骨 下 か ら ア バラ まで の 前 面部 分 が 胸 
で す 。 そ の 中 で も っ と も 目立つ 、 女 の 子 の 乳房 
を より か わい く 表 現し て いき まし ょ う 。 ポ イン 
ト は 大 きく 3 つ に 分 けら れ ま す 。 





《 ボ イン ト @ 乳房 の 形 (丸み )》 


i 乳房 の 形 は さま ざま な 

[ タイ プ が あり ます が 、 

本 書 で は ベー シッ ク で 

綺麗 な 丸み を お び た 乳 

房 を 、 理 想 の 形 と し て 

いま す 。 垂 れ た り 人 失っ 

た り し た 乳房 より も 女 

| 〆 性 らし い 丸 み が 強 調 さ 
れる た めで す 。 


・ 有 IEEH 民 RT 人 とび は 8 性 


rt は 








《 ポ イン ト @ 胸 ・ お 腹 ・ 腰 の 凹凸 》 
痛 面 か ら 見 て も 胸 ・ お 用 ・ 腰 の 境目 に は 段差 が あり 
ます (49 ペー ジ 参 照 )。 こ の 段差 を な だ ら か に つ 


な げ る と 凹凸 が 曲線 に な り 、 柔 ら か な 流れ が 生ま れ 、 


育 中 が より な め ら が か な ライ ン に な り ま す 。 





《 ボ ポ イント 肩 甲 党 の 凹凸 》 
肩 甲骨 の 骨 ば っ た 感じ 

育 中 の 柔らか な 曲 
線 の ギャ ッ プ が 、 痛 中 
を より 魅力 的 に し ます 。 





肩 申 骨 は 逆 三角 形 


を 意識 し て 線 を 入 
を (まし よう 。 
( 肩 甲骨 を 寄せ た と き 〉 
腕 を 後ろ に 引い 
i た り 背 を 反 ら し 
、 た り し て 肩 甲 骨 
を 寄せ る と 、 肩 
人 | \ 甲骨 の 間 が か な 
り 狭 まり ます 。 


腰 (お 尻 へ ) 


胸 (アバ ラ ま で ) 





肩 申 骨 の 縦 幅 は 、 
上 身 か ら お 尻 ま で の 
長 さ の 約 4 分 の 1 
に な り ま す 。 


〈 育 を 丸め た と き 〉 


) ) 


育 を 丸め る こと 肩 甲骨 が 
外側 に 動き 、 肩 申 骨 の 
間 が 広く な り ま す 。 


肩 甲 骨 が ギュ ッ と 

人 ) 1 寄 つ て 、 背 中 の 溝 

| ト ゝ が 深く な る の が ポ 
イン ト 」 


A _ 


らら 


・ 句 針 甘 財 池 RI こさ びさ は SN4 


rt は 


rtO は ば ・ 衣 IE 人 HPNI(t キ と び は の 届 の 稚 
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*<* 腕 か ら 肩 甲骨 へ の つなが り 


ここ で 、 腕 か ら 肩 甲骨 へ の つなが り 方 EE 
な 見 て くみ まし よう 。 | \ 
( 腕 を 上 げ る 場合 ) / N 


ヽ に J 下部 が 内 側 に 向く 
に 


a 。 : 下部 が 
前 面 は 上 図 の よう 前 に 出る 


に な っ て いる 家 く 


ーー ーー 人 


腕 を 下 に 広げ る と 、 肩 甲骨 の 下 
ゅ 妄 外 品 立 表 | 
腕 を 上 げ る と 肩 甲骨 の 下部 は 前 / 部 は 内 側 に 向き ます 。 

外側 に 開く 





に 出 て 、 横 に 広げ る と 肩 甲骨 の 
下部 は 若干 外側 に 開き ます 。 


* ぶ 5 字 ラ イン を 作る 

基本 ポイ ント を 押さ えた ら 、 ら S 字 ライ 
ン を 作り ます 。 痛 骨 の 正中 線 が 8 字 に 
な る よう な ポー ジン グ は 、 女 性 の し な 
や が さ を よ り い っ そう 引き 出し 、 育 中 





を 魅力 的 に 描け ます 。 
腕 を 後ろ に 回 すこ / 
と で 、 胸 を 張る & ] 
育 を 反 ら す こと が SE ライ ジン ほっ 
で きま す 。 Do て 深まる 腰 の く び 
れ は 、 背 中 の ワン 
ポイ ント に な り ま す 。 





rtO は ば ・ 衣 HE 人 HPNI(t キ とび は の 刷 の 衝 
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育 中 は S 字 ライ ン で 多 せ る ! ( 首 か ら 痛 中 、 腰 まで の 流れ ) 


女の子 の 体 は 曲線 が た くさ ん あっ て 柔らか い 印 象 で す 。 そ の 曲線 を アル ファ ベッ ト の 「S」 


に 見 立て た ライ ン で 、 体 の 大 き な 流 れ を 作っ て いき ます 。 


※ 背中 の 基本 ポイ ント 
S 字 フイ ン の 前 に 、 ま ず は 背中 
の 基本 ボイン ト を 見 て いき ます 。 
大 きく 3 つ に 分 けら れ ま す 。 


@E 江 3》 の 場合 、 
Do 腕 を 後ろ に 引く こ 

と で S 字 ライ ン を 
作 必 DDC くわ 必 く ば 56 
ペー ジ 参 照 )、 肩 甲骨 の 凹 
凸 を 強調 し て いる の が ポイ 
ント で す 。 


《 ボ イン ト 9 背骨 ( 十 第 7 吾 椎 )》 







第 / 句 椎 に も 
忘れ ず に 線 を 
人 れ ま す 。 





| | 1 





通常 時 は 首 の 幅 と 同 
じ く らい 、 肩 甲骨 の 
間 が 空い て いま す 。 


肩 申 骨 の 下 が 乳 
房 の 下部 と 大 体 


ーー 同じ 位置 に な り 


ます 。 


育 骨 に よる 溝 は 、 第 
7 閣 椎 と つなげ ず に 
少し 離す の が ポイ ン 
ト で す 。 お 尻 の 割れ 
目 の 少 し 上 (骨盤 と 
の 境目 ) まで 線 を 引 
きま いし よう 。 


* 作例 メイ キン グー 体 の 流れ ( 軸 ) か ら 描 く 





A 





ソリ 
Ny 
J 


女性 的 な 体 の ライ 
ン を 描き た い 場 合 
は 、 ま すず 体 の 流れ 
( 軸 ) を 曲線 1 本 
で 表し て 、 大 ま か 
に 頭 部 や 体 部 分 の 


7 体 の 流れ ( 軸 ) を 1 本 の 曲線 に 


} 
4 


A 


体 の 流れ ( 軸 ) の 


曲線 を 活か し つつ 、 


体 を 反 い て いき ま 
す 。 肩 と 腰 の 傾き 
を 意識 し て ポー ズ 


イジ 傾き を 意識 し な が ら 体 を 描く 
『 


アタ リ 線 を 引き ぎ ま を と る の が ポイ ン 


す 。 / ト で す 。 


大 ま か な ポ ボー 
ズ を 先 に 決め 
た あと 、 女 の 
子 の キャ ラ を 
考え て 描い て 
いき ます 。 今 
回 は 活発 な 女 
の 子 キャ ラ に 
決め まし た 。 
それ に と も な 
い 、 ポ ボー ズ の 
調整 を 行い ま 
す 。 






> キャ ラク ター づけ を する 


人 0. 人 体 構造 の 確認 ・ 描 き 込 み 
+ 着 彩 の アタ リ 





足 の 向き を 、 あ えて 内 側 に 突っ > NN 
張る 形 へ と 変え まし た 。 半生 


女の子 の 性 格 を 考え 、 こ の 子 が と り そ う / 
Doiut な ポー ズ へ 微 調整 し まし た 。 キャラ の 性 / 

格 を 見 た 目 や 行 動 に 反映 する の が 、 女 の / 
子 を より 魅力 的 に 見 せる た め の ポ イン ト で す 。 - 





rt は 江上 E 寺 HAUNT は SN 


rtO は ・ 衣 HEE 人 HPNI( キ は とび は の 刷 の 稚 
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(3) 体 の 流れ を と 





ら え て 描く 


体 の 動き に は 、 流 れ が あり ます 。 そ の 流れ を うま く と ら え て 描く と 、 動 き の あ る 魅力 的 な 絵 





が 描け る よう に な り ま す 。 ま た 、 流 れ が つか め れ ば 、 手 の 動き も 簡単 に 描け る よう に な り ま す 。 









振り 向く 

CEE 
揺れ る ボニー < を ば 
テー ル ( 髪 型 ) 


ビア デス (アデ タ セ サ り リー で 
女の子 を 引き 立て よう ) 


es 


“EG 
水着 (王道 の 
か わい い コ ス 
手 の 表 情 (か わい く チュ ー ム ) 
見 せる 手 の 表 情 ) Ci 
lw 
eg の 
育 中 か ら お 尻 へ の 腕 の 曲線 ライ ン 
Rg NE ( 腕 は 微妙 な 曲線 
ライ ン を 作る ) で な め ら か に ) 
( 沿 浮き 出る 肩 甲 骨 は 
eA ( 肩 甲 人 の 凹凸) ( 沿 


ジ 


突き 出る お 尻 (か わ 
いい お 尻 に は 「 弾 力 


ショ ー ト パン ツ (ペー 
と 丸み 」 が 最 重要 ! ) ラー 


シッ ク な コス チュ ー ム 


CD ⑱ eset 
“ CFE 
\\ 
ヒザ 裏 の 華 奪 な 感 、 、 
じ (ヒザ の 丸み ・ EE 直 3》 は 、 ビー チバ 
Pa ネー レー で 遊 上 ぶ 女の子 の イ 
ンク 3 
Cee CN Dh: J 
る 背中 と 、 お 尻 の 曲線 
CD (a が 印象 的 な ポー ズ に な 
3 り ま す 。 
くる ぶし の ライ 
ン (足首 や 足 の ym アキ レス 膝 の 
甲 の 華 秦 な さま ) PP ライ ン 
Ch Cs Cr (i 
プリ ここ 


骨盤 の 存在 を 意識 する (お 用 か ら 腰 、 脚 まで の 流れ ) 


くびれ た 懇 は キュ ッ と 上 に 引っ ぱり 上 げ ら れる よう な 意識 
を も っ て 描く と 、 少 女 と 大 人 の 間 に あ る 「 か わい らし さ 」 を 













表現 で きま す 。 
女の子 の 骨盤 《 正 面 》 
は 広め な の が る 
特徴 。 脚 に 向 に 5 
すそ 
か っ て 腰 の 裾 朋 
野 が 広く な る 
イメ ー ジ で す 。 
脚 (太もも ) 脚 (太もも ) 
《 側 面 》 
YY 
お 腹 と 腰 の 境目 に ある 
段差 を 描か ず 、 凹 凸 の 
な い 腰 は N G で す 。 

腰 を か わい く ア ピー ル し た いと き ぎ は 、 
下腹 部 が 少し か ふくらみ 、 腰 に 手 を あて る 、 腰 を 横 に 突き 出す 
そこ か ら 股 間 へ と 流れ CE な どの ポー ズ が オス ス メ | 
ます 。 

“* 脚 を 上 ける 
ute 
人 ! 
= デニー 
。 A 〆* 
隠れ て いる 部 分 を きち > 
ん と アタ リ で 描い て お 
ES PE お 尻 へ 向かう 部 分 の プ 
ます 。 お 尻 の 存在 を 意 ーッ と し た 柔らか さ が 
識 し 、 な め ら が か な 線 で ポイ ント で す 。 
つなげ まし ょ よう 。 





ら 1 


・ 選 olEECHTRT 人 は ご と ござ は SS 許 


rt は 


rtO は ・ 肖 IEE 人 HHNI( キ と び は の 8 竹 
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《 ボ イン ト @⑳ し な や か に 美しい 曲線 で 表現 》 


指 を くっ つけ る 








* ぶ x 手 を さ つ の バー ツ に 分 け て 考え る 
手 を 「 親 指 ・ そ の 他 の 指 ・ 土 台 ] の は つの パー ツ に 分 け 
て 考え て 描く こと で 構造 複雑 さ を 整理 で きま す 。 


《 手 の ひら 側 》 





描き を た い 手 の ポー ズ 


を 先 に ざっ くり 描き 、 


親指 ・ そ の 他 の 指 を 
描き 込ん だ ら 、 そ れ 
を つなげ る よう に 土 
台 を 描き ます 。 


《 指 元 側 》 


手 を し な や か に 、 美 し い 曲 線 
で 表現 する と 、 よ り 女 の 子 ら 
し く な り ま す 。 以下 の 点 に 注 
意 し て 線 を 引 寺 まし ょ うっ 。 


@ すら っ と 細い 指 に する 。 
手首 も キュ ッ と 細く 。 

$? 手の甲 を あま り 広 く 大 き 
くし な い (ほっ そり させ 
る ) 。 手のひら の ふくらみ 
は ふっ くら させ る 。 

る ぁゃ どー9 本 の 指 を くっ つけ 
る 。 

@ 曲線 で 柔らか そう な 印象 

を 与え る 。 


《 手 の 甲 側 》 


手の甲 側 の 指 の つけ 根 に 
で きる スジ や 出 っ ぱ り は 、 
あま り 播 写し すぎ な いぼ 
う が か が かわいく な り ま す 。 


= 《 側 面 ・ 外 側 》 





O  @ 
@ 
親指 以外 の 指 は 
3 箇所 で 曲がる 
ーー~ 人 
指 は つけ 根 と その ほか に 
ら つ ある 関節 で 曲がり ま 
す 。 親指 だ け は 特殊 な の 
で 要 注 意 ! 
* か わい く 見 せる 手 の 表 情 


以下 の 点 を 取り 入れ て 、 手 の 表情 を 
工夫 し て みる と 、 グ ッ と 女の子 らし 
い 手 に な り ま す 。 


力 を 抜く 。 ギ ュ ッ と 握る より も 
握り きっ て いな い 指 の は ほう つが 〇 。 

る 手 を 広げ る と き は 指 を 反 ら す 。 

る 指 を ば ら け させ る (特に 小指 を 
別 で 動か す )。 

$ 手首 を か えす 。 


《 手 を 合わ せる 》 


《 手 を モジ モジ させ る 》 


る 


《 側 面 ・ 内 側 》 
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rt0 は ば ・ 肖 HEEH ビ は と び は 中 ら 対 


試 O は ・ 強 glECHSHCH と ざす は SS 放 


《 物 を つま お む 》 





《 小 指 を 立て る 》 
手 の 中 に 空間 
が 生ま れる こ 
(し / と に 注意 。 
\ 立て る 
使っ て いな い 指 を 
遊ば せる と 、 か が わ 
いい し ぐさ に 。 《 軽 く 握 る 》 
指 を 少し 立て 
ます 。 


《 指 で 品 を す ぼ ま せる 》 





か わい らし さ を 優 先 さ せれ ば 、 リ アル さ 
に こだわ る 必要 は あり ませ ん 。 左手 に わ 
ざと お ぼ つ か な い 手 の 表情 を 入れ て 、 華 
上 関 の よ うに 、 手 を セー ター に 半分 奪 な か わい らし さ を 演 出し て いま す 。 
隠す こと で 小さ く 見 せ 、 か わい らし 

さ を 演出 し ます 。 
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* ぶ x 手 で ハー トマ ー ク を 作る 
(こぶ し ハー ト ) 


の 3 つの パー ツ に 分 け て 描く 





4 本 の 指 の アタ リ を 入れ る 


の VS 
> 


て プ 人 


の 


ここ 





手 を さ つ の パー ツ (親指 ・ そ の 他 の 指 ・ 土 親指 以外 の 4 本 指 の アタ リ を 入れ ます 。 こ 
台 ) に 分 け て 、 ア タリ を 描 さ ます 。 ま ず は こ で も まず 形 を と る こと が 大 切な の で 、 ひ 
ざっ くり 形 を と れれ ば 0K で す 。 と まず 大 ま か に 線 を 入れ ます 。 


/ ル 4 





女性 らし い 手 の ライ ン ・ 表 情 を 
意識 し て 、 形 を し な や か に 整え 
て いき ます 。 指 の 曲げ 具合 に 差 
を 出し た り 、4 本 指 の ライ ン を 
な め ら か な 凹 凸 に し た り 、 親 指 
の カー ブ を 強調 し た りす る の が 
ポイ ント で す 。 


作例 イラ スト は 人 差し 
人 指 を 少し だ け 曲 げ て い 
Ns クー ます 。 これ も 女性 らし 


< い 手 の ポイ ント で す 。 
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rtt は ば ・ 肖 ER は と ざ は 中 対 


rtO は ・ 肖 HEEH ビ NRNI( キ と ざ び は の 届 の 稚 


《 親 指 と 人 差し 指 で ハー ト 》 


/ で 人 
指 を 広げ る の も 


コ 中 指 ・ 薬 指 ・ 小 
この ポー ズ の 場合 は 、 親 指 と 人 差し 指 の a 
ハー ト を アタ リ で と り 、 そ こ か ら 指 を 増 = BOK ! 





や し た り 土 台 を 作画 し た りす る の が オス i 
メメ で す 。 N 


《 人 差し 指 と 中 指 で ハー ト 》 
人 差し 指 と 中 指 の 間 の 水 か き 部 分 を 忘 


ea ず に 作画 する の が ボ ポイ ント で す 。 こ の 
| ポー ズ は 人 差し 指 と 中 指 を 描い て か ら 、 
ー、 4 本 指 の つけ 根 の アタ リ を 入れ まし ょ う 。 


《 指 ハー ト 》 





拳 を 握る ポー ズ の アタ リ を と っ て 、 親 指 
と 人 差し 指 を クロ ス さ せる よう に 伸ばし 
ます 。 きち ん と 親指 と 人 差し 指 の 腹 側 ご 
うし が ぶつ か る よう に 注意 。 


手首 を クイ ッ 
の 。6% と 返す の が 、 

より か が かわいい 
し ぐさ に な り ま す 。 





手 一 し な や が ざと 柔らか さ の 相乗 効果 が カキ に な る 


大 き な ジ ェ ス チャ ー が と れ て 、 顔 だ け で は な く 手 で 感情 
表現 を する と 、 絵 が 華やか に な り ま す 。 





* ぶ 手 の ひ よ りか わい い 描 さ 方 
手の甲 の スジ や 指 の 関節 、 手 の ひら の シワ 、 ツ メ 
と いっ た 部 分 を 描き 込み すぎ ず 、 適 度 に 省略 する 
の が 基本 の ポイ ント に な り ま す 。 





指 が 太く 四角 く 、 
描き 込み が 多い 
手 は 、 ゴ ツ ゴ ッ 「 
し た 印象 を 与え | ルレ 
で し まい ます 。 [ 
《 ボ ポイ ント ⑩ 指先 は 細く 丸く 》 
『 指 は 先 に いく に つれ て 組 
ぴっと 開く くし ます 。 指先 の 形 は 細 
1 ( 長い 曲線 を 描 を まし ょ う 。 
親指 も まっ そり させ ます 。 
_ 指 の 腹 は な だ ら 
か な カー ブ 
@ 親指 の 流れ 
ツメ は 簡単 @ 小指 の の, 手 は 第 1 に 中 指 の 流 
に 描く の が 売れ れ 、 第 2 に 親指 の 流 
ポイ ント 。 " れ 、 第 3 に 小指 の 流 
| れ を と ら え られ る と 
自由 自在 に 描け る よ 
うに な り ま す 。 


まめ 





人 差し 指 が 薬指 よ 
り も 長い と 、 女 性 
的 な 手 だ と いわ れ 
て いま す 。 
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・ 句 針 甘 財 池 RI こさ びさ は SN4 


rt は 


人 (側面 図 〉 SN 


肩 は 乳房 より 
も 後ろ に ある 
た め 、 腕 を 普 
| ( 通 に 下ろ す と 
乳房 より 後ろ 
に きま す 。 乳房 より も 後ろ 
に あり ます 。 





ヒジ を 胴体 に 寄せ 、 
前 腕 を 少し 外側 に 向 
ける と か が かわいらしい 
ポー ズ に 。 
受 の 線 は 輪郭 以外 、 
ーー ォ 。 ン 一 ae み あま り 描 き 込ま な 
〈 腕 を 前 に 伸ばす 〉 いよ うに 気 を つけ 
まし ょ よう 。 


た だ の 棒 や 円 柱 で は な く 、 太 さ ご 


< に 強弱 の つい た 図形 と し て と ら 
グ /] える と 揺 き や すく な り ま す 。 





《 ボ イン ト @ 腕 に つく 脂肪 の 柔らか さ 》 
前 腕 の ヒジ 側 、 二 
の 腕 の 脂肪 は 、 女 
の 子 の 腕 の 炒 ら か 
さ を 表 現す る つえ 
で 大 切 で す 。 止 呈 
を な だ ら か に 描く 
こと は 忘れ ず に 、 
脂肪 の 柔らか ご を 
表現 し ます 。 


〈 腕 を 横 に 広げ る ・ 曲 げ る 〉 


6 さっ 


MI 
が 集まり ます 。 





63 


・ 有 IEEH 民 RT 人 とび は 8 性 


rt は 


・ 適 oHEE(H ビ NRNI( キ と び は の 届 8 衝 


rtO/ は ば 
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ペペ 


類 棒 を つく な どの 





《 ボ ホイ ント @ ヒジ は あま り 描 き 込 まな い 》 


く 外側 


(内側) 





脂肪 が 寄っ て 線 が 
強め に 入り ます 。 


ポー ズ 時 は 、 ヒ ジ 
側 の 前 腕 ・ 二 の 腕 
が 横 に 広がり ます 。 
ボウ リン グ の 
ビン の 形 を イ 
< 内 側 ) ヒジ は 最小 限 の 線 で 表現 し ます 。 ヒ ザ と 同じ で 指 


き 込み すぎ る と ゴツ ゴツ し て し まう た めで す 。 下 
辺 が 狭い 台形 を アタ リ と し て 描く と 、 ヒ ジ の 線 が 


うま く 描 け ます 。 
の 4 ヒジ 斉 は 線 を 入れ 
Pot ず に カゲ で 表現 す 
る か 、 も し く は 横 
1 本 の 線 に 1 本 だ け 線 を 入 
れ ま す 。 
(前 側面 ) ( 後 側面 ) 
(外側 〉 
横 か ら 見 る 
と 、 あ まり 
ヒジ は 出 っ 
ば ぱり ませ ん 。 





rtO は ば ・ 衣 olEE( 人 HPNI(t キ と び は の 届 の 稚 


腕 は 微妙 な 曲線 で な ゆら か に 


腕 は よく 棒 や 円 柱 に た と えら れ が ち で す 。 そ の ほう が 人 簡単 に は 描け ま 
す が 、 ま っ すぐ な 腕 で は 女の子 の か わい さ を 表 現し きれ ませ ん 。 腕 の 凹 
凸 を 曲線 で 表し 、 し な や か に メリ ハリ を つけ る の が 「 よ りか わい い 」 腕 
を 描く 秘訣 で す 。 








まっ すぐ に 描く と 、 ロ ボッ ト 
の よう に 人 硬く 、 女 の 子 の かわ 
いさ が 感じ られ な い 腕 に な っ 
て し まい ます 。 





* 妥 の より か わい い 所 き 方 
《 ポ イン ト ⑩ 微妙 な 凹凸 を 曲線 で 表現 する 》 < 正面 図 ) (背面 図 ) 


腕 の 微妙 な 凹凸 を 描く に は 、 肩 と 上 腕 、 前 腕 、 手 を な 
の め の ら が か に つなげ ば る の が オス スズ ス メ で す 。 か と いっ で て 、 目 










な め ら か に a 
肩 
凸 を つけ すぎ る と 筋肉 質 で ムキ ムキ の 腕 に な っ て し ま つなげ る 
う の で 加減 が 必要 で す 。 凹 
〈 和 終 め 前 〉 
Se の 凸 
妙 に 凹凸 を つけ て いく と 
より か が かわ いい) 腕 に 。 ii 
凹 
\ ロ 
凸 
上 凹 
] 直線 的 
腕 の 内 側 は 
腕 を 曲げ た と き 表れ | 外側 より も 
る プ ニ ッ と 柔らか な 凹凸 が 目 立 





線 が ポイ ント 。 ち ま せ ん 。 


カラ ー 作 例 すず が える ※ 





* ぶ いろ いろ な 手 の ボ ポー ズ 
《 指 差し 


手 の 土 台 部 分 が アー 
ナ 型 に な り ま す 。 親 
指 と 人 差し 指 を 基準 
に し て 土台 を 描い た 
あと 、 そ の 他 の 指 を 
描き 込み ます 。 


小指 に は そこ まで 
Do 力 が 入ら な い の で 、 

ゆる く ぐ く 握ら せ る と 
形 が より よく な り ま す 。 


《 カ オー ボー ス 》 


《 手 を 組む 》 


まず は 興 側 に な る 手 を 、 ガ オー ボー ズ の 
よう に 描き 、 そ こ に 手前 側 の 手 の 指 を 組 
み 込 ん で いく よう に する と 描き や すぐ な 
り ま す 。 手のひら の 手首 側 に 少し すぎ 間 
が で きる の が ポイ ント で す 。 





ゆる く 握 る 





手 の 土 台 部 分 は 丸め た り 広 げた り で きる 。 


er 
デ = 
F A 
\ 
\ 
1 ー / 
1 | ュー 
」 
い 
へ アプ 
ペ > 
こい ーー 情 


<ー = = 広 ei > 






グイ ッ と 強め 
の カー ブ 


引 の 曲がり 具合 が 肝 に な る ポー ズ で 
す 。 中途 半端 に 曲げ て いる の で 、 ど 
の 関節 で どの くら い 曲 げ る か を 考え 
な が ら 、 指 を 描写 し ます 。 





Do て 、 か わい い 手 
の 表情 を 作り ま 


( ン 
IA / よう 。 


の 4 < 小指 を 少し 立て 
SE 
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・ 句 針 甘 財 池 RI こさ びさ は SN4 


rt は 


rt り は ・ 衣 oHEEOHTPRt( は と ざ び は の 中 竹 
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《 カ ー ド を も つ + 差 し 出す 》 

カー ド の よう に 軽い も の は 親指 十 人 差し 指 ( 十 
中 指 ) で も つの が 基 友 で す 。 薬 指 や 小指 は ほ と 
ん ど そ える だ け な の で 、 力 を 抜い た 表現 や 指 を 


別に 動か すこ と を 心がけ ます 。 ア 
| 
ue 薬指 ・ 小 
Do 指 を 遊ば 
の せま し ょ 


つ 。 


し ゃ っ こつ けい じょう と っ き 
* 手首 の 骨 (尺骨 茎 状 突起 ) を 舞い て 「 よ りか わい く 」 ! 
小指 側 の 手首 付近 に ある 出 っ ぱ り は 尺骨 茎 状 突起 と いい ます 。 脚 
と 手 の 境 目 に な る ポイ ント で 、 こ の 出 っ ぱ り を 描く と 手首 に 華 著 
な 印象 を 与え 、 女 性 らし く 上 魅力 的 な 手 に な り ま す 。 


《 髪 を 後ろ へ な び か せる 》 


この 出 っ ぱ り は 手のひら 
側 か ら ま っ すぐ の アン グ 
ル で は ほこ と ん ど 見 えま せ 
ん 。 手の甲 側 や 少し で も 
催 め の アン グル に する と 、 
よく 見 えま す 。 





尺骨 茎 状 突起 は 手 と 腕 と の 境目 
の 目印 に も な り ま す 。 腕 ・ 手 を 
中 心 に し た し ぐさ を 描く 際 に 大 
切な ポイ ント で す 。 





rtO は ・ 肖 HEE 人 HHNI( キ と び は の 8 衝 
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《 ま ん まる 型 》 ピー チ 型 (基本 ) 














僧 帽 筋 は あま り 盛 り 
上 げ ず 、 線 を 肩 へ な 
だ ら か に つなげ ます 。 
肩 の ライ ン も 丸く な 
だ ら か に 、 腕 へ と つ 
な げ ま し ょ う 。 


丸く て 弾力 が あめ る 、 バ ツ パ 
ツ と し た お 尻 の 形 。 ピーチ 
型 よ り も ボリ ュー ム 感 が あ 
り ま す 。 


ゴー ピー チ 型 の 丸み 
の 最 下 部 


肩 を 若 士 す くめ 気味 に 描く と 、 か わい らし ざさ ご が アッ 
プ ! 腕 を 肩 よ り も 下 に し て いる ボーズ を 描く と き 
に 使う と よい デ ク ニ ッ ク で す 。 





「 か わい い 女 の 子 」 の 肩幅 は 少し 狭 
め が オ スス メ 。 頭 部 十 拳 ど 個 分 くら 
い の 幅 が ベス ト で す 。 





肩幅 が 広い と 、 い か つく 
な っ て し まい ます 。 












*“ 魅惑 の ワキ 

腕 を 広げ た り 上 げた りす る と 見 え 
る ワキ 。 畠 く の が 難し い 部 位 で す 
が 、 灯 力 的 に 描く コツ は 胸 と 腕 と 
肩 の 関係 を 把握 する こと で す 。 


馳 房 より も 後ろ 
に 、 腕 が 刺さ る 
イメ ー ジ 。 





肩 か ら 乳 房 へ 







乳房 





腕 は 肩 ま わり の 筋肉 に 突き 刺さ り 
ます 。 そう し て で きる の が ワキ で 
す 。 カ ゲ を 入れ る と 、 ワ キ が より 







綺麗 に 見 えま す 。 
a pO / 


左 図 の よう に 、 肩 が ほとん 
ご ど 見 えな いよ うな ボー ズ は 
腕 や 乳房 か ら 描 く と 形 を と 
ら え や すい で す 。 
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・ 運 HE 人 HHRNI( は と ざ び ば の 中 の 竹 


rt ば 


* 作例 メイ キン グー 一 脚 ・ 定 か ら 簡 略図 を 指 く 


7 脚 ・ 足 か ら 簡 略図 を 描く 


描き た い ア ング ル 
を 設定 し て 、 手 前 
側 に くる 足 と スネ 、 
ヒザ を 、 簡 略図 で 
描き 込み ます 。 


間 賠 図 か ら 立体 的 な アタ リ ヘ へ 


簡略 図 を も と に し 
て 、 立 体感 を つけ 
て いき ます 。 


腰 の 位置 は 大 切な の で 
( 脚 や 上 半身 を つなげ 
て いく 起点 に な っ た た 
め )、 消 さす ず に 指 き 込 
み ま す 。 


ベン 入れ 一 着 彩 ・ 仕 上 げ 


下 揺 き ざか ら ペ ン 入 れ 
を 進め た の が 右 図 に 
な り ま す 。 


石 定 の 角度 や スマ ホ を 
も つ 右 手 の 角 度 、 髪 の 
広がり 方 を 調整 ・ 修 正 
し まし た 。 女の子 を よ 
りか わい くす る た め に 、 
ポー ズ の 細部 を 試行 錯 
誤 し つづ ける こと が 大 
切 で す 。 








腰 一 太もも 一 上 半身 と つなげ て いく 


腰 の 位置 を 描き 込ん だ 
ら 、 腰 に つなが る よう 
に 太もも を 、 腰 の 位置 
か ら 上 半身 を 設計 し ま 
す 。 腰 を 起点 に 、 ど ん 
どん 部 位 を つなげ て い 
く の が コツ で す 。 


肉 づ け 十 衣装 の 描き 込み 


肉 づ け を し て 
服 を 着せ ます 。 
今回 は 脚 ・ 足 
が メイ ン な の で 、 ふ 
くら は ぎ や 太もも の 
系 ら か な 丸み を 特に 
意識 し て 描き ます 。 


CPZZ2 


肉 づ け の 際 に 1 
左足 の 向き を 、 NN 
足首 を 少し 伸 
ば す 角 度 へ 修 
正 し ま し た 。 
足首 か ら の 曲 
線 が より 女性 らし く 見 える た め 
で す 。 
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・ 蘭 味 慰 氏 味 池 RI ささ SN 


「 オ ムー 


人 体 は 左右 対称 で す 。 し か し 、 
バー ス が つい た り 重 み で 押し つ 
ぶさ ぐれ だ たり し て 変形 し ます 。 







手前 が 大 きく 


重力 で つぶ れる お 尻 は 、 丸 が 少し つぶ ぷれ た 形 
に な り ま す 。 ま た 、 太 も も を 曲げ た こと で お 
尻 の 脂肪 が 太もも へ と 流れ て いき ます 。 し か 
し 、 ど ん な に つぶ れ て も 基本 は 左右 対称 で あ 
RR る こと が わか る よう に 作画 し て くだ さい 。 

十 さ ら に つぶ れる 


* ぶ お も な か わい い お 尻 の タイ プ 

《 ビ ー チ 型 (基本 )》 ピー チ 型 の 丸み の 頂点 

お 尻 ( 腰 ) の 横幅 は 肩幅 
と ほぼ 同じ な の で 、 お 尻 
の ボリ ュー ム は 横幅 で な 
く 、 お も に 厚み ・ 双 丘 の 


/ 丸み で 表現 し ます 。 
好み が 分 か れる お 尻 の 形 
の 中 で も 、 ピ ー チ 型 は 
ベー シッ ク な か わい い ) 形 


で す 。 ほ ご ど ほ ど に 肉 づ き 
ute 基本 型 な どの 肉 づ を の ある 
の ga み の “ お 尻 は 、 双 丘 の ぶつ か りら に 
よっ て 割れ 目 が 二股 に 分 か 
れ ま す 。 キ ュ ッ と 型 の 小 ふ 


が あり ます 。 
りな お 尻 に は で きま せん 。 


mw や mw mw a aw 


ピー チ 型 (基本 ) 


《 キ ュ ッ と 型 》 
少し 小 京 り で キュ ッ と 引 


さ し ま っ た お 尻 。 プ リッ 
と し た 形 が か わい さ を 感 
じ さ せま す 。 


コー ピー チ 型 の 丸み 
の 最 下 部 
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・ 句 針 甘 財 池 RI こさ びさ は SN4 


rt は 





起 記 上 K 但 うめ 丸 


より 魅力 的 な 表情 ・ し ぐさ 


絵 と し て 、 女 の 子 を か わい く 描 く た め に は 、 構 造 の 正しい 「 素 」 を 描く だ け で は も の た り ま 
せん 。 演出 され た 表情 ・ し ぐさ を 計算 に 入れ 、 そ の シチュ エー ショ ン を 作っ て 描き ます 。 





人 ZED は 、 朝 起き て 

ーー | 胡 を 責 に か ける ( 朋 F002rer. s 
に まつ わる し ぐさ ) 

[ンー 伯太 ももか ら 下 和 

s ピ へ の ライ ン な ど が ポイ 


ント に な っ て いま す 。 









広がる ロン グ 





ヘア (髪型) 
| 驚き + 焦り の 表情 
WW 、 (表情 で 魅せ る ) 


ヽ 


浮き 出る 鎖骨 (デコ ル テ 











ライ ン を 綺麗 に 見 せる ) 
ンー 
> 胸 の 谷間 ・ 乳 房 の 柔 
スマ ホ を も つぼ の 。 ら か さ ( 洗 力 ・ 炒 ら 
) か さ の 強調 ) | 
表情 (か わい く 見 ーーー- 6 
せる 手 の 表情 ) 48 ペー ジ , (A 





曲げ た ヒジ まわ り の 柔らか さ 「 
( 腕 に つく 脂肪 の 柔らか さ ) / 





ヒザ の 丸み (ヒザ の 』 
丸み ・ 華 奮 な さま ) 臣 





ーー k 
太もも ・ ふ くら は ぎの 
あお 向け に 寝 転 ぶ " 柔らか さ (太もも と ふ 
(し ぐさ ・ 動 作 を レー くら は ぎの 脂肪 
より 9 の 寺 基 に 
い (0 くる ぶし の 曲線 ラ 


イン (足首 や 足 の < ン レ 
0 二 間 の の と の 
AA 

74 





・ 各 店 HEE 人 HH とび は お 蛋 衝 


(オバ パー 


82 


《 驚 さ 十 困惑 》 


目 を 丸く 、 瞳 を 点 で 和 表 
現し て 驚き を 、 困 っ た 


よう に 引き つる 口角 と 、 


寄せ た 眉 で 困惑 の 表情 
を 描き まし た 。 








《 お 腹 べ コ ペ コ 》 
目 に キラ キラ し 
た ダイ ヤ を 、 口 
に は わずか に よ 
だ れ を 垂らし 、 

今にも 食べ た い 
感情 を コミ カル 
に 描き を まし た 。 








両手 を 思わ ず 胸 の 前 に 出す こと で 、 
より 「 ど うし た らい いか が か わから な 
い ] か わい さ が 出 て いま す 。 


** 飲 求 を 表現 し て みよ う 

感情 表現 と し て 、 心 に わき 上 が る 人 間 の 欲求 を 表現 し 
て みる の も Good ! 作例 で は 、 睡 眠 欲 や 食欲 、 愛 
情 を 表現 し て み ま し た 。 


(眠たい 》 


あく び で 出る 涙 や 、 閉 じ 
た 目 、 口 も こと を 隠 そ つこ と 
する 手 が ポ イン ト で す 。 







《 大 好き 2 


ソ WF 
NN (、 
投げ キッ ス で 愛 を 振り まい て 


いま す 。 小 さく 笑 ら せ た 唇 や 、 
ニッ コリ 笑う 目 が か わい い 表 現 。 


* コツ @ 感情 の プラ スマ イナ ス を 考え る 

ら つ 目 は 、 表 現し た い 感 情 が プラ ス な の か マイ ナス な の か を 考え る こと で す 。 た と え 
ば 、 女 の 子 キ ャ ラ が 泣く と ころ を 作画 し た い 場 合 、 そ れ が 嬉し く て 泣く (プラ ス ) の 
か 、 そ れ と も 甘 し く て 泣く (マイ ナス ) の が で 、 表 現 が 違っ て くる の で す 。 





嬉し 泣 ぎ の 場合 は 、 眉 を し 
か が め て いて も 、 目 や 口 は 笑 
わせ て いま す 。 目尻 を 下げ 
て 柔らか な 表情 に 。 


感情 を マイ ナス に する に つれ 、 
口 を 歪 ま せ た り 目 を 伏せ だ たり し 
て ツラ さ ご を に じ ま せ ます 。 顔 に 
カゲ の 線 を 入れ る と 、 絶 望 感 を 
表現 で きま す 。 


… コツ @ 複数 の 感情 を 混ぜ る 2 
最後 の コツ は 、 複 数 の 感情 を 混ぜ て 感情 を 複雑 
に する こと で す 。 人 が 一 度 に 抱く 感情 は 、 必 ず 
し も ひと つ で は あり ませ ん 。 


《 怒 り 十 悲しみ 》 


赴 を 下げ つつ も 、 眉 尻 を 少し 
上 げ る こと で 、 悲 し み の 中 に 
も 怒り を 感じ させ ます 。 
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表情 で 魅せ る @ 感情 表現 の バリ エー ショ ン を 増やす コッ 


た と えば 、 同 じ 「 営 ぶ ] 感情 で も 、 そ の 表現 の 仕方 は さま ざま で す 。 感情 表現 豊か に 女の子 
を 揃 け る よう に な れ ば 、 そ の ぶん 女の子 キャ ラ に 個性 を 出す こと が で きま す 。 感情 表現 の バリ 
エー ショ ン を 増やし て 、 よ り 魅 力 的 な 女の子 を 描き まし ょ う 。 


コツ ⑨ 感情 の 大 き さ を 設定 する 
] つ 目 の コツ は 、 表 現し た い 感 情 を どの くら い の 大 き さ ざさ に する か 、 
設定 する こと で す 。 ここ で は 高 点 表 現 を 例 に 見 て いき ます 。 


一 番 左 の 図 は 無邪気 に 
腕 を 振り 上 げ 、 全 身 で 
喜び を 表現 し て いま す 。 
腕 と 一 緒 に 髪 や 乳房 も 
動き 、 大 きく 口 を 開け 
て いる の が ポイ ント で 
す 。 


舌 や 歯 列 が 
\\ ハッ キリ と 
| 見 える まで 
大 きく 開け 
て いま す 。 





中 央 の 図 は 拳 を ギュ ッ 
と 握り 、 髪 を 少し 広げ 
て いま す 。 ま た 、 一 番 
右 の 図 は 軽く 拳 を 握り 、 
口角 を 少し 上 げ て 、 抑 
え め な 喜び の 表現 に 。 


感情 が 大 きく な る ほど 、 通 常時 の 顔 と の ギャ ッ プ も 大 きく な 
り ま す 。 そ れ に と も な つう し ぐさ も 、 体 を 大 きく 動か す も の へ 
と 変化 し ます 。 逆 に 感情 が 小さ い 場 合 は 、 動 き を 小さ くし た 
り 目 も と ・ 口 も と だ け 人 変化 ベ ご せる な どの 「 感 情 を 抑え る 」 表 
現 を 取り 入れ る と 、 つ まく 舞 写 で きま す 。 


で 《 つ っ か りお 茶 目 な 表情 》 

べろ っ と 舌 を の ぞ で かせ 、 笑 顔 の ウイ ンク で お 
茶 目 さ を 表し て いま す 。 コ ツン と お で こ に 拳 
を 当て て いる の も 、 か わい いし ぐさ で す 。 





古 を 少し だ け の ぞ か せる 
の が ポイ ント ! 舌 が 大 
さす ぎる と 、 な まめ か し 


いた ずら っ ぱ ぽい 笑顔 で も 、 目 も と に 嬉し 
そう + 優し そう な 印象 を 与え る と か わい 
い 表 情 に な り ま す 。 障 に ルイ ライ ト を 増 
や し 、 目 と 眉 の 間 を 広め に ことり まし た 。 


目 と 盾 の 間 を 少し 狂 
め 、 い じらし さ を 演 
出し て いま す 。 





困り 顔 は や や 上 を 見 上 げ 、 考 えて いる 印 
、 象 を 与え る た め に 、 目 を 丸く 描き まし た 。 
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・ 各 中 HEE 人 HPRI( 人 とび は お 蛋 対 


「 オ へ 


* ぷ 怒り の 表情 
上 目 づ か いで に ら み つけ る よう に 作画 し まし た 。 急 
り の 感情 を 出し な が ら も 、 女 の 子 キ ャ ラ の 背 の 低 
さ ・ か わい さ を 表 せる 魅力 的 な 表情 で す 。 






SN 






目 と 眉 頭 を 極力 近づけ 、 
対 め に 線 を 引い て つり 
上 が る 眉 を 描く の が ポ 
イン ト で す 。 


//// , 


* 記し み ( 哀 ) の 表情 

まつ 毛 を 下向き に 描く こと で 砺 し お 表情 に 備 
ざさ が 生ま れ ま す 。 瞳 の 下部 に 、 涙 に な る 前 の 
水分 を 溜め て いる よう な キラ キラ を 搬 写 する 
と 、 肝 護 飲 を か きた て られ る 表情 に 。 


へ 


上 暗 の 下部 に キラ 
キラ を 描き 込み 
ます 。 





CPZZ2 


涙 を 拭う 手つき に は キャ ラク ター の 性 格 
が 出 や すい の で 、 目 分 が 描き た い 女 の 子 
キャ ラ が どん な ふう に 拭う の か 、 探 究 し 
眉 は 八 の 字 に グッ と 寄せ 、 瞳 を 最大 限 に て 描い て みる の が よい で し ょ う 。 

うる ませ て 、 口 も と の 線 を 波状 に 引く の 

が 、 か わい い ポ イン ト で す 。 





Ff 


・ 層 閉局 氏 味 湖 半 こ び さ は SN 


「 オ へ 


・ 情 國 HEE 人 HPRI( は と び ば の 中 8 衝 
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* 功 き の 表情 
[驚き 」 は 無意識 に 素 が 出 て し まう 感 
情 表現 で す 。 指 を 中 途 半端 に 曲げ る と 、 
ビビ り 感 が 出 て 「 守 り た いか わい さ 」 
を か も し 出せ ます 。 








目 の 瞳 (中 央 の 黒 
い 部 分 ) を 小さ く 、 
通常 より も 白目 の 
割合 を 多く し て 、 
大 きく 見 開い た 目 
を 表現 し ます 。 


*: その 他 の さま ざま な 表情 





(照れ る 》 や や 上 目 づか 
困っ た よう な 眉 、 緊 張 し て ‘an 
pe り 目 気味 に 描 
力 の 入る 口 も 「 照 れ 」 を 表 く と か わい く 
現し て いま す が 、 人 差し 指 見 えま す 。 


を な モジ モジ と くぐっ つけ る も 
ぐさ で より かわ いさ を 演出 
し て いま す 。 


《 恐 怖 》 





恐怖 で 見 開く 目 、 引 きつ る 下 ま ぶた 、 
思わ ず 開 いた 口 に 手 を や る し ぐさ が 
ポイ ント に な っ て いま す 。 





・ 縛 申 clEEOHHRT 人 とび は お 蛋 対 


(オバ パー 
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表情 で 魅せ る ⑩ 表情 の 基本 | 評 怒 哀 † 驚 」 を か わい く ! 


女の子 の か わい い を 構成 する 重要 要素 に 、「 明 る く ハ イ テ ン ショ ン 」|「 表 情 が コロ コロ 変わ る 」 


な ど が あり ます 。 漫画 的 デフ ォ ル メ 表 現 を 駆使 し 、 演 出す る 術 を 見 て いき ます 。 


* 喜び の 表情 

暗 を 丸く し て 、 八 イラ イト を 多め に キラ キ 
ラ さ せる と 、 喜 び ・ 期 待 の 感情 を か わい く 
表現 で きま す 。 感 情 を より 強く 出す に は 、 
髪 や 肩 を 跳ね させ る の が ポイ ント で す 。 








《 笑 つ 》 

目尻 と 眉 を 下げ る と 、 安 心して いる よう 
な 雰囲気 の 、 抄 ら か な 笑顔 に な り ま す 。 
笑顔 を 反 く 際 は 、 そ の キャ ラ に 「 和 幸せ に 
な っ て ほし い 」 と 管 じ る ゃ こと で 、 よ り よ 
い 表 情 を 作画 で きる の で オス ス メ ! 


目 の 閉 じ 具 合 を 自由 に 押 写 で き 





our ーー の 、 
を a られ ば 、 お の ず と 表情 の 幅 も 広 が 
ri NC り ま す 。 ま た 、 通 常 は 上 まぶた 
の み が 目 を 響い 隠す よう に 下 が 
©@ り ま す が 、 笑 顔 の 場合 は 上 ま ぶ 


た が 下がる 十 下 まぶた が 上 が る 
の で 、 目 の 位置 に 注意 ! 


この 作例 の 首 の 
角度 は 20° 


内 側 へ の カー ブ 


本 の 指 で バツ を 作り 、 い た 
ずら な 表情 の 女の子 キャ ラ に 














する の も Good ! 


バツ は 小さ く 


/ 


ふ 口 も と に 指 を そえ る 

唇 の 中 心 に 指先 を 向け る と 、 あ ざと く な っ 
て し まう の で 、 あ えて 少し ずら し た 方 向 へ 
向け る の が ポイ ント で す 。 そ れ 以 外 の 指 は 
軽く 曲げ 、 ば ら け させ まし ょ う 。 


どら 本 指 を そえ る の 
も ざ 。 一 番 ぷ っ く 
りす る 唇 の 中 央 が 
見 える よう 描く と 、 
唇 の つや を アピ ー 
ル で きま す 。 


* ぶ * 口 に 人 差し 指 を あて る (内 緒 ポ ー ズ ) 


よく 摺 か れる 人 気 の ポ ー ズ で す 。 ポ イン ト は 、 親 指 と 人 差し 
指 を 肥 ら すこ と 、 そ の 他 の 指 を 軽く 曲げ る こと で す 。 小 指 側 
の 手のひら の ふく ら み を 見 せる と 、 手 の 柔らか さ を 印 象 づけ 
られ ます 。 
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《 顔 の 横 で 手 を 振る 》 

左 の 作例 は 、 振 り 向き ざま に 顔 の 横 で 手 を 振る 女の子 で 
す 。 手 だ け で な く お の ず と 顔 に 注目 が いき 、 か わい い 印 
象 を 与え ます 。 


手首 を 小指 
側 に 曲げ る 


中 指 と 薬指 を くつ つけ て 描き 、 
女性 的 な 手 に し まし ょ う 。 





《 大 きく 手 を 振る 》 

手 を 上 げ て 大 きく 振る 場合 、 本 来 
の ヒジ 関節 と は 逆 方 向 に 曲げ る イ レグ 
メー ジ で 描き ます 。 





~~ 





ーー 


腕 は 外側 に 
向かっ て 、 
カー ブ を 措 
か せる の が 
ポイ ント ! 


* ぶ * 頭上 で 手 を 組む 

71 ペー ジ の 「 手 を 組む 」 を 応用 し て 、 指 の 半分 
くら いま で を 組ま せ て いま す 。 描 き 方 は 同じ よう 
に 、 興 側 の 手 か ら 描い て いき ます 。 腕 を 上 げ て い 
る た め チ ラ 見 える 二の腕 や お 腹 が 、 こ の ボー ズ を 
引 寺 立て ます 。 
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… 女の子 の 人 敬礼 風 ボ ポー ズ 


お で こ に 4 本 指 、 鼻 の あたり に 親指 が くる くら い に 
手 を 開き ます 。 手 の ひら を 見 せ て は いけ な い 本 当 の 
破 礼 と は 異な り ま す 。 よ りか わい く ぐ 描 ぐ く ポ ボーズ と し 


て 参考 に し て くだ さい 。 





反 ら し 気味 に 描 
いた 手 の 指 が 、 
この ポー ズ を よ 
りか わい く 見 せ 
ます 。 


ぶつ さ 耳 ポー ズ 
頭 の 上 で な く 、 顔 の 模 あ た り に 手 
を つけ ます 。 こ うす る と 曲がっ た 
ヒジ まわ り の 脂肪 が 広がり 、 腕 の 
柔らか さ が 強 調 で きま す 。 





を アッ プ ! 
内 側 へ 向け ます 。 


* ぶ * 手 で 口 を 隠す 
恥じ らい の し ぐさ で か わい らし さ 
ワキ を 締め て 、 腕 を 


腕 ・ 手 や 脚 ・ 
Do 足 な ど を 体 の 

中 心 へ と 向け 
る こと で 、 し ぐさ の 印 
象 が 女の子 らし く な り 
ます 。 








両手 で 隠す と 息 を 
飲 お よう な 表現 が 
で きま す 。 


・ 各 店 HEE 人 HpRN 人 t と ざ び は お 中 ら 放 


(オバ パー 
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《 両 手 で つく 》 
前 ペー ジ と 違い けい 、 両 手 で 類 杖 を つ 
いた 女の子 の 作例 で す 。 両手 が 前 
に 出る の で 前 傾 姿 勢 に な り 、 乳 房 
の ふく ら み が 少し 強調 さ べ れ ます 。 


指 を 軽く 曲げ た まま で 
類 杖 を つく の が 、 よ り 
女性 らし いし ぐさ に 。 








(の 人 薬指 を 微妙 
Deat (0 に 反 ら し 、 
IN 女の子 の し 

提 ] な や か な 指 

- に し ます 。 







手 の す き 間 か ら も れ た 
一 筋 の 髪 を く と 、 さ 
り げ な い ワ ン ポ イン ト 


に な り ま す 。 


* 考え る ポー ズ 

アゴ の 近く に 手 を 置き 、 小 首 を か し げ 
る ポー スズ で す 。 あ まり 首 を 曲げ すぎ る 
の は NG。 有 角度 は 10 一 0' く らい を 
目安 に し て 曲げ る の が 、 よ りか わい く 
魅せ る ポイ ント で す 。 





*… 手 を 振る 
《 小 さく 手 を 振る 》 
前 か が み の 体勢 で 手 を 開き き 
ら ず に 小指 を 曲げ 、 ひ か え め 
感 を 演出 し ます 。 


















< 辱 を か き を き 上げる 






胸 も と に 置 
いた 手 が 女 
の 子 ら し さ 
を ゲッ ジ し 
て いま す 。 


軽く 握り 、 小 指 を ピ 
ン と 立て て いま す 。 


より が わい いし ぐさ ざさ ⑳⑲ 手 が 中 心 の し ぐさ 





男 っ ぽく な り が ちな し ぐさ で も 、 手 首 を 返す ・ 
手 に 表情 を つけ る ・ 髪 の 生え ざわ を 見 せ すす ぎ な 
い (チラ 見 せ に する ) な ご どの 工夫 を すれ ば 、 よ 
りか わい く 魅 せる こと が で きま す 。 


* 晴 を も て あ そ 必 


長い 髪 を も て 
あま し た 女 の 
子 が 、 自 分 の 
髪 を も っ て 遊 
ぶし ぐさ は 、 
無邪気 さや お 
茶 目 な か わい 
さ を 感 じ さ せ 
ます 。 


し ぐさ の 基本 は 「 顔 」 と 「 手 ]|」 さまざま な 
組み 合わ せ を 試し て 、 絵 に な る し ぐさ を 尊 き 出 


か し ま し よ う o 
a ン 
ム 二 っ と 手 に < 類 杖 を つく 
押し つぶ され 
る ほっ ペ ぺ が 、 《 片 手 で つく 》 
か わい い ポ イ 暇 を も て あま し て いる 女の子 キャ ラ に 似合う し 
ント 。 ぐさ で す 。 小 指 側 の 手のひら の 炒 ら か な ふく ぐら 





み を 忘れ ず に 描き ます 。 


・ 層 中 羽 氏 HRI ささ SN 


「 オ ムー 


・ 各 中 oHEE 人 HHRI 人 と は の 中 ら 対 


「 オ ハー 


* 愛 を 且 に か ける 

髪 を 耳 に か ける し ぐさ は 王道 の か わい 
いし ぐさ で す 。 よ りか わい く 上 区 せ る た 
め に は 、 手 の 表情 と あら わ に な る 古 、 
その 付近 の 髪 の た る み ・ 生 え ぎ わが 大 
切 で す 。 


《 横 か ら 》 















ば ら け た 指 の 動き が Me 
ポイ ント で す 。 Pe 
ね に ドキ ギ キッ! 

《 腕 を 交差 する 》 


腕 を 交 廷 させ て 、 手 と 反対 側 の 耳 
に 髪 を か ける こと で 、 し な や か な 


os キ PN 
が 腕 の 曲線 美 を さり げ な く 見 せる こ 


茎 状 突起 が 、 g 
腕 を より 魅力 と が で き 、 よ り 女 の 子 ら し いし ぐ 
的 に し て いま さ に 感じ させ る の で す 。 

す 。 


耳 に か か りき っ て 
いな い 髪 が 顔 に か 
か り ま す 。 
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*“ 胸 も と を あお ぐ 

見 え そ う で 見 えな い 胸 も と と 、 引 っ ぱら れ て 侍 
びる 服 か ら チ ラ 見 える デコ ル テ ラ イン が ドキ ッ 
と し 、 女 の 子 の 魅力 を 助長 し ます 。 






*“* 上 斉 を 脱ぐ 


上 着 を 脱 ざ か け 、 中 
途 半 端 に さら され た 
ー の 腕 や 肩 の あたり 
が ポイ ント に な る し 
の な で ま 。 





ちょ こん と 押さ 
える 手 が 健気 で 
か わい らし く 見 
えま す 。 






*“ 手 に 忠 を 吹き か ける 
か じ か ん だ 指先 を 温め よう と 
息 を 吹き か ける 作例 で す 。 


\ 


空間 口 も と へ 近づけ 
た 両手 の ひら を 
つけ ず 、 指 先 を 
合わ せ て 空間 を 
作る と と で 、 皮 
ん わり 優し い \ 印 
象 に し ます 。 
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・ 層 中 羽 氏 HRI ささ SN 


「 オ ムー 


・ 請 細 oHEE( 人 HPRI( は と びび 中 8 衝 


(オバ パー 
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ふ 口 も と に 手 を あて る ボー ズ 
手 を 開い て 指 の すき 間 か ら 口 を 見 せ た り 、 手 
首 を 返し て 握り 拳 を アゴ に あて た り し て 、 上 
品 か つ 女 の 子 ら し いし ぐさ に し まし ょ う 。 





《 拳 を 握る 》 





季 に 力 を 入れ す 
ざる と 、 完 全 な 
ぶり っ 子 ポ ボー ズ 
に な っ て し まう 
の で 、 指 を 軽く 
立て て 描き を ます 。 





指 同 士 に すぎ 間 を 空 
ける の が 、 拳 を ゆる 
く 握 ら せ る コツ で す 。 


キャ ラ に まつ わる 絵 の テ ー マ を 選択 する うえ で 、 キ ャ ラ 
の お か れ て いる 状況 や 場面 、 き ら に は 季節 な ども 要素 の ひ 
DX 、 


* タオ ル で 汁 を 拭う ( 類 ず り ) 


タオ ル を あて て いる 側 の 目 を 気持 ちよ さそ 
うに 細め まし た 。 タ オル を も つ 手 は 優し く 
つか が むように 指 を 軽く 曲げ ます 。 薬 指 と 小 
旧 だ け く っ つけ る の が ポイ ント で す 。 


より か わい いし ぐさ ざさ 回 に まつ わる し ぐさ 


睦 の 毛 に 手 を そえ る し ぐ き は 、 女 の 子 の 定番 の し ぐ 
さ で す 。「 丁 寧 に 」 また は 、「 ぞ ん ざい に [うる さき さげ 
に 」 する し ぐさ の 騰 間 を と ら え て 、 演 出 を 加え ます 。 













ぷ * 呈 を むす 


径 を 涼 で つけ る 手 や まとめ る 手 に 表情 を つけ る こ 
と で 、 し ぐさ ざさ の か わい ざさ を アッ プ し ます 。 力 を 入 
れ な い 指 (特に 小指 ) を 描き 加え まし ょ う 。 


ヘア ゴム を ロロ 
に くわ える と 、 
より 女の子 ら 
し いし ぐさ に 。 





な じ や 髪 の 生え ざわ が 見 える 


う 
アン グル で 描く の も O。 


*“* 髪 を ほど く 

ヘア ゴム を すべ ら せ る 手 の 中指 か ら 小 
指 の 、 ゆ る め 加 減 に 注目 。 バラ パラ ほ 
どけ か け て いる 髪 の 広がり も ポイ ント 
で す 。 
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" 議 財 包 氏 NI こさ びさ は SA 


「 オ ムー 


・ 情 嘆 HE( 人 HPRI 人 は と び ば の 中 は 衝 


(オバ パー 


ヒザ を 寄せ つつ 、 そ の 間 に 手 を 入れ る 
し ぐさ は 、 自 然 と 乳房 が 寄せ られ ます 。 
局 が 内 側 へ 入り 、 腕 ・ 手 が 体 の 中 心 へ 
と 向かう 、 女 の 子 ら し い 体 勢 で す 。 


ヒザ の 間 か ら 、 ち ょ こん 
と の ぞ く 手 が か わい らし 
さ を 増 し て いま す 。 





《 前 か ら 》 


| 肩 が 内 側 
へ 入る 


足 先 を べら に 内 側 へ | 
向け 、 ス ネ か ら 足 先 AM 


っ へ カー ブ さ せま す 。 
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《 終 めか ら 》 








腕 を 先 に 描く と 
股間 付近 が 隠れ 
て 描き に くい た 
め 、 体 土 と 脚 を 
描い て か ら 腕 を 
描き まし ょ う 。 





ヒザ の 間 に 入れ た 手 に 表情 を つけ る と 、 


さら に か わい く ! 







無 炉 備 な 足 の 杏 が 
此 護 欲 を くす ぐり 


ます 。 


《 正 面 》 太もも は 
つぶ ぷれ て 
広がり ま 


女の子 座り を 育 面 で 描く 場 
合 、S 字 ライ ン (56 ペー 
ジ 参 照 ) を 作る と 、 よ り 女 
の 子 ら し くく かわ いい 座り 方 
に な り ま す 。 


*“ 椅子 な と に 座る 


ます ず 腰 を 舞い た ら 、 


次 は ヒザ の 位置 


を 決め 、 腰 か ら つ な げ る よう に 太 も 
も の 線 を 描き 入れ まし ょ う 。 


ビザ 裏 の く 
ぼ み の 和 存在 
を 線 で 表し 
ます 。 








腰 か ら ヒザ 、 
ヒザ か ら 足 へ 


床 で 
横 に 
す 。 





《 片 脚 を 上 げ る ) 
曲線 | 





上 げた 太もも の 
曲線 ・ チ ラリ ズ 
ム 感 が び 。 





太もも と パパ つ 
か っ て 押し つ 
いさ れる 、 必 
くら は ぎの 曲 
線 を 押さ ます 。 


ヒザ は 内 側 
へ 向け る 
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・ 箇 嘆 olEE 人 HHRH 人 は と は お 届 G 許 


「 オ ムー 


・ 各 店 HEE 人 Hp とび は お 届 8 対 


(オバ パー 
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し ぐ ・ さ ・ 動 作 を より か わい . 


ここ まで 紹介 し て きた し ぐさ は 、「 よ りか わい く 」 描 ぐ く た め の テク ニッ ク に すき ませ ん 。 構 
造 の 「 気 づき 」 と し ぐさ の [気づき 」 を ヒン ト に 、 よ りか わい い 絵 の 描写 に チャ レン ジ し て み 
て くだ さい 。 次 の 章 で も さら な る 「 気 づき 」 を 提示 し て いき ます 。 








ボブ (髪型 ) 
ヘア ピン (アク セ 
サリ ー で 女の子 を 
引き 立て よう ) 





























手 の 表 情 (か 
わい く 見 せる 
手 の 表情 ) 
CZ | < カー ディ ガン を 組み 
3 | 合わ せ た プ レザ ー 
a ls (王道 の か わい い コ 
N スチ ュー ム ) 
い 
萌え 袖 (コス チュ ー ム 
の 「 動 き 」 で 素 の か わ " 
いさ を 引き 出す ) / ヒザ を 寄せ て 体 
し fr 育 座 り ( し ぐさ ・ 
3 動作 を より か わ 
、 も いく ) 
ふく ら は ぎの CKS52 (の み S 
柔らか さ (大 ーー 
も も と ふく ら 
は ぎの 脂肪 ) 
| 
スカ ー ト がめ / 
くれ る (コス | 
チュ ー ム の 
「 動 き 」 で 素 > 
の か わい さ を 
引き 出す ) 
122 ペ ー ジ し だ 
3 





59 は 、 カ ー デ ィ 


! ン を 羽織 っ た 制服 3 
が s フ リー ッ ュ カー | ガン を 多 織 っ た 制服 次 
た る ん だ 靴下 (バー シッ ク ト ペー ジッ な な コス の 女の子 が 体育 座り を 
な コス チュ ー ム の 絶 力 ) チュ ー ム の 魅力 ) し て いる イラ フス FC です 。 


130 ペー ジ mp 125 ペー ジ 


* ぶ 作例 メイ キン グー 一 顔 か ら 指 く 


(7 輪郭 か ら 顔 を 描い て いく 





軸 郭 は 燃 の 丸 ンー- 
み を 、 柔 ら か で 
く お い し そう 
に 、 つくら 
させ て 描き を きま 
す 。 目 は 人 物 を 描く つえ で 重要 な 
パー ツ な の で 、 少 し で も 魅力 的 に 
な る よう 注力 し ます 。 





(な 。 全身 の 線 を 入れ て いく 





ン 7 
= 


を 押 い た ら 全 身 を 作画 し ます 。 上 図 で 
薄く 見 える 下 所 き の 間違い を 正す よう に 、 
ペン 入れ を 進め て いく の が 大 切 で す 。 





CPZZ2 


完成 間近 まで 進め た ら 、 1 日 ほど 放置 
する と 客観 的 に 絵 が 見 られ 、 抜 け て い 
る 部 分 が 見 えて きま す 。 完成 度 を 上 げ 
た い 場 合 に オス ス メ で す 。 


髪の毛 を 描く 





胡 の 毛 は つ 
む じ の 位置 
EA A 
そこ か ら 流 - ま 作用 も 
れる よう に 人 

舞い て いき 
ます 。 


as 





グレ ー の 濃度 と 全体 の バラ ンス を 考え て 疹 彩 
し ます 。 加筆 修 正 を し 、 ハ イラ イト な ご ど を 加 
えた ら 完 成 (前 ペー ジ 図 を 参照 ) で す 。 
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・ 層 中 結 左 味 池 RI ささ SANA 


A オバ ご 


・ 各 庫 HEEHHHHRI 人 は とび は ば は のび G 放 


(オバ パー 


し ぐさ ざさ ・ 動 作 を より か が か わ いく 座る 


女の子 を 描く 場合 、 立 ち 居 振る 獄 い の 中 に も 、 も ちろ ん より か わい くす る 演出 が あり ます 。 


* 体育 座り 

ヒザ を 抱え た りく っ つけ た りす る 体育 座り は 、 太 
も も か ら お 尻 に か け て の 丸み ・ 柔 ら か さや 、 脚 の 
すき 間 か ら の ぞ く 股間 に よっ て ドキ ッ と する 座り 
方 で す 。 
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脚 を 曲げ る こと で で きる 
三角 形 の すき 間 か ら 、 騰 
間 が 見 えま す 。 


女の子 が 座る ポー ズ を 描 
ググ eZ を く 場 合 は 、 ど ん な 座り 方 

で も 内 股 を 意識 し て 描き 
まし ょ う 。 そ れ だ け で 格段 に 女 の 
子 ら し く な り ま す 。 





男性 に は と り づ らい 体勢 な の で 、 女 性 らし い 印 象 が 
強い 座り 方 で す 。 先 に 腰 を 描き さ 、 そ こ か ら お 尻 ~ 脚 
の つけ 根 一 太もも ……: と 定 先 ま で 所 き 進め ます 。 







脚 の つけ 根 の 位置 を アタ 
リ で 入れ る と 形 を と りや 
すく な り ま す 。 
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。 か わい く 掴 ける , 





CESSMIC MOOK _ 


